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論文要旨

題目 : 携帯情報端末を用いた環境配慮行動の足跡コミュニケーション場の提案と評価

エネルギー情報学分野, 岡村　智明

要旨 :

近年、エネルギー資源の枯渇が問題となっており、我々は限りある資源を効率よく
使っていく必要がある。家庭部門における個人のエネルギー消費量をみると、第 1次
オイルショック当時に比べて、現在の人々は 2倍以上のエネルギーを消費している。そ
のため、今後、個人個人がより一層省エネルギー行動などの環境に優しい行動をとる
必要がある。省エネルギー行動に限らず、人々が生活の中でとる環境に優しい行動は、
環境配慮行動（Pro-Environmental Behavior; PEB）と呼ばれている。PEBは単発的に
実行するだけでなく、それを継続することが重要であるが、PEB促進に関する研究は
数多くあるものの、PEB を継続させる研究はほとんどない。
本研究では、スマートフォンのような携帯情報端末とソーシャル・ネットワーキン
グ・サービスを用いて、情報ネットワーク上にコミュニティを構築し、それらを用いて
人々が日常生活でできるPEBを促進・持続させることを最終的な目標とする。具体的
には、(i)PEBを行ったことを情報ネットワークを介して伝え合うゆるくつながったコ
ミュニティ「PEB足跡コミュニケーション場」の提案、(ii)PEB足跡コミュニケーショ
ン場を実現するための「PEB足跡コミュニケーション場システム」の設計と実現、(iii)
本システムを用いた「ゆるいつながり」のPEB 促進・持続への有効性評価を研究の目
的とする。
本システムでは、住居内に設置した数個の Bluetoothステーションを用いて携帯情
報端末を持ったユーザの位置を特定し、それをもとに携帯情報端末から適切なPEBを
推薦する。さらに、ユーザがそのPEBを実行した場合、そのことを「足跡」として情
報ネットワーク上のPEB足跡コミュニケーション場に送信する。コミュニティに属す
るユーザはこのPEB足跡コミュニケーション場を共有することで他のユーザが同じよ
うな場所で同じような PEBを実行していると感じる「場所・行動共有感覚」を覚え、
社会的促進の効果によりPEB実行を促進することができる。また、この効果を持続さ
せるためにはコミュニティへの継続参加が必要であるが、人は本来、社会への帰属意
識を持っている反面、長期における他者との深い関係を避けようとする。そこで、コ
ミュニティに継続して参加させるために、強制感・ストレスの無いコミュニケーション
の実現を目指す。
このようなPEB足跡コミュニケーション場システムを用いてゆるいつながりのPEB
促進・持続への有効性評価実験を実施した結果、PEBが促進・持続された実験協力者
のほとんどが「場所・行動共有感覚」を感じており、「場所・行動共有感覚」がPEB促
進・持続に有効であることが分かった。また、システムを継続して使い続けられた理
由を尋ねたところ、「強制感・ストレスの無いコミュニケーション」に関する理由を挙
げていた実験協力者が複数名いた。このことから「強制感・ストレスの無いコミュニ
ケーション」がシステムの継続利用に有効であり、さらに他者からの影響を受け続け
ることにより PEB 促進・持続に寄与することが分かった。
以上、本研究により、情報ネットワークのコミュニティを適切に設計することで人々
の行動を変容できる可能性を示した。中でも、ゆるくつながったコミュニティがそこ
への継続的な参加を促し、PEBのような人々の日常的な行動習慣にまで影響を与えら
れることを示した。
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第 1 章 序論

我々は産業革命以降、化石燃料などのエネルギーを大量に消費し、豊かな文明を築

き上げ、今日のような便利で快適な生活を送ることができるようになった。しかし、便

利で快適な生活を送るために、エネルギー消費量が年々増加し、エネルギー資源の枯

渇が問題となっている。そこで、我々は限りある資源を効率よく使う必要がある。

日本の部門ごとのエネルギー消費量について考えてみると、産業部門では第二次石

油危機以降エネルギー消費量がほぼ横ばいになっている。しかし、1973年度の家庭部

門における個人のエネルギー消費量を 100.0とすると、2008年度には 230.8となってお

り、第 1次オイルショック当時に比べて、現在の人々は 2倍以上のエネルギーを消費し

ている [1]。そのため、今後、個人個人がより一層省エネルギー行動などの環境に優し

い行動をとる必要がある。省エネルギー行動に限らず、人々が生活の中でとる環境に

優しい行動は、環境配慮行動（Pro-Environmental Behavior; PEB）と呼ばれている。

環境配慮行動は継続して実行することが重要であるが、環境配慮行動の促進に関する

研究は数多くなされているものの、環境配慮行動を継続させることに関して議論して

いる研究はほとんど無い。

一方、近年、情報通信技術の発達により、常時接続の高速通信が可能になり、情報

ネットワーク上に作られた仮想的な世界であるサイバースペース上やソーシャル・ネッ

トワーキング・サービス上で他者と密なコミュニケーションをとれるようになった。そ

こで、本研究では、近年利用者数が急増しているスマートフォンとソーシャル・ネット

ワーキング・サービスを用いて、環境配慮行動を促進・持続させることができるサイ

バースペース上のコミュニティを築き上げることを最終的な目標とする。

特に、本研究では、社会的促進の効果に着目して、環境配慮行動促進・持続を目指

す。社会的促進とは自分と同じような行動をとっている他者が存在することによって個

人の行動が促進される現象である。そこで、PEBを行っていることをサイバースペー

ス上で伝え合うゆるくつながったコミュニティを構築し、他者がサイバースペース上

の同じ場所でPEBを行っていると感じさせる。社会的促進による効果を継続させため

には、コミュニティへの継続参加が必要であるが、人は本来、社会への帰属意識を持っ

ている反面、長期における他者との深い関係を避けようとする。そこで、コミュニティ

に継続して参加させるために、他者とのコミュニケーションにストレス・強制感を感
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じないコミュニケーションの実現を目指す。

本論文は、第 1章の序論を含め、6章で構成されている。第 2章では、本研究の背景

として、家計関連のエネルギー消費量の増加の原因やPEBを持続させるための問題点

を述べ、本研究の目的を述べる。第 3章では、本研究で提案する手法の概要とゆるく

つながったコミュニティを構築するための携帯情報端末を用いた情報システムについ

て述べる。第 4章では、実現させた情報システムのPEB促進・持続への効果を評価す

る。第 5章では、実現させた情報システムを用いたゆるいつながりのPEB促進・持続

への有効性を評価する。第 6章では、第 4章と第 5章の評価結果を受けて本研究をまと

める。
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第 2 章 研究の背景と目的

本章では、エネルギー・環境問題への対処の現状について述べ、次に日本人の環境に

優しい行動の現状について述べる。続いて、研究の目的について述べる。最後に、エ

ネルギー・環境問題に対処するための活動に関する関連研究について述べる。

なお、本論文では特別な但し書きがない限り、環境という単語を地球環境や自然環

境という意味で用いる。

2.1 研究の背景

2.1.1 エネルギー・環境問題への対処の現状

我々は産業革命以降、化石燃料などのエネルギーを大量に消費し、豊かな文明を築

き上げ、今日のような便利で快適な生活を送ることができるようになった。しかし、便

利で快適な生活を送るために、エネルギー消費量が年々増加し、エネルギー資源の枯

渇が問題となっている。

代表的なエネルギー資源である化石燃料の可採年数は、石炭は 133年、石油は 42年、

天然ガスは 60年と考えられている [2]。今後とも新たな油田の発見や採掘技術の向上に

より、可採年数が増える可能性はあるが、限りある資源ということに変わりはない。さ

らに、近年、太陽光や風力などの自然エネルギーが普及しているものの、すべてのエ

ネルギーを自然エネルギーで賄うことは難しい。そこで、我々は限りある資源を効率

よく使う必要がある。

図 2.1に日本の部門ごとのエネルギー消費量の推移を示す。産業部門では第二次石

油危機以降エネルギー消費量がほぼ横ばいになっている。しかし、家計関連のエネル

ギー消費についてみてみると、民生部門における家庭部門のエネルギー消費量は年々

増加していることが分かる。そして、運輸部門における旅客部門のエネルギー消費量

は 2001年以降減少傾向にあるものの、今後電気自動車の普及や公共交通機関・自転車

へのモーダルシフトなどにより今後さらなる省エネを進めることができる余地がある。

さらに、1973年度の家庭部門における個人のエネルギー消費量を 100.0とすると、2008

年度には 230.8となっており、第一次石油危機当時に比べて、現在の人々は 2倍以上の

エネルギーを消費している [1]。
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図 2.1: 部門ごとのエネルギー消費量の推移 [3]

一方、産業部門の 9割を占める製造業では、1973年度と 2008年度を比較すると、製

造業全体の生産量は約 1.7倍に増加しているのにも関わらず、製造業のエネルギー消費

は 0.9倍と大きく効率化している [1]。

このことから、省エネへの取り組みを徹底してきた産業部門よりも、家計関連のエ

ネルギー消費においては、さらなる省エネの余地があると考えられる。

家計関連のエネルギー消費量が増加している要因として、自家用車の保有台数の増

加、家電の大型化などのライフスタイルの変化が挙げられる。他にも、図 2.2に示すよ

うに世帯数の増加、一世帯当たりの平均世帯人員の減少が要因として挙げられる。日

本では、少子高齢化の進行、核家族化、住居の個別化、晩婚・未婚化等の影響により、

世帯数が増加し、一世帯当たりの平均世帯人員が減少している。一世帯当たりの平均

世帯人員が少ないほど 1人当たりのエネルギー消費量は増加し、世帯数が増加するほど

家計関連のエネルギー消費量が増加する [4]。多人数で住むことで、お風呂を沸かす回

数が減るなどエネルギーを効率的に利用でき、電気の消し忘れ防止などのエネルギー

の無駄使い防止にもなるが、今後も一世帯当たりの平均世帯人員は横ばい、あるいは、

減少し続けると考えられている [5]。そのため、今後、個人個人がより一層省エネルギー

行動などの環境に優しい行動を行っていく必要がある。

省エネ行動に関わらず、このような人々が生活の中で行う環境に優しい行動は、環

境保全行動や環境配慮行動（Pro-Environmental Behavior; PEB）と呼ばれているが、

本論文では「環境配慮行動」という名称を用い、PEBと略す。
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図 2.2: 世帯数と一世帯当たりの平均世帯人員の変化 [6]

2.1.2 環境配慮行動の現状と持続の必要性

環境にやさしいライフスタイル実態調査 [7] の「環境保全行動の今後の実施意向」の

項目では、すべての項目において 60%以上の人々が今後環境保全行動を実施したいと

答えており、積極的にPEBに取り組んでいきたいと考えていることが分かる。しかし、

同調査の「環境保全活動の実態」では、実際に実施している人が 60%未満の項目が複

数存在する。すべての項目に対して高い実施意図が示されているのを踏まえると、実

際に取り組んでいる人は少ないことが分かる。このような、環境に対する態度は高い

ものの、実際の行動には伴っていない状態を諏訪は「高態度低行動」と呼んでいる [8]。

このことをダイエットを例に挙げ説明する。PEBは、暑くてもエアコンの設定温度を

28℃を目安にするなど、我慢が必要なことが多い点でダイエットに似ている。そのた

め、CO2ダイエットなどの活動がある [9][10]。しかし、多くの人がダイエットを実行し

ようとは思っているものの、実際に行動に移し、ダイエットを続けられる人は少ない。

従って、ダイエットに似ているPEBも実際に行動に移し、続けることは難しいと考え

られる。

ダイエットが続かない理由として、自分一人では根気が続かないで諦めてしまうこ

とが挙げられる [11]。また、PEBはほとんどが家庭内で行う行動であるため、一世帯当

たりの世帯人員が減少してきている現在、自分一人では続けることが難しいと考えら

れる。しかし、ダイエットと同じように、PEBも継続して続けることが非常に重要で

ある。そのため、PEBを実行に移させるだけではなく、いかにしてPEBを持続させて
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いくかを議論していく必要がある。だが、PEBの促進に関する研究は数多くなされて

いるものの、PEBの持続に関して考慮している研究は少ない。

2.2 研究の目的

本研究の最終的な目標は、近年利用者数が急増している、スマートフォンとソーシャ

ル・ネットワーキング・サービス（以下、SNS）を用いて、PEBを促進・持続させる

ことができるサイバースペース上のコミュニティを築き上げることである。サイバー

スペースとは、コンピュータの情報ネットワーク上に作られた仮想的な世界のことで

ある。

具体的に、本論文では以下の 3つを研究の目的とする。

• PEBを促進・持続させるために皆と PEBを行ったことをサイバースペース上で

伝え合うゆるくつながったコミュニティの提案

• ゆるくつながったコミュニティを実現するための携帯情報端末を用いた情報シス

テムの設計と実現

• 実現させた情報システムを用いた「ゆるいつながり」のPEB促進・持続への有効

性評価

前節で説明したように、PEBはダイエットに似ており、ダイエットは一人で続ける

ことは難しい。そこで、本研究では、社会的促進 [12]の効果により、PEBを促進・持続

を試みる。社会的促進は他者が存在することによって個人の行動が促進される現象で

ある。「図書館で皆が勉強してるので、勉強を続けられる」、「川沿いや公園などで皆が

走っているので、自分もランニングを続けられる」など、他者が自分と同じ行動をして

いることで行動を続けられる場面は多い。しかし、食器洗いや洗濯などの行動を、現

実空間上の同じ家の中で同時に何人も行っている状況はほとんど無い。さらに、一世

帯当たりの世帯人員が減少しているので、「夏の各部屋のエアコンの設定温度を 28℃

に設定し合う」「電気の消し忘れを気をつけ合う」などの状況も起こりづらくなってい

る。そのため、「食器洗いを行う際に、ため洗いをする」「夏のエアコンの設定温度を

28℃にする」など、家庭内のPEBを行っている他者の存在を現実空間上で感じること

は難しい。

そこで、本研究では、サイバースペース上で、PEBを行っていることを伝え合うコ

ミュニティを構築し、他者がPEBを行っていると感じさせることで、PEB促進・持続
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を目指す。しかし、人は本来、社会への帰属意識を持っている反面、長期における他

者との深い関係を避けようとする。そこで、長期にわたってコミュニティへ参加して

もらうならば、ゆるいつながり [13]が効果的であると考えられる。

以下、PEBを行ったことを「足跡」と呼び、PEBを行ったことをサイバースペース

上で伝え合うゆるくつながったコミュニティを「PEB足跡コミュニケーション場」と

呼ぶ。

2.3 関連研究

PEB促進を試みる研究は多い。例えば、諏訪は社会心理学の観点から、PEB実行に

いたるまでの意思決定プロセスを提唱した広瀬モデル [14]を基に、PEBを促進させる

環境教育プログラムを開発するためのパスモデルを構築し、PEBを規定する要因とし

て、費用負担を許容する意思がもっとも高い影響を及ぼしていると報告した [8]。続い

て、PEBを促進するためには、人々の費用負担意思を高める教育が必要であるため、

人々の費用負担意思を高める教材を作成して効果を測ったが、費用負担意思を十分に

高めたとは言えないと述べている [15]。

他にも、規範活性化理論を用いた研究もある。規範活性化理論とは、人が溺れてい

るのを助けるなどの利他的行動が実行される心理的過程を説明する理論である [16]。藤

井は、PEB促進にも規範活性化理論が当てはまると主張し、この理論を用いた方法を

検討した [17]。

このように、PEB促進を試みる研究は数多くなされているものの、PEBを持続させ

ることまで議論している研究はほとんど無い。

また、サイバースペース上でPEBを行ったことを伝え合うコミュニティの一つとし

て「Do the Green Thing」[18]がある。Do the Green Thing では、ユーザは環境への意

識を高揚させるようなビデオをアップロードすることができる。他にも、PEBを行っ

たことをつぶやくことができ、どこでPEBを行ったのかをGoogle Map[19]上に反映さ

せることもできる。このように、環境への意識を向上させPEB促進・持続を試みるも

のは多いが、本研究のように、環境意識を高めるのではなく、皆がPEBを行っている

という理由で PEB促進・持続を試みる研究はほとんど無い。

土屋 [20]は、生活者の環境意識を高めるのではなく、生活者個人にとって実行しやす

いPEBを割り出し、推薦することにより、PEBの促進を試みている。この研究では、

PEBを推薦することにより、PEBを促進できることをある程度示したが、PEBを持
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続させることまでは議論していない。

また、第三者間をゆるくつなげるコミュニケーションモデルの提案・事例はいくつか

存在する [21][22]。通山はゆるやかなコミュニケーションとは、特定の誰かに対するメッ

セージであることを意識させずに、相手の気配や存在を感じさせることが本質である

と述べている [13]。そして、ゆるやかなコミュニケーションは、時として会話という明

示的なコミュニケーションに発展するが、多くの場合は相手の存在を知る程度に留ま

るため、心理的な負担や抵抗感が小さいと述べている [13]。このような、第三者間をゆ

るくつなげるコミュニケーションモデルはいくつか存在するが、PEB促進・持続に利

用している研究は無い。
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第 3 章 PEB足跡コミュニケーション場

本章では、提案するPEB足跡コミュニケーション場について述べ、PEB足跡コミュ

ニケーション場を実現する携帯情報端末を用いた情報システムについて述べる。

3.1 PEB足跡コミュニケーション場の提案

PEB足跡コミュニケーション場
インターネットインターネットインターネットインターネット
インターネットインターネットインターネットインターネット インターネットインターネットインターネットインターネット

インターネットインターネットインターネットインターネット
節水してます！

自転車で通勤しています！みんなこんなことしてるんだ。

みんな環境にいいことしてるし、私もやってみよう。

図 3.1: PEB足跡コミュニケーション場概念図

本節では、PEB促進・持続を目的に、PEBを行ったことをサイバースペース上でコ

ミュニティ内のメンバらと伝え合うことで、「ゆるいつながり」を築き上げる PEB足

跡コミュニケーション場を提案する。PEB足跡コミュニケーション場の概念図を図 3.1

に示す。

以下で、同じ場所で同じような行動をしている他者の存在を感じることでPEBが促

進・持続される理由と、他者とのコミュニケーションにストレスや強制感が無い場合

にコミュニティに継続して参加する理由を説明する。

本研究では、社会的促進と社会的インパクト理論に注目して、PEB促進・持続を試

みる。「図書館で皆が勉強しているので、勉強を続けられる」、「川沿いや公園などで皆
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が走っているので、自分もランニングを続けられる」など、他者が同じような行動を

していることで、行動を続けられる場面は多い。このような他者が存在することによっ

て個人の行動が促進される現象は社会的促進と呼ばれおり、社会的促進を説明しよう

とする理論がいくつか提唱されている。その中でも、ザイアンスは他者の単なる存在

仮説を提唱し、他者の存在は十分に習熟している課題には促進的に作用するが、不慣

れな課題に対しては抑制的に作用すると結論づけた [23][24]。しかし、この場合の課題と

は、短時間の中で行う課題であるため、毎日継続させる必要のある PEBとは異なる。

他にも、一人で行うよりも皆で行うことの方が影響力が強いことを社会的インパク

ト理論からも説明することができる。社会的インパクト理論とは、他者の存在が、個

人の遂行行動に与える影響を定式化しようとする考え方である [25]。個人が受ける社会

的インパクト (Imp)は、影響源である他者の強度 (Strength; S, 地位や社会的勢力)、他

者との直接性 (Immediacy; I, 空間的、時間的な接近)、他者の人数 (Number; N)の相乗

関数

Imp = f(S × I ×N) (3.1)

として定義され、影響源である他者の強度が強くなる、または、影響源である他者と

の直接性が高まる、あるいは、影響源である他者の人数が増加すると他者から受ける

影響が大きくなる。つまり、大勢の人々が自分の近くでPEBを行っていると感じさせ

ることで、「周りの皆が行っているからPEBを行ってみよう」「周りの皆が行っている

から PEBを続けてみよう」と PEBを促進・持続させることができる可能性がある。

しかし、食器洗いや洗濯などの行動を、現実空間上の同じ家の中で同時に何人も行っ

ている状況はほとんど無い。さらに、一世帯当たりの世帯人員が減少しているので、

「夏の各部屋のエアコンの設定温度を 28℃に設定し合う」「電気の消し忘れを気を付け

合う」などの状況も起こりづらくなっている。そのため、「食器洗いを行う時に、ため

洗いをする」「夏のエアコンの設定温度を 28℃にする」など、家庭内のPEBを行って

いる他者の存在を現実空間上で感じることは難しい。

そこで、本研究では、PEBを行っていることをサイバースペース上で伝え合うコミュ

ニティを構築し、他者がサイバースペース上の同じ場所でPEBを行っていると感じさ

せることで、PEB促進・持続を目指す。

社会的促進や社会的インパクト理論の効果を継続させためには、コミュニティへの

継続参加が必要である。しかし、人は本来、社会への帰属意識を持っている反面、長

期における深い関係を避けようとする。日本最大規模の SNSであるmixi[26]を例にとっ

10



あぁ、みんなの日記にコメントしないと… またコメント来てる…はやく返さないと…

図 3.2: mixi疲れのイメージ図

てみると、近年、mixiで頻繁に日記を書き、多くのユーザと交流している人が、他者

とのコミュニケーションに疲れきってmixiを突然やめてしまう「mixi疲れ」と呼ばれ

る心理的問題が生じている。図 3.2にmixi疲れのイメージ図を示す。この原因として、

山崎 [27]や高橋 [28] は、

• 日記を書いたときの足あと*が気になる

• 足あとをくれた人、日記にコメントを書いてくれた人には同じように返さなけれ

ばならない強制感を感じてしまう

• マイミク**のことを気にして日記の内容を考えないといけない。自由に書けない

など他者とのコミュニケーションに対して、強制感やストレスを感じてしまうことを

挙げている。このように、他者とのコミュニケーションにストレスや強制感を感じる

と、人はコミュニティに継続的に参加しなくなると考えられる。

そこで、コミュニティへの継続的な参加を実現するためには、コミュニティ内で行

われる他者とのコミュニケーションに対して、強制感やストレスを感じないコミュニ

ケーションが望ましいと考えられる。村本 [29]はある集団が早朝の公園でのラジオ体操

を 15年以上続けられる理由として「あいまいな集合体」を理由に挙げている。そのラ

ジオ体操の集団は、毎朝 6時半から 10分間、ラジオ体操を目的に多くの人々が集まっ

てくる。しかし、この活動は町内会などの地域コミュニティが主催したものではなく、

公に告知されているものでもない。個人個人が自然に公園にラジオ体操を目的に自然

と集まってきているのである。そしてラジオ体操が始まるまでは、公園内でおしゃべり

∗ いつ誰が自分のページに訪れたか、また自分がいつ誰のページに訪れたかを表示する機能。
∗∗ mixi内で友人関係として登録されたユーザ。
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をしている人や、すれ違う人に挨拶をする人や、黙々と柔軟体操など個人の行動に打

ち込んでいる人など各々が好きな行動をとっている。さらに、このラジオ体操は強制

参加ではなく、休んだとしてもなにも罰則は無い。通常、個人がある集団活動に属し

ている時には、成員としての特定のラベルを与えられ、ラベルにそった社会的アイデ

ンティティ[30]の顕在化を促されている。しかし、公園でのラジオ体操集団には、参加

者に対する画一的なラベル付けは存在しない。ただ、共有できる場所と時間という機

会が提供されているだけである。そのため、皆が集団に属していることにストレスを

感じることなく、また、コミュニケーションをとってもとらなくても自由なので、各々

の行動を続けることができると考えられる。

mixi疲れの理由や村本らの研究を踏まえると、コミュニティへの継続参加には、コ

ミュニケーションにストレスや強制感が無いゆるいつながり [13]が効果的であると考え

られる。通山 [13]はゆるいつながりのひとつの要件として、明示的な意見の交換を前提

としていないことを挙げており、特定の誰かに対するメッセージであることを意識さ

せずに、相手の気配や存在を感じさせることがゆるいつながりの本質であると述べて

いる。ゆるいつながりの明確な定義は無いが、本研究ではゆるいつながりを以下の 2つ

を満たしていることとする。

• サイバースペース上の同じ場所で他者が同じような行動をしていると感じられる

こと

– 以下、「場所・行動共有感覚を感じられること」と呼ぶ

• サイバースペース上でコミュニケーションを行う時に返信しなければならない強

制感や他者からの反応を気にしながら送信するストレスが無いこと

– 以下、「強制感・ストレス無くコミュニケーションがとれること」と呼ぶ

以上のことから、PEB促進・持続のために皆とPEBを行ったことを伝え合うことで

ゆるいつながりを築き上げる「PEB足跡コミュニケーション場」を提案する。

3.2 PEB足跡コミュニケーション場システムの概要

本節では、PEBを促進・持続させるためのPEB足跡コミュニケーション場を実現す

る携帯情報端末を用いた情報システムの概要について述べる。以下、情報システムの

名前を「PEB足跡コミュニケーション場システム」と呼ぶ。
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洗面所洗面所洗面所洗面所トイレトイレトイレトイレ台所台所台所台所
玄関玄関玄関玄関リビングリビングリビングリビング

：Bluetoothステーション画面上にPEBが表示される
ユーザのいる場所で残された他のメンバの足跡やつぶやきが表示される

図 3.3: Bluetoothステーションの通信範囲内に侵入した時に PEBが推薦される

PEB足跡コミュニケーション場インターネットインターネットインターネットインターネット
インターネットインターネットインターネットインターネット
インターネットインターネットインターネットインターネット節水してます！

ガスコンロの火の大きさを気をつけています！
みんな環境にいいことしてるし、私もやってみよう。

溜め洗いをしています！インターネットインターネットインターネットインターネット
画面上のボタンをタッチすることで足跡をPEB足跡コミュニケーション場に残すことができる

図 3.4: 画面上のボタンをタッチすることで足跡を残すことができる
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PEB足跡コミュニケーション場システムでは、図3.3のように家庭内に設置したBlue-

toothステーションの通信範囲内に携帯情報端末を持ったユーザが侵入した時に、音と

振動と共に、ユーザのいる場所と時間に合わせたPEBとユーザのいる場所で残された

足跡が携帯情報端末の画面上に表示される。そして、図 3.4のように画面上のボタンを

タッチすることにより、推薦された PEBを行ったことを皆に伝えることができる。

3.3 PEB足跡コミュニケーション場システムの要求仕様

本節では、PEB足跡コミュニケーション場システムの要求仕様について述べる。

PEBを行ったことを伝え合うPEB足跡コミュニケーション場を実現するためには、

皆がPEBを行ったことを伝え合う必要がある。しかし、日常生活の行動は記憶として

スキーマ化されており、無意識に行われている。人々は無意識に日常生活での行動を

行っているため、PEBを行うことができる機会や、PEBを行ったことを伝える機会を

見逃してしまう可能性がある。そのため、PEBを行ったことを伝え合うためには、図

3.5で示すようにPEBを実行する機会がある場面でユーザに実行できるPEBがあると

気付かせる必要がある。PEBを行っていない人には、「こんなPEBを今実行できるん

だ」と気付かせる。また、PEBを行っている人に対しても、「今がPEBを行ったこと

を伝える時なんだ」と気付かせる。PEBを実行できる機会がある気づきを与えること

で、普段通りの生活を行っている人々が PEBを伝え合うことができると考えられる。

今今今今こんなこんなこんなこんなＰＥＢＰＥＢＰＥＢＰＥＢがががができますよできますよできますよできますよ！！！！

今今今今ががががPEBをををを行行行行っっっってるとてるとてるとてると伝伝伝伝えるえるえるえる時時時時ですよですよですよですよ！！！！
皿洗い中に水を出しっぱなし

皿洗い中に水をこまめに止める
図 3.5: PEBを実行する機会がある場面での注意喚起

以上を踏まえて、本研究で開発するシステムでは、PEBを実行できる機会がある気
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付きを与えることができること、および、ゆるいつながりを実現できることをシステ

ムの目的とする。以下に、具体的なシステムの目的を示す。

(1) PEBを行う機会のある場面で、PEBを行う機会がある気付きを与えられること

• 以下、「気付きの付与」と呼ぶ

(2) コミュニケーションを行う時に返信しなければならない強制感や相手からの返信

を気にしながら送信するストレスが無いコミュニケーションを提供できること

• 以下、「強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供」と呼ぶ

(3) 他のコミュニティ内のメンバがサイバースペース上の同じ場所でPEBを行ってい

るかのような感覚を与えられること

• 以下、「場所・行動共有感覚の付与」と呼ぶ

以上のシステムの目的を実現するための要求仕様を以下で述べる。

システムの目的 (1)「気付きの付与」を実現するためには、以下の 3つの要求仕様を

満たす必要がある。

(i) ユーザの位置を把握できること

　システムの目的 (1)を実現するためには、ユーザがいる場所と時間で実行でき

る可能性のある PEBを推薦する必要がある。日常生活で実行できる機会のある

PEBは、ユーザの位置を同定できればある程度推測できるので、ユーザの位置を

把握できることが必要である。

(ii) ユーザがいる場所と時間で実行できる可能性のある PEBを推薦できること

　システムの目的 (1)を実現するためには、ユーザがいる場所と時間に合わせて

ユーザが実行できる可能性のある PEBを推薦する必要がある。以下、要求仕様

(ii)を「実行できる可能性のある PEBを推薦できること」と呼ぶ。

(iii) ユーザに PEBを実行する機会のある場面で注意を喚起できること

　システムの目的 (1)を実現するためには、実行できる機会のあるPEBが推薦さ

れたことをユーザに気づかせる必要がある。そのため、PEBを実行する機会のあ
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る場面で注意を喚起する必要がある。以下、要求仕様 (iii)を「PEBを実行する機

会のある場面で注意を喚起できること」と呼ぶ。

システムの目的 (2)「強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供」を実現す

るためには、以下の 2つの要求仕様が必要である。

(iv) PEBを行ったことを送信する時に相手の反応を気にしたり、相手のことを気にし

たりして送る内容を考えなければならないストレスや強制感の無いコミュニケー

ション手法を提供できること

　システムの目的 (2)を実現するためには、3.1で述べたように、「マイミクのこ

とを気にして日記の内容を考えないといけない。自由に書けない。」など相手の

ことを気にして送る内容を考えなければならないストレスや強制感を与えること

は望ましくない。そのため、コミュニティ内のメンバのことを気にすることなく、

PEBを行ったことを、送信できることが望まれる。以下、要求仕様 (iv)を「他者

からの反応を気にしないコミュニケーションであること」と呼ぶ。

(v) 相手に対して反応しなければならないストレスや強制感が無いコミュニケーショ

ン手法を提供できること

　システムの目的 (2)を実現するためには、3.1で述べたように、「自分の送った

内容に反応してくれた人には同じように返さなければならない強制感を感じてし

まう。」など相手に対して必ず反応しなければならないと感じることは望ましくな

い。そのため、コミュニティ内のメンバの送信した内容に必ず反応しなければな

らないストレスや強制感を感じさせないことが望まれる。以下、要求仕様 (v)を

「反応義務の無いコミュニケーションであること」と呼ぶ。

システムの目的 (3)「場所・行動共有感覚の付与」を実現するためには、以下の要求

仕様が必要である。

(vi) サイバースペース上の同じ場所で他者がPEBを行っていることを提示できること

　システムの目的 (3)を実現するためには、コミュニティ内のメンバがサイバー

スペース上の同じ場所でPEBを行っていることを提示する必要がある。以下、要

求仕様 (vi)を「場所・行動共有状態を提示できること」と呼ぶ。
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3.4 PEB足跡コミュニケーション場システムの機能構成

前節で述べた要求仕様を満たすために、iPhoneや iPod touchなどのBluetooth機能

付きのタッチパネル式携帯情報端末とBluetoothステーションを用いる。以下、前節の

要求仕様を踏まえたシステムの機能を挙げ、機能の詳細を記述する。また、表 3.4にシ

ステムの目的、要求仕様、および機能構成の関係を示す。

表 3.1: システム構成

システムの目的 システムの要求仕様 システムの機能

気付きの付与 ユーザの位置を把握できるこ

と

Bluetoothを用いたユーザの

位置同定機能

実行できる可能性のあるPEB

を推薦できること

PEBデータベース連携機能

PEB情報表示機能

PEB情報更新機能

PEBを実行する機会のある場

面で注意を喚起できること

音と振動で注意喚起を与える

機能

強制感・ストレスの無いコミュ

ニケーションの提供

他者からの反応を気にしない

コミュニケーションであるこ

と

サーバへのワンタッチでの足

跡送信機能

制限された字数内でコメント

を送信する機能

制限された字数内でつぶやき

を送信する機能

反応義務の無いコミュニケー

ションであること

新たな足跡が追加された際に

古い足跡が廃棄される機能

場所・行動共有感覚の付与 場所・行動共有状態を提示で

きること

自分のいる場所で残された足

跡を表示する機能

タイムラインデータベース連

携機能

タイムライン更新機能

(a) Bluetoothを用いたユーザの位置同定機能
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(b) PEBデータベース連携機能

(c) PEB情報表示機能

(d) PEB情報更新機能

(e) ユーザが Bluetoothステーションの通信範囲内に入った時に音を鳴らし振動させ

る機能

以下、「音と振動で注意を喚起する機能」と呼ぶ。

(f) 画面をワンタッチすることで推薦されたPEBを行ったことをサーバへ送信する機

能

以下、「サーバへのワンタッチでの足跡送信機能」と呼ぶ。

(g) 制限された字数内でコメントを送信する機能

(h) 制限された字数内でつぶやきを送信する機能

(i) 新たな足跡が追加された時に古い足跡が廃棄される機能

(j) 自分のいる場所で残された足跡を表示する機能

(k) タイムラインデータベース連携機能

(l) タイムライン更新機能

3.4.1 Bluetoothを用いたユーザの位置推定機能

要求仕様 (i)「ユーザの位置を把握できること」を実現するために、Bluetooth付き

の携帯情報端末と Bluetoothステーションを用いて、ユーザの位置を同定する。ユー

ザの位置を同定するためにBluetoothを用いる理由は 2つある。まず、近年の携帯情報

端末にはBluetooth機能が付いている情報端末が多く、容易に実現できるためである。

さらに、Bluetoothステーションは小型の装置で作成することができ、家庭用のコンセ

ントで動かすことができるので、設置が容易であるためである。

そこで、本研究では、ユーザのいる場所を同定するために、図 3.6に示すようにリビ

ング、玄関、洗面所、台所、トイレに小型のBluetoothステーションを設置する。そし

て、図 3.7に示すように、携帯情報端末を持ったユーザがBluetoothステーションの通

信距離内に侵入した時に、ユーザがどこにいるのかを測定する。一般的にBluetoothの
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洗面所洗面所洗面所洗面所
トイレトイレトイレトイレ台所台所台所台所

玄関玄関玄関玄関リビングリビングリビングリビング

：Bluetoothステーション

図 3.6: Bluetoothステーションの設置場所

Bluetoothステーション

Bluetoothステーション

携帯情報端末
○○にあるBluetoothステーション！！

携帯情報端末
図 3.7: Bluetoothを用いたユーザの位置推定

19



通信距離は数m～数十mだが、出力を弱くし、通信範囲をリビングや台所の広さと同

じになるように調整する。

3.4.2 PEBデータベース連携機能

データベース
インターネット携帯デバイスから場所情報を送信

場所情報を元に適切なPEBを送信
携帯情報端末

サーバ

図 3.8: PEBデータベース連携機能の模式図

表 3.2: PEBデータベースの構造
推薦する PEB 推薦する PEBの詳細 推薦する時間帯 推薦する場所

公共交通機関を利用し

てみませんか？

実は家庭からの CO2

排出量よりも...

7時～8時 玄関

アイドリングストップ

をしてみませんか？

アイドリングストップ

とは...

7時～8時 玄関

水道をこまめに止めて

みませんか？

1 分間に水道を流しっ

ぱなしに...

0時～24時 台所

要求仕様 (ii)「実行できる可能性のあるPEBを推薦できること」を実現するために、

表 3.2が示す推薦する PEB、推薦する PEBの詳細、PEBを推薦する時間帯と場所の

情報をまとめた PEBデータベースをサーバ上に構築する。PEBデータベースを構築

する理由は、ユーザの生活サイクルに合わせてPEBを推薦する時間帯を設定すること

で、ユーザがいる場所と時間で実行できる可能性のあるPEBを推薦することができる
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からである。そこで、図 3.8に示すようにユーザのいる場所情報をサーバに送信するこ

とで、ユーザのいる場所と現在時刻に対応した PEBの情報を取得する。

3.4.3 PEB情報表示機能

画面上にPEBが表示される

図 3.9: PEB情報表示機能の画面例

推薦されたPEBの詳細が表示される
インフォメーションボタン

図 3.10: PEBの詳細な情報を表示する画面例

要求仕様 (ii)「実行できる可能性のあるPEBを推薦できること」を実現するために、

図 3.9のように携帯情報端末の画面上に実行できる可能性のあるPEBを表示する。PEB

を携帯情報端末の画面上に表示することにより、ユーザに PEBを推薦できる。
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しかし、図 3.9のように携帯情報端末の画面上に表示されたPEBだけでは、推薦さ

れたPEBの具体的な実行方法やPEBを実行した時の効果が分かりづらい。そこで、図

3.10のようにインフォメーションボタンを押すことで、画面を遷移させ、推薦された

PEBの詳細な解説情報を表示する。

3.4.4 PEB情報更新機能

時間経過で行動が変化する
掃除の時間 テレビの時間
図 3.11: 時間経過による行動の変化

更新ボタン
PEBを更新する

図 3.12: PEB情報更新機能の画面例

要求仕様 (ii)「実行できる可能性のあるPEBを推薦できること」を実現するために、

携帯情報端末上のPEB情報を更新する。図 3.11のように、ユーザが長時間同じ場所に

いた時に、その場で行う可能性のあるPEBが変化する。そのため、携帯情報端末上に

表示されたPEB情報を更新する必要がある。そこで、図 3.12のように更新ボタンを押

すことで、新しい PEB情報を表示する。
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Bluetoothステーション
図 3.13: 音と振動で注意を喚起する機能の模式図

3.4.5 音と振動で注意を喚起する機能

要求仕様 (iii)「PEBを実行する機会のある場面で注意を喚起できること」を実現す

るために、PEBを実行する機会のある場面で音と振動により注意を喚起する。これは

文字による注意喚起のみでは、PEBを推薦されたことをユーザは見逃してしまう可能

性があるためである。図 3.13のようにユーザが Bluetoothステーションの通信距離内

に入った時に、音を鳴らし、携帯情報端末を振動させる。音は耳障りでは無く、音が

鳴った時に気付きやすいと考えられる鶯の鳴き声を選んだ。

3.4.6 サーバへのワンタッチの足跡送信機能

データベース
インターネットサーバにPEBを行ったことを送信

携帯情報端末

サーバ

図 3.14: サーバへの足跡送信

要求仕様 (iv)「他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること」を実現

するために、個人宛ではなく、また、送信するまでの負担が少ないコミュニケーショ

ン手法にする。メールのように個人宛に送信するものは、相手からの反応を気にして
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図 3.15: サーバへのワンタッチでの足跡送信機能の画面例

しまい、相手に送る内容を考えなければならない可能性があるので個人宛ではないコ

ミュニケーション手法にする。また、送信するまでに手間が掛ったものや自分で文章を

考えたものは、相手からの反応を気にしてしまう可能性があるので、送信するまでの

負担が少ないコミュニケーション手法が望ましい。そこで、図 3.14と図 3.15のように

携帯情報端末の画面をワンタッチすることで、画面上に推薦されたPEBを行ったこと

を、定型文でサーバ上に送信できるようにする。例えば、「夏の冷房時の室温は 28度

を目安にしてみませんか」と推薦された時に、携帯情報端末の画面をワンタッチする

ことで、「冷房時の室温を 28度に設定しました」とサーバ上に送信される。

3.4.7 制限された字数内でコメントを送信する機能

図 3.16: コメントを入力する時の画面例

要求仕様 (iv)「他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること」を実現

するために、足跡を残す時に、今のユーザの状況や思ったことを足跡と一緒に制限字数
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図 3.17: コメント入力時に制限字数を超えた時の画面例

内で送信できるようにする。近年利用者が急増している、マイクロブログ「Twitter[33]」

の特徴を津田 [32] は「ゆるい空気感」と表現している。そして、Twitterに漂う「ゆる

さ」は文字制限に拠るところあると述べている。また、140字の文字制限があることか

ら、深い話や真剣なつぶやきをする人が少数になるとも述べている。このように、文

字数を制限することにより、足跡と一緒に今のユーザの状況や思ったこと送信する時

に相手のことを気にして送る内容を考えなければならないストレスを感じさせないと

考えられる。そこで、図 3.16のように、今のユーザの状況や思ったことを入力できる

ようにし、140字の字数制限を超えると、図 3.19のように送信できないようにする。以

下、図 3.20のように足跡と一緒に送信された今のユーザの状況や思ったことを「コメ

ント」と呼ぶ。

3.4.8 制限された字数内でつぶやきを送信する機能

図 3.18: つぶやきを入力する時の画面例
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図 3.19: つぶやき入力時に制限字数を超えた時の画面例

要求仕様 (iv)「他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること」を実現

するために、今のユーザの状況や思ったことを足跡と一緒に制限字数内で送信できる

ようにする。先程述べた、制限された字数内でコメントを送信する機能では、今の自

分の状況や思ったことを送信する時には、「実行しました」ボタンを押す必要がある。

しかし、それでは、PEBを実行しなければ、今の自分の状況や思ったことを送信しづ

らい。そのため、「実行しました」ボタンを押さなくとも、今のユーザの状況や思った

ことを送信できるようにする。そこで、図 3.18に示すように、「つぶやく」ボタンを押

し、自分で入力することにより、PEBを実行していない場合でも今のユーザの状況や

思ったことを送信できるようにする。以下、つぶやくボタンを押して送信した内容を

図 3.20のように「つぶやき」と呼び、足跡と一緒に送信される「コメント」と区別す

る。また、図 3.19に示すように、140字の字数制限を超えるつぶやきは、送信できな

いようにする。

足跡つぶやき コメント付き足跡
図 3.20: 足跡、コメント付き足跡、つぶやきの例
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3.4.9 新たな足跡が追加された時に古い足跡が廃棄される機能

要求仕様 (v)「反応義務の無いコミュニケーションであること」を実現するために、

新たな足跡が追加された時に最も古い足跡を携帯情報端末の画面上に表示させない。足

跡を永続的に表示させないことで、自分の足跡やつぶやきに対して他のコミュニティ

内のメンバから反応があったとしても、いずれ消えてしまうので、他者へ反応しなけ

ればならない強制感を感じさせないと考えられる。そこで、新しい足跡やつぶやきが

残された時に、最も古い足跡・つぶやきを携帯情報端末の画面上に表示せず、最新の足

跡・つぶやきを 10個のみ表示する。以下、携帯情報端末の画面上に表示された足跡・

つぶやきの履歴を「タイムライン」と呼ぶ。表示する足跡・つぶやきが多過ぎすると、

タイムラインを見なくなる可能性があり、少なすぎると、他者から受ける影響が弱く

なるので、表示する足跡・つぶやきは 10個に設定した。

3.4.10 自分のいる場所で残された足跡を表示する機能

図 3.21: 自分のいる場所で残された足跡を表示する機能の画面例

要求仕様 (vi)「場所・行動共有状態を提示できること」を実現するために、自分のい

る場所で残された足跡やつぶやきを表示する。例えば、ユーザが台所にいる時は、台

所で残された足跡・つぶやきがタイムラインに表示され、ユーザがリビングにいる時

は、リビングで残された足跡・つぶやきがタイムラインに表示される。自分のいる場

所で他のメンバがなにを行っているのかユーザに認識させることで、コミュニティ内

のメンバがサイバースペース上の同じ場所でなにかを行っているかのような感覚を与

えられると考えられる。そこで、図 3.21のように画面上にユーザのいる場所に応じて

タイムラインを表示する。
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3.4.11 タイムラインデータベース連携機能

要求仕様 (vi)「場所・行動共有状態を提示できること」を実現するために、表 3.3に

示す誰がいつどこで足跡・つぶやきを残した情報をまとめたタイムラインデータベー

スをサーバ上に構築する。タイムラインデータベースを構築する理由は、ユーザのい

る場所に合わせたタイムラインを取得することで、他のコミュニティ内のメンバがサ

イバースペース上の同じ場所でPEBを行っていることを提示できるからである。そこ

で、図 3.22に示すようにユーザのいる場所と現在時刻の情報をサーバに送信すること

で、ユーザのいる場所のタイムラインを取得する。

表 3.3: タイムラインデータベースの構造と例
時間 ユーザ 場所 足跡 コメント・つぶやき

2010-10-12 9:34 papas 台所 冷蔵庫を開けている時

間を少なくしました。

　大丈夫です。

2010-10-12 9:25 よわちゃん 玄関 行ってきます。

2010-10-12 9:15 五郎 台所 生ごみは水を良く切っ

てゴミに出しました。

　

2010-10-12 8:34 よわちゃん トイレ おはようございます。

2010-10-12 8:11 周平 リビング 電気ポットのプラグを

抜きました。

　

3.4.12 タイムライン情報を更新する機能

要求仕様 (vi)「場所・行動共有状態を提示できること」を実現するために、携帯情

報端末上のタイムライン情報を更新する。ユーザが長時間同じ場所にいた時に、他の

ユーザが新たな足跡やつぶやきを残す可能性がある。そして、数時間も前の足跡やつ

ぶやきが表示されたままでは、場所と行動を共有している感覚が薄れてしまう可能性

がある。そのため、図 3.23のように更新ボタンを押すことで、その場所の新しいタイ

ムラインを表示する。

3.5 推薦するPEB

本システムで推薦する 69種類の PEBは家庭の省エネ大辞典 [34]や土屋の研究 [20]な

どを参考に、以下の基準で選んだ。
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データベース
インターネット携帯デバイスから場所情報を送信

場所情報を元に適切なタイムラインを送信
携帯情報端末

サーバ

図 3.22: タイムラインデータベース連携機能の模式図

更新ボタン
タイムラインを更新する

図 3.23: タイムライン情報を更新する機能の画面例
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• 日常生活の中で行う機会のある PEB

• リビング、玄関、トイレ、台所で行うことができる PEB

• 玄関で推薦する PEBは外で行うことができる PEB

以後、69種類のPEBを「基本推薦PEB」と呼ぶ。基本推薦PEBの例を表 3.4に示

し、すべての基本推薦 PEBを付録Aに示す。

40代女性の実験協力者１名に対して、システム動作確認実験を平成 22年 8月 3日か

ら 10日間行った時に、「同じPEBばかり推薦されてるのでPEBを見なくなる」などの

意見があった。そのため、基本推薦PEBの他に、25種類のPEBを追加した。玄関で

推薦するPEB以外の追加したPEBは基本的にその場で行うことができるPEBを選ん

だ。以後、基本推薦PEB以外に追加したPEBを「追加推薦PEB」と呼ぶ。そして、同

じ PEBばかり推薦されて飽きるのを防ぐために、１週間ごとに追加推薦 PEBを入れ

替えた。追加推薦PEBの例を表 3.5に示し、すべての追加推薦PEBを付録Bに示す。

表 3.4: 基本推薦 PEBの例
基本推薦 PEB 推薦する場所

家電の電源や照明などをすべて消してみませんか？ 玄関

少しの移動でしたら、自転車か徒歩で行ってみませんか？ 玄関

夏の冷房時の室温は２８度を目安にしてみませんか？ リビング

パソコンを使わないときは電源を切ってみませんか？ リビング

シャワーを使う時は、こまめに止めてみませんか？ 洗面所

お風呂の残り湯は、洗濯などに利用してみませんか？ 洗面所

便座暖房の温度を低めにしてみませんか？ トイレ

洗浄水の温度を低めにしてみませんか？ トイレ

生ごみは水を良く切ってゴミに出してみませんか？ 台所

食器洗いの時は、溜め洗いを行ってみませんか？ 台所

3.6 ハードウェア構成

PEB足跡コミュニケーション場システムは図 3.24のように、携帯情報端末、無線

LAN、Bluetoothステーションで構成される。携帯情報端末は、iPhoneや iPod touch

を使用した。Bluetoothステーションは iPod Touchとアルミの箱とアルミホイルで作成
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表 3.5: 追加推薦 PEBの例

追加推薦 PEB 推薦する場所

車に無駄な荷物は載せないようにしてみませんか？ 玄関

ダンボールは引き出しなどにして再利用するようにしてみませんか？ リビング

細かい洗濯物は手洗いで済ませるようにしてみませんか？ 洗面所

掃除には、掃除機ではなく雑巾やホウキを使用するようにしてみませんか？ トイレ

使ったラップを再利用するようにしてみませんか？ 台所

データベース
無線LAN

Bluetoothステーション

携帯情報端末 インターネット

Bluetoothステーション
BluetoothBluetooth

Wi-Fi サーバ

図 3.24: ハードウェア構成
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した。アルミの箱とアルミホイルを使用した理由は、アルミで遮蔽することでBluetooth

の電波を弱め、Bluetoothの通信距離を短くするためである。また、サーバはさくらイ

ンターネット [35]のレンタルサーバサービスを利用した。

3.7 ソフトウェア構成

携帯情報端末上のソフトウェアは apple社「Xcode」を用いて作成し、開発言語は

objective-Cを用いた。サーバ上のデータベースはMySQLを用い、サービスの開発言

語は PHPを用いた。

3.8 本シテムの運用法

会話エージェント
PEB足跡コミュニケーション場

会話エージェント
会話エージェント

会話エージェント会話エージェント
図 3.25: 想定したコミュニティメンバの構成例

本システムは以下のように運用することを想定している。

• スマートフォン上でのソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）として

利用される

• SNS登録時にコミュニティ内のメンバがランダムに 10人程度登録される
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• コミュニティ内のメンバの半分は、会話エージェントを用いた仮想の人々とする

• 登録されるコミュニティ内のメンバは、ユーザと同じ年代の人々とする

SNS登録時にコミュニティ内のメンバがランダムで 10人程度登録される理由は、コ

ミュニティ内のメンバが多すぎると、タイムラインが速く流れるので、自分は足跡や

つぶやきを残さなくてもよいと思い、コミュニティへの帰属意識が薄れ、SNSを利用

しなくなる可能性があるためである。また、コミュニティ内のメンバが少なすぎると、

他者から受ける影響が弱くなると考えられる。そこで、コミュニティ内のメンバは 10

名程度とした。以下、コミュニティ内のメンバをコミュニティメンバと呼ぶ。

図 3.25のように、これらのコミュニティメンバの半分が、会話エージェントを用いた

仮想の人々であることを想定している理由は、誰も発言しないことからユーザも発言

しなくなり、SNSを利用しなくなることを防ぐためである。青柳 [36]は、電子掲示板に

よるCMC(Computer Mediated Communication、コンピュータを介したコミュニケー

ション)にユーザらが書き込まない理由の一つとして、誰も発言しないから自分も書き

込まないことを挙げている。そのため、ユーザが SNSを使用しなくなることを防ぐた

めに、会話エージェントを用いて、常に一日ある一定数以上の足跡やつぶやきが残さ

れるようにする。一日の間に残される足跡やつぶやきが少なすぎると、コミュニティ

メンバの残した足跡やつぶやきが長時間残ることになるので、反応しなければならな

い強制感を感じさせる可能性がある。そのため、場所ごとのタイムラインが一日のう

ちにすべて入れ替わる程度の足跡やつぶやきが一日の間に残されるようにする。会話

エージェントは人間とテキストで会話をすることをシミュレートするプログラムを想

定している。

登録されるコミュニティメンバは、ユーザと同じ年代の人々である理由は、世代が

同じためユーザの興味のある話題が増え、他のコミュニティメンバの話題にまったく

興味を持たずに、利用しなくなることを防ぐためである。
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第 4 章 システムの有効性評価実験

本章では、提案するPEB足跡コミュニケーション場システムの有効性を評価するた

めに実施した実験について述べる。

4.1 評価の目的

本評価実験の目的は、提案する PEB足跡コミュニケーション場システムが PEBの

促進・持続に有効であるかを評価することである。ただし、本システムではPEB促進・

持続を目指すために、3.2で述べた 3つのシステムの目的を設定した。そのため、シス

テムの目的「(1)気付きの付与」、システムの目的「(2)強制感・ストレスの無いコミュ

ニケーションの提供」、システムの目的「(3)場所・行動共有感覚の付与」がPEB促進・

持続に影響したのかを評価する必要がある。したがって、評価の目的は以下のように

なる。

評価の目的 1：

本システムによる PEB促進・持続への効果の評価

評価の目的 2：

それぞれのシステムの目的の PEB促進・持続への効果の評価

4.2 評価実験の方法

4.2.1 評価の方針

評価の目的 1については、システム運用開始前のPEB実行頻度とシステム運用期間

中の PEB実行頻度を調べればよい。評価の目的 2については、図 4.1に示す手順で評

価する。

(1) システムの要求仕様を満たしているかを確認する

　システムの利用ログ、ユーザが残したコメント・つぶやき、有効性評価アンケー

ト結果、実験後のインタビュー結果など様々な実験結果から、システムの要求仕

様を満たしているのかを多角的に評価する。
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PEB促進・持続
システムの目的(1) 要求仕様(ⅰ)
システムの目的(2) 要求仕様(ⅱ)要求仕様(ⅲ)

システムの要求仕様を満たしていたか確認するシステムの目的がPEB促進・持続に影響していたかを評価する システムの目的を満たしていたかを確認する３３３３ １１１１２２２２
図 4.1: 評価手順

(2) システムの目的を満たしているかを確認する

　要求仕様を満たしているかを確認した上で、システムの目的が満たされている

かを確認する。

(3) システムの目的が PEB促進・持続に影響しているかを評価する

　有効性評価アンケート結果など様々な実験結果から、それぞれのシステムの目

的の PEB促進・持続への効果を多角的に評価する。　

4.2.2 実験協力者

実験協力者として、50代男女一名ずつに協力してもらった。実験協力者は以下の基

準で選んだ。

• 同居している世帯人数が少ない

– 本研究では、サイバースペース上の同じ場所で他者がPEBを行っていると感

じさせることで、PEB促進・持続を目指している。しかし、同居している世
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帯人数が多い場合は、同じ世帯内で同じPEBを同時に複数人が行う可能性が

あり、システム以外の効果が入ることにより、評価が難しくなるためである。

• PEBを行う機会がある

– PEBを促進・持続させるためには、促進・持続させる対象のPEBを行う機会

が必要なためである。

• 情報機器を扱える

– 本システムは iPhoneや iPod touchなどの携帯情報端末により実現されてい

るので、自分で文字を入力できる程度には情報機器を扱える必要があるため

である。

実験協力者の属性は以下の表 4.1の通りである。以下、50代の女性の実験協力者を

実験協力者 F、50代の男性の実験協力者を実験協力者Mと呼ぶ。

表 4.1: 実験協力者の属性
年齢 性別 居住地 職業大分類 家族構成

実験協力者 F 50歳 女 鳥取県 専門技術職 一人暮らし

実験協力者M 56歳 男 鳥取県 管理職 一人暮らし

4.2.3 システム運用期間

PEBを持続させるためには、PEBを習慣化させることが有効であると考えられる。

ものごとを習慣化するには 3週間～1か月程度の時間を要すると言われており [37]、PEB

を持続したかどうかを調べるためには、3週間以上の期間が必要である。さらに、日常

生活で行うことができる PEBの中には、「買い物に行く時は、エコバックを持ってい

くようにしてみませんか」など毎日行う機会がある訳では無い PEBも含まれており、

それらを習慣化させるためには、より長期のシステム運用期間が必要だと考えられる。

そこで、本実験ではシステムの運用期間は 2010年 8月 24日から 2010年 11月 2日まで

の 10週間とした。ただし、システムの運用期間は当初 10週間を予定していたが、シ

ステムのトラブルから、システム運用開始 65日目の 2010年 10月 27日でシステムの運

用を打ち切った。
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4.2.4 コミュニティメンバ

1つのコミュニティにつき 11名のコミュニティメンバでシステムを運用する。2人

の実験協力者間のコミュニケーションがあると、実験協力者同士の相互作用により実

験条件を統制できないため、実験協力者 Fと実験協力者Mを別々のコミュニティに入

れ、実験協力者以外のコミュニティメンバ 10名をすべて会話エージェントとする。

実験協力者には、コミュニティメンバは現実の人々が 5名、会話エージェントが 6名

で構成されると説明しているので、会話エージェントは、実験協力者が現実の人だと

間違うような高度な会話エージェントが必要である。しかし、本研究では、高度な会

話エージェントの開発は研究の対象外にしているので、実験者自身が会話エージェン

トとして実験協力者以外のコミュニティメンバを演じた。

このシステムは、SNSに登録した際に、PEBを行ったことを伝え合うメンバが同世

代の人々の中でランダムに登録されることを想定しているので、コミュニティメンバ

の構成は、平成 17年の国勢調査結果 [39]を用いて、働いているどうかなどの属性、一

人暮らしかどうかなどの世帯構成、職業大分類に基づいた職業を、不自然な割合にな

らないように調整した。

また、実際に実験者が実験協力者以外のコミュニティメンバを演じられるかどうか

を確認するため、40代女性の実験協力者 1名に対して、システム動作確認実験を平成

22年 8月 3日から 10日間行った。実験終了後、実験協力者に対して、「どのような人

がグループの中にいましたか」と質問したところ 2～3名のコミュニティメンバの特徴

を挙げていた。また、コミュニティメンバは実験者が演じていたことを伝えると、「実

験者が演じていたとは到底思えなかった」と述べていたことから、実験者が実験協力

者以外のコミュニティメンバを演じられることを確認した。

4.2.5 実験手順

システムの有効性評価実験の手順を図 4.2に示し、以下で説明する。

(1) システム運用前

　システムの運用 1週間前に携帯情報端末と無線 LAN親機を実験協力者に送付

し、携帯情報端末の扱いに慣れてもらった。これは、システム導入後に携帯情報

端末が珍しいという理由で、実験協力者が一時的にシステムを頻繁に使うことを

防ぐためである。
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システム運用後

システム運用期間

システム運用前 運用開始1週間前運用開始2日前 携帯デバイス・無線LANの送付Bluetoothステーションの設置システムの説明事前アンケート*への回答PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施**有効性評価アンケートの実施***インタビューの実施

運用開始1週間後運用開始2週間後運用開始4週間後運用開始6週間後運用開始8週間後運用終了後運用終了後

時間経過
システムの運用開始

システムの回収

この期間システムを利用してもらった

* ：事前アンケートは生活習慣アンケートとPEB実行頻度アンケートから構成される**  ：システムの運用をシステム運用開始65日目に打ち切ったので、システム運用開始70日目に予定していたPEB実行頻度アンケートをシステム運用開始65日目に行った***：システム運用終了3日後に有効性評価アンケートを行った
図 4.2: システム評価実験の実験手順
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　システムの運用開始 2日前に実験者が実験協力者の家庭にBluetoothステーショ

ンを設置し、システムの利用方法などを説明した。システム運用期間まではシス

テムを使用しないよう実験協力者に教示した。その後、「お風呂に入る時間帯」「出

勤する時間帯」「食事をつくる時間帯」などを問う生活習慣アンケートと基本推薦

PEBについての実行頻度を問う PEB実行頻度アンケートを実施した。

(2) システム運用期間

　実験協力者にシステムを使用してもらった。システム運用開始 1、2、4、6、8

週間後、およびシステム運用終了時に PEB実行頻度アンケートを実施した。

(3) システム運用後

　システム運用後、システムの要求仕様やシステムの目的を満たしているか、そ

れぞれのシステムの目的がPEB促進・持続にどう影響したかを問う有効性評価ア

ンケートを実施した。その後、有効性評価アンケート結果を基に、その詳細をイ

ンタビューした。

4.3 計測項目

4.3.1 システム利用ログ

システム運用期間中に足跡・つぶやきが残された時間、携帯情報端末がBluetoothス

テーションに反応した時間、更新ボタンを押した時間などを実験協力者別にサーバに

記録した。

4.3.2 アンケート

4.3.2.1 生活習慣アンケート

生活習慣アンケートでは平日、休日ごとの「歯磨きをする時間」、「ご飯を作る時間」

などの生活サイクルに関する計 14種類の時間を尋ねた。使用した生活習慣アンケート

を附録Cに記載する。

4.3.2.2 PEB実行頻度アンケート

PEB実行頻度アンケートは、基本推薦PEBの実行頻度を問うアンケートである。基

本推薦PEBの中でも「食器洗いをする時は、溜め洗いを行うようにしている」などの

39



普段通りの日常生活を行っていると実行する機会がある可能性の高いPEB53種類の実

行頻度は、「いつもする」「よくする」「時々する」「たまにする」「まったくしない」「機

会がなかった」のリカートスケール法を用いた 5段階尺度と、機会があったかどうか

の 6つの選択肢のうち 1つを選んでもらった。

「自分の所属する自治体にエコ活動の実施を提案するようにしている」などの自分

で実行する機会を作り出さなければならない PEB4種類の実行頻度は、「いつもする」

「よくする」「時々する」「たまにする」「まったくしない」のリカートスケール法を用

いた 5段階尺度で尋ね、5つの選択肢のうち 1つを選んでもらった。

「エアコンを買い換える時は、環境負荷の小さいものを購入した」などの、実行す

る機会がほとんど無いと考えられるPEB7種類の実行頻度は、「はい」「いいえ」「機会

が無かった」の 3つの選択肢のうち 1つを選んでもらった。

なお、この実験は夏季に行ったため暖房関係のPEBの実行頻度を問う質問は省いた。

さらに、推薦したPEBのうち「部屋に誰もいない時は電気を消してみませんか」はリ

ビング、トイレ、台所、洗面所、玄関で推薦したため、PEB実行頻度アンケートでは、

ひとつにまとめた。そのため、基本推薦PEBには 69種類あるが、本実験のPEB実行

頻度アンケートは、64種類の質問から構成される。使用したPEB実行頻度アンケート

を付録Dに記載する。

4.3.2.3 有効性評価アンケート

有効性評価アンケートは、システムの要求仕様とシステムの目的の実現を評価し、シ

ステムの目的のPEB促進・持続への効果を評価するアンケートである。システムの要

求仕様とシステムの目的の実現を評価するための質問項目は、「自分のいる場所と時間

に応じて適切なPEBが推薦されていた」など 16種類の質問から構成される。システム

の目的のPEB促進・持続への関係を評価するための質問項目は、「実験前に比べ、PEB

実行頻度が増加した理由はなぜですか」などの 4種類の質問から構成される。使用し

た有効性評価アンケートを付録 Eに記載する。

4.4 PEB足跡コミュニケーション場システムの有効性評価

実験の結果

本節では、本実験の結果として、PEB実行頻度、足跡やつぶやきの個数などのシス

テムの利用ログ、システム運用期間中に残されたコメント・つぶやきを示す。ただし、
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前述のようにシステムの運用期間は当初 10週間を予定していたが、システムのトラブ

ルから、システム運用開始 65日目の 2010年 10月 27日でシステムの運用を打ち切っ

た。また、インタビューはシステム運用終了 3日後の 2010年 10月 30日に行った。

4.4.1 PEB実行頻度変化

図 4.3に実験協力者Fと実験協力者MのPEB実行頻度アンケートで尋ねた基本推薦

PEB64種類の PEB実行頻度の平均の変化を示す。PEB実行頻度はリカートスケール

法を用いて、「いつもする」「よくする」「時々する」「たまにする」「まったくしない」

の 5段階尺度での回答を求め、「まったくしない」が１点、「いつもする」が 5点となる

ように点数化した。なお、実験期間中に一度でも機会が無かったと答えたPEBは省い

て実行頻度の平均を計算した。そのため、実験協力者 Fの結果は 48種類の PEB実行

頻度の平均、実験協力者Mの結果は 50種類の PEB実行頻度の平均である。図 4.3か

ら、実験協力者 2人共のPEB実行頻度が、システム導入後に上昇し、その後、維持ま

たは上昇し続けていることが分かった。

11.522.533.544.55

システム運用開始前 ２週間後 ４週間後 ６週間後 ８週間後実験協力者F 実験協力者M経過日数

点数化した実行頻度
実験協力者F

実験協力者M
システム運用終了時

図 4.3: PEB実行頻度の変化
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4.4.2 システム利用ログ

4.4.2.1 システム運用期間中の足跡・コメントつきの足跡・つぶやき

図 4.4と図 4.5に実験協力者 Fと実験協力者Mがシステム運用期間中に残した、足

跡、コメントつきの足跡、つぶやきの一日ごとの個数を示す。実験協力者２人ともほ

ぼ毎日足跡やつぶやきを残していた。

実験協力者 Fは、システム運用期間中、足跡・つぶやきを残す頻度があまり変わら

ない傾向が見られた。

実験協力者Mは、システム運用開始当初は足跡・つぶやきを頻繁に残しているもの

の、システム運用開始から日数が経つごとに足跡・つぶやきを残す頻度が減少してい

る傾向が見られた。なお、実験協力者Mがシステム運用開始 56日目から 58日目まで

の間に足跡・つぶやきを残していない理由は、出張により家にいなかったためである。

4.4.2.2 Bluetoothステーションに反応した回数と更新ボタンを押した回数

図 4.6と図 4.7に、実験協力者がPEBを推薦された回数を示す。実験協力者がPEB

を推薦された回数は Bluetoothステーションに反応した回数と更新ボタンを押した回

0246
8101214

161820

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 55 58 61 64足跡 コメント付きの足跡 つぶやきシステム運用開始からの経過日数
足跡・コメントの個数

図 4.4: 実験協力者 Fのシステム運用期間中に残された足跡・つぶやきの個数
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0246
8101214

161820

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 55 58 61 64足跡 コメント付きの足跡 つぶやきシステム運用開始からの経過日数
足跡・コメントの個数

図 4.5: 実験協力者Mのシステム運用期間中に残された足跡・つぶやきの個数

数の合計である。実験協力者 2人とも、ほぼ毎日Bluetoothステーションに反応、また

は、更新ボタンを押していた。

図 4.8と図 4.9に、リビング、台所などの場所ごとにBluetoothステーションが反応

した回数を示す。

実験協力者Fは、システム運用開始 55日目などグラフが突出している日が複数存在

した。この理由は次節で述べる。

実験協力者Mは実験協力者 Fに比べ、Bluetoothステーションに反応した回数や更

新ボタンを押した回数が少ないものの、ほぼ毎日継続的にシステムを利用していた。

43



02040
6080100120

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65Bluetoothステーションに反応した回数 更新ボタンを押した回数システム運用開始からの経過日数
回数

(Bluetoothの反応回数, 更新ボタンを押した回数)
(120,29) (117,12)(145,16) (144,4) (889,94)

図 4.6: 実験協力者 Fが PEBを推薦された回数

02040
6080100120

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65Bluetoothステーションに反応した回数 更新ボタンを押した回数システム運用開始からの経過日数
回数

図 4.7: 実験協力者Mが PEBを推薦された回数
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02040
6080100120

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69リビング 玄関 台所 トイレ 洗面所システム運用開始からの経過日数
回数 (4,44,17,78,2) (13,56,83,1,1) (12,432,433,10,2)

(リビング,玄関,台所,トイレ,洗面所)
図 4.8: 実験協力者 Fの場所ごとのBluetoothステーションが反応した回数

02040
6080100120

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65リビング 玄関 台所 トイレ 洗面所システム運用開始からの経過日数
回数

図 4.9: 実験協力者Mの場所ごとのBluetoothステーションが反応した回数
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4.4.3 コメント・つぶやき

システム運用期間中に残されたコメント・つぶやきを概観し、主に以下の４つに分

類できることが分かった。

• 推薦された PEBに直接関連するコメント・つぶやき

• 推薦された PEBから連想されるコメント・つぶやき

• 推薦されていない PEBに関係したコメント・つぶやき

• PEBに関係のないコメント・つぶやき

「推薦された PEBに直接関連するコメント・つぶやき」とは、推薦された PEBが

「便座暖房の温度を低めにしてみませんか」であった場合のコメント・つぶやきが「温

度を低めにしてみました。低めでも大丈夫」というような、推薦されたPEBと直接関

連するコメント・つぶやきである。

「推薦された PEBから連想されるコメント・つぶやき」とは、推薦された PEBが

「洗濯はまとめ洗いを行ってみませんか」であった場合のコメント・つぶやきが「今日

は天気がよいからいろいろ洗濯しました。妻が掃除、洗濯に行こうかと心配してくれ

ましたが自分でしました」というような、「洗濯はまとめ洗いを行う」には直接関係し

ていないものの、「洗濯」という行為を介して連想されるコメント・つぶやきである。

「推薦されていないPEBに関係したコメント・つぶやき」とは、推薦されたPEBが

「テレビを見るときは画面を明るすぎないようにしてみませんか」であった場合のコメ

ント・つぶやきが「帰ってから、冷房を使っていません。窓を開けて扇風機です」と

いうような、「テレビの明るさ」に関するコメント・つぶやきでもなければ、「テレビ」

から連想されるコメント・つぶやきでもないが、PEBには関係しているコメント・つ

ぶやきである。

「PEBに関係のないコメント・つぶやき」とは、コメント・つぶやきが、「カレーう

どんが、急に食べたくなりました。どうしよう」という、PEBにはまったく関係のな

いコメント・つぶやきである。

すべてのコメント・つぶやきをこれらのカテゴリーに重複を許し分類した。分類は

大学院生 3名で独立で行った。3名の分類結果が一致した個数は、382個中 269個で一

致率は 68.6%であった。その後、分類が 3名の間で異なる場合は、3名で議論して一致

させ、一致率を 100%にした。これらの結果を図 4.10～図 4.13に示す。
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0123
4567
8910

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65推薦されたPEBに直接関係するつぶやき 推薦したPEBから連想されるつぶやき推薦されていないPEBに関するつぶやき PEBに関係のないつぶやきシステム運用開始からの経過日数
分類されたつぶやきの個数

図 4.10: 実験協力者 Fのつぶやき分類

0123
4567
8910

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65推薦されたPEBに直接関係するつぶやき 推薦したPEBから連想されるつぶやき推薦されていないPEBに関するつぶやき PEBに関係のないつぶやき

分類されたつぶやきの個数
システム運用開始からの経過日数

図 4.11: 実験協力者Mのつぶやき分類
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0123
4567
8910

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65推薦されたPEBに直接関係するコメント 推薦したPEBから連想されるコメント推薦されていないPEBに関するコメント PEBに関係のないコメント

分類されたコメントの個数
システム運用開始からの経過日数

図 4.12: 実験協力者 Fのコメント分類

0123
4567
8910

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65推薦されたPEBに直接関係するコメント 推薦したPEBから連想されるコメント推薦されていないPEBに関するコメント PEBに関係のないコメント

分類されたコメントの個数
システム運用開始からの経過日数

図 4.13: 実験協力者Mのコメント分類
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4.4.4 有効性評価アンケート結果

アンケート結果を付録 Fに示す。アンケート結果から、システムの目的や要求仕様

の実現をある程度確認できた。また、システムの目的のPEB促進・持続への関係もあ

る程度評価できた。

4.4.5 インタビュー結果

インタビュー結果を付録Gに示す。アンケート結果同様、インタビュー結果からも、

システムの目的や要求仕様の実現をある程度確認できた。また、システムの目的のPEB

促進・持続への関係もある程度評価できた。

4.5 システムの要求仕様の実現に関する考察

本節では、4.4節で述べた実験結果から 3章で述べたシステムの要求仕様が実現でき

ているかを確認する。まず、実験協力者のシステムの利用ログ、評価アンケート、イン

タビュー結果からシステムの要求仕様が実現できているかを多角的に評価する。表 4.2

にそれぞれの要求仕様が実現できていたかを示す。システム利用ログやコメント・つ

ぶやきなどから考察して、要求仕様を満たしていると考えられるものを「○」、ある程

度満たしていると考えられるものを「△」、よく分からないものを「？」、評価できな

いものを「-」で表している。

表 4.2から分かるように、3章で述べた 6つの要求仕様はほぼ実現できたと考えられ

た。以下でそれぞれのシステムの要求仕様ついて詳細を述べる。

4.5.1 ユーザの位置を把握できること

本項では、要求仕様「(i)ユーザの位置を把握できること」を満たしているかを考察

する。

システム利用ログ

　図 4.8が示すように、実験協力者 Fは、リビングと玄関、台所と玄関で他の日

に比べ異常に多く Bluetoothステーションに反応していた日があった。この原因

としては、2つのBluetoothの通信範囲が被っていたことが考えられる。本システ

ムでは、新たな Bluetoothステーションの通信範囲に携帯情報端末を持ったユー

ザが侵入した時に、携帯情報端末が振動し、音が鳴る。そのため、Bluetoothス
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表 4.2: 要求仕様の実現
要求仕様 システム利

用ログ

コメント・

つぶやき

アンケート インタビュー

ユーザの位置を把握できること △ - ○ ○

実行できる可能性のある PEBを

推薦できること

○ ○ ○ ○

PEBを実行する機会のある場面で

注意を喚起できること

- - ○ ○

他者からの反応を気にしないコミ

ュニケーションであること

? - △ ○

反応義務の無いコミュニケーショ

ンであること

○ - △ △

場所・行動共有状態を提示できる

こと

- - ○ ○

テーションの通信範囲が被っているところに携帯情報端末を置いていると絶えず

振動し、音が鳴ってしまう。実験協力者Fの家庭では、リビング、玄関、台所がそ

れぞれ近くにあることと、Bluetoothステーションが反応した時間帯が外出時だっ

たことから、Bluetoothステーションの通信範囲が被っているところに携帯情報端

末を置いて出かけていたと考えられる。そのため、より厳密に Bluetoothステー

ションの通信距離を設定する必要がある。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ2.1にて、自分のいる場所に応じたタイムラインが表示

されていたかを尋ねた。実験協力者 2人とも「そう思う」と回答していた。

インタビュー

　実験協力者に「通信範囲が被っていたこところなど無かったですか」と質問し

たところ、両者から、「被っているところがあったものの、ごくたまにしか無かっ

たので、気になる程度では無い」と回答を得た。

以上のように、システム利用ログ、有効性評価アンケート、インタビューから要求

仕様「(i)ユーザの位置を把握できること」を実現できたと考えられるが、Bluetooth

ステーションを設置する時には、より厳密に Bluetoothの通信距離を設定する必要が

ある。
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4.5.2 実行できる可能性のあるPEBを推薦できること

本項では、要求仕様「(ii)実行できる可能性のある PEBを推薦できること」を満た

しているかを考察する。

システム利用ログ

　システム運用開始前に、足跡は推薦された PEBを実行した時か、推薦された

PEBを実行する直前に残してくださいと教示していた。図 4.4と図 4.5で示した

ように、実験協力者 2人ともほぼ毎日足跡を残していた。そのため、ユーザがい

る場所と時間で実行できる可能性のある PEBを推薦できたと考えられる。

コメント・つぶやき

　図 4.4と図 4.5から、分類されたコメント・つぶやきの中の約半数は推薦された

PEBに直接関連するコメント・つぶやきや推薦された PEBから連想されるコメ

ント・つぶやきが残されていた。そのため、コメント・つぶやきの履歴からも実

行できる可能性のある PEBを推薦できていたと考えられる。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ2.2にて、自分のいる場所と時間に応じて適切な PEB

が推薦されていたかを尋ねた。実験協力者Fは「そう思う」、実験協力者Mは「や

やそう思う」と回答していた。

インタビュー

　「自分のいる場所と時間に応じて適切なPEBが推薦されていたか」と質問した

ところ、実験協力者 2人とも「そう思う」と答えた。また、「今こんなことできな

いと考えられるPEBが推薦されることが無かったか」と尋ねたところ、実験協力

者 Fは「まったく無かったとは言えないけど、気になる頻度ではないです。数回

あったかといったぐらいです」と回答した。実験協力者Mは同じ質問に対して、

「それは感じなかった」と回答した。

以上のように、システム利用ログ、コメント・つぶやき、有効性評価アンケート、イ

ンタビューから要求仕様「(ii)実行できる可能性のある PEBを推薦できること」を実

現できたと考えられる。
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4.5.3 PEBを実行する機会のある場面で注意を喚起できること

本項では、要求仕様「(iii)PEBを実行する機会のある場面で注意を喚起できること」

を満たしているかを考察する。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ2.3にて、PEBが推薦された時の音や振動に必ず気付

いたかを尋ねた。実験協力者 2人とも「そう思う」と回答していた。

インタビュー

　「気付いたら画面が変わっていたことが無かったか」と尋ねたところ、実験協

力者２人とも、音に気付かず、画面が変わっていたことは、記憶に無いと答えて

いた。このシステムでは画面が変わった時は、必ず携帯情報端末が振動し、音が

鳴るので、実験協力者は PEBが推薦された時の音に気付いたと考えられる。

以上のように有効性評価アンケート、インタビューから要求仕様「(iii)PEBを実行す

る機会のある場面で注意を喚起できること」を実現できたと考えられる。

4.5.4 他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること

本項では、要求仕様「(iv)他者からの反応を気にしないコミュニケーションであるこ

と」を満たしているかを考察する。

システム利用ログ

　図 4.6と図 4.7で示したように、実験協力者 Fは実験協力者Mに比べ頻繁に画

面を更新するボタンを押していた。このことから、相手からの反応を気にして何

度も画面を更新していた可能性がある。そこで、インタビューにて何度も更新ボ

タンを押した理由を尋ねた。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ3.1にて、PEBを行ったことやつぶやきを送信する時

に、相手のことを気にして送る内容を考えなければならないストレスを感じたか

を尋ねたところ、実験協力者 2人ともが「そう思わない」と回答していた。

　しかし、有効性評価アンケートQ3.2にて、他のコミュニティメンバの反応を期

待して、PEBを行ったことやつぶやきを送信していたかを尋ねたところ、実験協

力者Mは「ややそう思う」と回答し、実験協力者Fは「どちらとも言えない」と
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回答していた。しかし、反応を期待することがストレスと感じていない可能性も

考えられる。そのため、反応がないことがストレスになったかをインタビューに

て尋ねた。

インタビュー

　何度も更新ボタンを押した理由を実験協力者Fに尋ねた。その主な理由として、

他者からの反応を期待したわけではなく、画面に表示された足跡やつぶやきが最

新かを確認するために更新ボタンを押していたことが分かった。

　次に、PEBを行ったことやつぶやきを送信する時に、相手のことを気にして送

る内容を考えなければならないストレスを感じなかった理由について尋ねた。イ

ンタビューの中で、両者とも「ストレスに感じるような人がいたのですか」と述

べており、他者とつぶやき合うことはまったくストレスと感じることが無かった

と考えられる。さらに、実験協力者 Fは「そこまでの深いコミュニケーションで

はないのかなと思った」とも述べており、PEBを行ったことやつぶやきを送信す

る際に相手のことを気にするストレスを感じなかったと考えられる。

　また、他のコミュニティメンバの反応を期待して、PEBを行ったことやつぶや

きを送信していたかどうかも尋ねた。実験協力者 2人とも、「他のコミュニティメ

ンバから反応が返ってくると嬉しいが、反応が返ってこない時は別に関心が無かっ

たのかなと思うくらいで特にストレスとは感じない」と述べていた。これらのこ

とから、他のコミュニティメンバからの反応は期待しているものの、反応が必ず

欲しい訳ではなく、反応が無くてもストレスとは感じないと考えられる。

以上のようにシステム利用ログ、有効性評価アンケート、インタビューから要求仕様

「(iv)他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること」を実現できたと考

えられる。

4.5.5 反応義務の無いコミュニケーションであること

本項では、要求仕様「(v)反応義務の無いコミュニケーションであること」を満たし

ているか考察する。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケート Q3.4と Q3.5にて相手の行った PEBやつぶやきに対し

て、反応しなければならない強制感を感じたか、自分の行ったPEBやつぶやきに
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対して相手からの反応があった時に、返信の返信をしなければならない強制感を

感じたかを尋ねた。

　実験協力者 Fはどちらの質問も「そう思わなかった」と回答していた。

　しかし、実験協力者MはQ3.4の質問に対して「ややそう思う」と回答し、Q3.5

の質問に対して、「そう思う」と回答していた。

インタビュー

　実験協力者 Fに上記の有効性評価アンケートの回答の理由を尋ねたところ、他

のコミュニティメンバに反応する時は、強制ではなく、自発的に返していると述べ

ていた。そのため、忙しい時やめんどうな時などは、返していないと述べていた。

さらに、他のコミュニティメンバの足跡やつぶやきに反応しなくても、他の人の

会話を眺めていると楽しいと述べていた。このことから、自分が好きな時にだけ

他のコミュニティメンバに反応し、それ以外は他のコミュニティメンバの足跡や

つぶやきを見て楽しんでいたと考えられる。吉田 [38]は、「応答責任などによって

私たちの行動が一方的に制約されることはなく、コミュニティに参加しても、参

加せず傍観者として眺めていてもよい状態」を「緩やかな共同性」と呼んでいる。

実験協力者Fのインタビュー内容から、「緩やかな共同性」と考えられる状態が実

現できていると考えられた。

　次に、実験協力者Mにどのような状況の時に反応しなければならないと感じた

のか尋ねたところ、個人宛の質問と考えられるつぶやきがあった時に、質問者に

対して、回答しなければならないと感じたと述べていた。さらに、コミュニティ全

体に向けた質問としてつぶやかれた時も、できれば回答したいと思っており、他

のコミュニティメンバとの共通の話題に入っていきたかったと述べていた。そし

て、コミュニティ全体に対して質問された時は、答えられるものは答えたいと思っ

ているものの、個人宛ではないため、分からないことは他の誰かが答えると思っ

ていたと述べていた。このことから、個人宛に質問があった時には、反応しなけ

ればならない強制感をある程度感じたものの、コミュニティ全体に対して質問を

投げかけられた時は、自発的に答えようとはするが、誰か他の人が答えると思い、

反応しなければならない強制感はあまり感じなかったと考えられる。

以上のように、有効性評価アンケート、インタビューから要求仕様「(v)反応義務の

無いコミュニケーションであること」をある程度実現できたと考えられる。
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4.5.6 場所・行動共有状態を提示できること

本項では、要求仕様「(vi)場所・行動共有状態を提示できること」を満たしているか

を考察する。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ2.1にて、自分のいる場所に応じたタイムラインが表示

されていたかを尋ねたところ、実験協力者 2人とも「そう思う」と回答していた。

タイムラインには自分のいる場所で他のコミュニティメンバが行ったことが提示

されているので、場所・行動共有感覚を提示できたと考えられる。

インタビュー

　実験協力者に「通信範囲が被っていたところなど無かったですか」と質問した

ところ、両者から、「被っているところがあったものの、ごくたまにしか無かった

ので、気になる程度では無い」と回答を得た。また、システムを利用している際

に気になるエラーは無かったかを尋ねたところ、特に気になるシステムのエラー

は無かったと両者共に答えていたので、実験協力者のいる場所に応じたタイムラ

インが表示されていたと考えられる。タイムラインには自分のいる場所で他のコ

ミュニティメンバが行ったことが提示されているので、場所・行動共有感覚を提

示できたと考えられる。

以上のように、有効性評価アンケート、インタビューから要求仕様「(vi)場所・行動

共有状態を提示できること」を実現できたと考えられる。

4.6 システムの目的の実現に関する考察

本節では、システムの目的が実現できているかを考察する。

4.6.1 気付きの付与

システムの目的「(1)気付きの付与」を実現するためには、以下の要求仕様を満たす

必要がある。

• ユーザの位置を把握できること

• ユーザがいる場所と時間で実行できる可能性のある PEBを推薦できること
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• ユーザに PEBを実行する機会のある場面で注意喚起を行えること

4.5節で、これらの要求仕様を満たしていたことを確認した。さらに、アンケートで

もPEBが推薦されたことにより、PEBを行う機会があることに気付かされたかを質問

したところ、実験協力者 2人も「そう思う」と回答していた。このことから、「気付き

の付与」が実現できたと考えられる。

4.6.2 強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供

システムの目的「(2)強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供」を実現す

るためには、以下の要求仕様を満たしていることが必要である。

• 他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること

• 反応義務の無いコミュニケーションであること

他者とコミュニケーションを行う時には、自分から他者へ発信する場合と他者から

発信されたものに応答する場合が考えられる。前節で、これらの要求仕様を満たして

いたことを確認したので、発信時と応対時にストレスと強制感を感じていないと考え

られる。そのため「強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供」が実現でき

たと考えられる。

4.6.3 場所・行動共有感覚の付与

システムの目的「(3)場所・行動共有感覚の付与」を実現するためには、以下の要求

仕様を満たしていることが必要である。

• 場所・行動共有状態を提示できること

前節で、この要求仕様は満たしていたことを確認した。以下では、さらに有効性評

価アンケートとインタビューから「場所・行動共有感覚の付与」が実現できていたか

を考察する。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ4.1にて他のコミュニティメンバが同じ場所で PEBを

行っているかのように感じたかを尋ねた。実験協力者 2人共が「そう思う」と答

えた。また、そのように感じた理由として、実験協力者 2人ともが、「同じ場所で
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他のコミュニティメンバがどんな行動をしているのか表示されたから」と「自分

が実行できる機会のあるPEBを他のコミュニティメンバが行っていたから」を挙

げており、場所ごとにタイムラインを分けたことが、場所・行動共有感覚に有効

だったと考えられる。さらに、インタビューにてより詳細な理由を尋ねた。

インタビュー

　実験協力者Fにどのような時に場所・行動共有感覚を感じたかを尋ねたところ、

料理やエアコンをつけるなど自分と同じ行動を他のコミュニティメンバが行って

いると分かった時と、「冬バージョンの環境にやさしい行動はあるのかしら」など

他のコミュニティメンバの足跡やつぶやきに対して「私もだ」と共感した時に、同

じ場所で他のコミュニティメンバがPEBを行っていると感じていたことが分かっ

た。以下、他のコミュニティメンバが自分と同じような行動を行っている感覚を

「行動共有感覚」と呼ぶ。また、新しい足跡が残されることで、古い足跡が消えて

しまうので、「消えるからこそ、今の会話が今の時間と場所を共有しているという

のをより強く感じた」と述べていた。

以上のことから、「場所・行動共有感覚の付与」が実現できたと考えられる。

4.7 システムの有効性の考察

4.7.1 システムのPEB促進・持続への有効性評価

図 4.3に示すように、実験協力者 2人共の PEB実行頻度がシステムを導入すること

により上昇していることが分かる。さらに、システム運用期間中にPEB実行頻度が実

験協力者 2人とも減少することなく、維持または上昇していることが分かる。このこ

とから、システムの PEB促進・持続への効果を確認することができた。

4.7.2 システムの目的のPEB促進・持続への有効性評価

　本項ではそれぞれのシステムの目的がどの程度PEB促進・持続へ寄与していたか

を考察する。

4.7.2.1 気付きの付与の寄与の考察

ここでは、気付きの付与のPEB促進・持続への有効性をコメント・つぶやき、評価

アンケート、インタビュー結果から考察する。
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気付きの付与 PEB促進
PEB持続：：：：有効

図 4.14: 気付きの付与の PEB促進・持続への寄与についての結果・まとめ

結果として図 4.14に示すように、「気付きの付与」は PEB促進には有効であるが、

PEB持続に有効であるかは分からなかった。以下でコメント・つぶやき、有効性評価

アンケート、インタビューから詳細を述べる。

コメント・つぶやき

　実験協力者 Fは、「エアコンのフィルターをこまめに清掃してみませんか」と

PEBが推薦された時に、「溜まってました。もっとまめに」とつぶやくなど、PEB

を行う機会がある気付きを与えられ実行に移したと考えられるコメント・つぶや

きが複数みられた。

　実験協力者Mは、「テレビショッピングの宣伝のように何度も何度も見、聞くと

買ってしまうように、ECOも何度も何度も言われるとなんかやらないといけない

ようになるね」とつぶやいていたことから、自分のいる場所で実行できる機会の

ある PEBを何度も推薦することにより、PEBを実行に移すことができると考え

られる。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートにて、システム運用前に比べてPEBの実行頻度が増加し

た理由を尋ねた。両者とも、「このシステムを使って、PEBを行う機会に気付い

たから」を理由に挙げていた。

インタビュー

　実験協力者にPEB実行頻度が増加した理由は「PEBを推薦されたこと」と「他
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のコミュニティメンバも PEBやっていること」のどちらの影響が PEB促進に対

して大きいのかを尋ねた。

　実験協力者 Fは、推薦されたことと皆が PEBを行っていることの両方があっ

て、PEB実行頻度が増加したと述べていた。インタビューの中で、「PEBが推薦

されることにより動機づけられて、しようとしている気持ちが高まっているとこ

ろで他の人がやっているのを見て気持ちが動いた」と述べていた。このことによ

り、PEBを実行する機会がある気づきを与えることにより、PEBを実行すること

への動機付けを与えられたと考えられる。

　実験協力者Mは、PEB実行頻度が増加した一番の理由は、「実行する機会のあ

るPEBを何度も推薦されたから」と述べていた。さらに「何度も言われるからや

らないといけないという気持ちになってくる。普段行っていなかったPEBを行う

ようになると、他のPEBもやってみようかなと思った」と述べていた。このこと

から、PEBを実行する機会がある気づきを与えることが PEB促進に有効である

と考えられる。しかし、「新たに行うようになった PEBを続けられる理由はなん

ですか」と尋ねたところ、「一人だけだったらめんどくさいなぁと思う。みんなも

実行していると思ったら続けられる」と述べていたことから、PEBを推薦しPEB

を実行する機会がある気付きを与えることにより、PEBを促進することはできる

ことは分かったが、PEB持続への効果は確認できなかった。

4.7.2.2 場所・行動共有感覚の寄与の考察

PEB促進

PEB持続
場所・行動共有感覚の付与 “同じ場所”が重要かどうかは不明

：：：：有効
ただし、“同じ場所”が重要かどうかは不明

図 4.15: 場所・行動共有感覚の付与のPEB促進・持続への寄与についての結果・まとめ
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結果として図 4.15に示すように、「場所・行動共有感覚の付与」がPEB促進・持続

に有効であると分かった。しかし、行動共有感覚がPEB促進・持続に有効であること

が分かったが、場所・行動共有感覚が重要かどうかは分からなった。以下では、場所・

行動共有感覚の付与のPEB促進・持続への有効性を有効性評価評価アンケート、イン

タビューから詳細を述べる。

有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ5.1にて、システム運用開始前に比べて PEBの実行頻

度が増加した理由を尋ねた。実験協力者 2人とも、「他のコミュニティメンバが

PEBを行っているのが分かったから」を理由に挙げていた。さらに、実験協力者

Fは、「他のコミュニティメンバが同じ場所でPEBを行っていると感じたから」も

理由に挙げていた。このことから、行動共有感覚を感じたためPEBが促進・持続

したと考えられる。しかし、実験協力者Mは場所・行動共有感覚を理由に挙げて

いなかった。この回答の理由をインタビューにて尋ねた。

インタビュー

　 2人の実験協力者にシステム運用期間中にPEB実行頻度が下がらなかった理由

を尋ねた。前述のように実験協力者 Fは「PEB実行頻度が下がらなかったのは、

PEBを推薦されることと皆がPEBを行っていることのどっちもがあってこそ」と

述べていた。実験協力者Mは、「一人だけだったらめんどくさいなぁと思う。みん

なも実行していると思ったら続けられる」と述べていた。このことから、有効性

評価アンケートと同様、行動共有感覚を感じたため、PEBを促進・持続できたと

考えられる。しかし、アンケートでも述べたように場所・行動共有感覚が、PEB

促進・持続に寄与したかは分からない。

　本システムでは、場所・行動共有感覚の付与のために、タイムラインをリビン

グ、台所、玄関などの場所ごとに分けた。そこで、インタビューから、タイムラ

インを場所ごとに分けることでどのような効果があったのかを考察する。

　実験協力者 Fは、タイムラインが場所ごとに分かれているので、仕事から家に

帰ると家中を歩き回り、すべての場所のタイムラインを確認していたと述べてい

た。このことから、場所ごとにタイムラインを分けることで、場所を頻繁に移動

するようになり、PEBが推薦される回数が増加し、また、他のコミュニティメン

バから影響を受ける回数も増加し、結果的にPEB促進・持続に寄与したと考えら

れる。
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　以上のことから、場所・行動共有感覚のPEB促進・持続への有効性があるとは

はっきりとは分からないものの、タイムラインを別々に分けた機能はPEBが推薦

される回数と他のコミュニティメンバからの影響を受ける回数を増加させたこと

から、PEBを促進・持続させる上で有効であると考えられる。

4.7.2.3 強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供の寄与の考察

PEB促進

PEB持続
強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供

：：：：有効
システムの継続利用

図 4.16: 強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供のPEB促進・持続への寄

与についての結果・まとめ

図 4.16が示すように、「強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供」は、直

接 PEB促進・持続に寄与しないが、システムの継続利用を通じて PEB促進・持続に

効果があることが分かった。そのため、以下では、強制感・ストレスの無いコミュニ

ケーションを提供することがシステムの継続利用へ与える効果を考察する。

システム利用ログ

　 PEBが推薦される効果と他者から受ける影響の効果は、4.7.2.1と 4.7.2.2で確

認した。また、図 4.6と図 4.7から、実験協力者 2人ともほぼ毎日システムを使い

続けていることが分かる。システムを使い続けることで、PEBが推薦され続け、

また、他のコミュニティメンバからの影響を受け続け、PEB促進・持続に効果が

ある可能性があると考えられる。
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有効性評価アンケート

　有効性評価アンケートQ6.2にて実験期間中システムを使い続けた理由を尋ねた

ところ、実験協力者 2人共が、「他のコミュニティメンバとコミュニケーションを

取る際に強制感やストレスを感じることが無かったから」を理由に挙げていた。

インタビュー

　インタビューにて、システムを使い続けた理由として、「他のメンバーとコミュ

ニケーションを取る際に強制感やストレスを感じることが無かったから」にチェッ

クをつけた理由を尋ねた。実験協力者Fは、「強制感やストレスを感じる人ってい

るのと思った。あったら続けてないだろうと思いチェックした」と述べていた。こ

のシステムで行われるコミュニケーションを密なコミュニケーションと考えてい

ないため、このような意見がでたと考えられる。

　そして、実験協力者Mは「一番の理由はコミュニケーションがおもしろいから

だが、ストレスを感じなくて、自分の反応したいときだけ反応すればいいので楽

で続けられる」と述べていた。

以上のことから、強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供はシステムの

継続利用に有効であると考えられる。そして、システムを使い続けることで、PEBが

推薦され続け、他のコミュニティメンバから影響を受け続け、PEB促進・持続に効果

があると考えられる。

4.7.3 まとめ

4.7.3.1 評価の目的 1：PEB促進・持続の評価

図 4.3で示したように、実験協力者 2人ともが、システム運用開始前に比べて PEB

実行頻度が上昇し、その後PEB実行頻度が減少することなく、維持もしくは上昇して

いることが分かった。これは、本システムのPEB促進・持続への有効性を裏付ける結

果である。

4.7.3.2 評価の目的 2：システムの目的のPEB促進・持続への寄与の評価

図 4.17に、それぞれのシステムの目的のPEB促進・持続、システムの継続利用への

効果をまとめる。
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気付きの付与

強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提供
場所・行動共有感覚の付与

PEB促進
PEB持続

ゆるいつながりゆるいつながりゆるいつながりゆるいつながり

：：：：有効
システムの継続利用

図 4.17: システムの目的が与える PEB促進・持続への影響についての結果・まとめ

まず、「気付きの付与」は、PEB促進に有効であることが分かった。しかし、PEB

持続への効果は分からかなかった。

次に本研究で提案した、ゆるいつながりのPEB促進・持続への効果について述べる。

まず、ゆるいつながりを構成する要素である「場所・行動共有感覚を感じられるこ

と」については、「場所・行動共有感覚の付与」が PEB促進・持続に有効であること

が分かった。ただし、「同じ場所」で他のコミュニティメンバが同じような行動を行っ

ていることが PEB促進・持続への寄与に重要かどうかは分からなかった。

また、ゆるいつながりを構成する要素である「強制感・ストレス無くコミュニケー

ションをとれること」については、「強制感・ストレスの無いコミュニケーションの提

供」が、直接的にはPEB促進・持続に影響しないものの、システムの継続利用を促す

ことで、PEBが推薦され続け、また、他のコミュニティメンバから影響を受け続け、間

接的に PEB促進・持続に影響していることが分かった。

今回の実験により、システムの要求仕様や目的の実現の確認など、システムの基本

的は部分を評価できた。しかし、今回の実験は、実験協力者以外のコミュニティメン

バが全て会話エージェントで実施したため、人間同士のコミュニケーションが無く、実

際の運用法とは異なる。そのため、次章にて、人間同士のコミュニケーションに注目

してゆるいつながりの PEB促進・持続への効果を評価する。
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第 5 章 コミュニケーション評価実験

本章では、人間同士のコミュニケーションに注目してゆるいつながりの PEB促進・

持続への効果を評価するために行った実験について述べる。

5.1 評価の目的

4章のシステムの有効性評価実験では、実験条件を統制するために、実験協力者以外

のコミュニティメンバを実験者が演じていた。しかし、実際の運用法では 10名程度の

コミュニティメンバの半分は現実の人々を想定しているため、現実の人同士のインタラ

クションがある。そのため、10名程度のコミュニティメンバの半数が現実の人々の場

合でも、ゆるいつながりを実現できるかを評価する。さらに、ゆるいつながりのPEB

促進・持続への効果を評価する。従って、評価の目的を以下のように設定する。

評価の目的 1：

ゆるいつながりの実現の確認

評価の目的 2：

ゆるいつながりの PEB促進・持続への効果の評価

5.2 評価実験の方法

5.2.1 評価の概要

前節で述べた評価の目的を調べるためにコミュニケーション評価実験を実施した。コ

ミュニケーション評価実験では、実験参加者 5名と会話エージェント 6名で構成された

20代のコミュニティと 50代のコミュニティを作り、システムを運用した。この実験で

は、実験協力者に 1ヵ月間システムを使用してもらい、システム運用開始前、システム

運用期間中、システム運用期間後にアンケートを行い、前節で述べた評価の目的を調

べた。

評価の目的 1は、ゆるいつながりの実現の確認である。図 5.1が示すように、ゆるい

つながりの構成要素である「場所・行動共有感覚を感じられること」「強制感・ストレ
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場所・行動共有感覚強制感・ストレスの無いコミュニケーション
ゆるいつながり

図 5.1: ゆるいつながりの実現の確認

PEB促進PEB持続 場所・行動共有感覚強制感・ストレスの無いコミュニケーション
ゆるいつながり

図 5.2: ゆるいつながりの PEB促進・持続への効果の評価

ス無くコミュニケーションをとれること」が実現できているかをアンケートにて確認

した。

評価の目的 2は、ゆるいつながりの PEB促進・持続への効果の評価である。図 5.2

が示すようにPEB促進・持続が実現できたか、および、ゆるいつながりのPEB促進・

持続への効果をアンケートにて評価した。

5.2.2 実験協力者とコミュニティメンバ

図 5.3に年代別の SNS利用率を示す [41]。SNSを利用していない人は、SNSに慣れて

おらず、SNSを目新しく感じるため、本システムでのコミュニケーションに対する感

じ方が SNSを利用している人と異なる可能性がある。そこで、今回の実験は、SNS利

用率が高い 20代の実験協力者と、SNS利用率が低い 50代の実験協力者に対して実施

した。

実験協力者は 4章で述べたように、以下の基準で 20代の男女 5名、50代の男女 5名

を選んだ。

65



010203040
5060708090

100
10代 20代 30代 40代 50代 60代

SNSの利用率(%)
図 5.3: 年代別の SNSの利用率 [41]

• 同居している世帯人数が少ない

• PEBを行う機会がある

• 情報機器を扱える

上記の条件により選んだ 20代の実験協力者Y1～Y5と、50代の実験協力者E1～E5

の属性を表 5.1に示す。

本実験では、図 5.4のように、1つのコミュニティを実験協力者 5名と会話エージェ

ント 6名の 11名で構成した。また、20代の実験協力者を集めた 20代グループと、50

代の実験協力者を集めた 50代グループを作った。

本実験においても、4章で述べたように高度な会話エージェントの開発は研究の対象

外にしているので、会話エージェントは実験者が演じることにした。会話エージェン

トが足跡・つぶやきを残す頻度は、実験協力者の足跡・つぶやきを残す頻度に合わせ

て、場所ごとのタイムラインが一日のうちにすべて入れ替わる数以上の足跡・つぶや

きが残されるように調節した。

5.2.3 システム運用期間

4章で述べたように、PEBが持続されたかを調べるためには、3週間以上の期間が必

要である。そこで、本実験では、システムの運用期間は 2010年 11月 15日から 2010年

12月 14日までの 1カ月とした。
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表 5.1: 実験協力者の属性
実験協力者 年齢 性別 居住地 職業大分類 家族構成 SNSの利用

Y1 24 男 三重県 生産工程・労

務作業者

一人暮らし 利用している

Y2 24 女 広島県 サービス職業

従事者

一人暮らし 利用している

Y3 23 男 福岡県 事務従事者 一人暮らし 利用している

Y4 25 女 大阪府 無職 母と弟との三

人暮らし

利用している

Y5 23 女 千葉県 サービス職業

従事者

一人暮らし 利用していない

E1 59 男 愛媛県 事務従事者 妻と子供の三

人暮らし

利用していない

E2 50 女 広島県 無職 夫との二人暮

らし

利用していない

E3 59 女 京都府 専門的・技術

的職業従事者

子供と兄弟と

の三人暮らし

利用していない

E4 57 女 北海道 サービス職業

従事者

夫と子供の三

人暮らし

利用していない

E5 50 女 千葉県 専門的・技術

的職業従事者

夫との二人暮

らし

利用していない

20代グループ 50代グループ会話エージェント会話エージェント × 6名 × 6名20代の実験協力者（現実の人々） × 5名 × 5名50代の実験協力者（現実の人々）

図 5.4: コミュニティメンバの構成
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PEBが推薦される

皆の行ったPEBやつぶやきが表示される
画面が遷移

場所ボタン

図 5.5: 場所ボタンを押すことで PEBが推薦される画面例

5.2.4 システムの有効性評価実験で使用したシステムとの相違点

4章のシステムの有効性評価実験では、Bluetoothステーションを用いてユーザの位

置を同定し、ユーザの位置と場所に対応したPEBを音と振動と共に推薦することによ

り、気付きの付与を実現していた。しかし、Bluetoothステーションを 10名の実験協

力者の各家庭に設置し、Bluetoothの通信距離を調整することは現実的に難しい。そこ

で、今回のコミュニケーション評価実験では、ユーザがPEBを行う機会があると考え

られる時間になると自動的に音で注意喚起を行い、ユーザの生活サイクルに合わせた

PEBを推薦する。PEBを推薦する時間は、事前に実施した生活習慣アンケートの結果

から決定した。ただし、ユーザの生活サイクルに合わせて PEBを推薦するのみでは、

気付きの付与を実現できるか不明であるが、本実験では、ゆるいつながりに着目して

いるので、気付きの付与が実現できているかは評価の対象外とした。

また、Bluetoothステーションがないので実験協力者の位置を同定できないため、図

5.5のように、自分のいる場所に対応した場所ボタンを押すことで、自分のいる場所と

生活サイクルに合わせたPEBが推薦され、自分のいる場所で残されたコミュニティメ

ンバの足跡やつぶやきが表示されるように変更した。
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システム運用後
システム運用期間
システム運用前 運用1週間前 実験機器・インストラクションシートの送付システムの説明事前アンケート*への回答PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施PEB実行頻度アンケートの実施事後アンケート**の実施

運用1週間後運用2週間後運用3週間後運用1ヶ月後運用後

時間経過
システムの運用開始
システムの回収

運用2日前

• ：事前アンケートは生活習慣アンケートとPEB実行頻度アンケートと環境意識を問うアンケートから構成される。**  ：事後アンケートは有効性評価アンケートと環境意識を問う質問から構成される。事後アンケートは、システム運用期間終了後にすぐ事後アンケートに回答するよう依頼した。***：追加アンケートは、有効性評価アンケートの結果を元に、特定の実験協力者に対して実施した。

この期間システムを利用してもらった

追加アンケート***の実施
図 5.6: コミュニケーション評価実験の手順

5.2.5 実験の手順

図 5.6に本実験の手順を示し、以下で説明する。

(1) システム運用前

　システムの運用 1週間前に (i)携帯情報端末、(ii)無線 LAN親機、(iii)システ

ムの利用方法などを記載したインストラクションシートを実験協力者に送付した。

システムの運用 1週間前に携帯情報端末を送付する理由は、システム導入後に携

帯情報端末が珍しいという理由で、実験協力者が一時的にシステムを頻繁に使う
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ことを防ぐためである。また、システム運用期間まではシステムを使用しないよ

う実験協力者に教示した。

　また、システムの運用開始 2日前に平日、休日ごとの「お風呂に入る時間帯」

「食事をつくる時間帯」などを問う (i)生活習慣アンケート、(ii)基本推薦 PEBに

ついての実行頻度を問うPEB実行頻度アンケート、(iii)環境意識を問うアンケー

トを実施した。

(2) システム運用期間中

　実験協力者にシステムを使用してもらった。システム運用開始 1、2、3週間後、

1ヶ月後に PEB実行頻度アンケートを実施した。

(3) システム運用後

　システム運用後にPEB促進・持続とゆるいつながりの実現を問う有効性評価ア

ンケートと環境意識を問うアンケートを行った。さらに、有効性評価アンケート

の結果を基に、特定の実験協力者に対して追加アンケートを実施した。

5.2.6 計測項目

5.2.6.1 システム利用ログ

システム運用期間中に足跡・つぶやきが残された時間、PEBが推薦された時間など

を実験協力者ごとにサーバに記録した。

5.2.6.2 生活習慣アンケート

生活習慣アンケートでは平日、休日ごとの「歯磨きをする時間」、「ご飯を作る時間」

などの生活サイクルに関する計 14種類の時間を尋ねた。生活習慣アンケートはwebア

ンケートとして実施した。本実験で実施した生活習慣アンケートを付録Hに記載する。

5.2.6.3 PEB実行頻度アンケート

PEB実行頻度アンケートの内容は 4章で述べた PEB実行頻度アンケートとほぼ同

じであるが、この実験は冬季に行ったため冷房関係のPEBの実行頻度を問う質問は省

いた。PEB実行頻度アンケートもwebアンケートで実施した。本実験で実施したPEB

実行頻度アンケートを付録 Iに記載する。
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5.2.6.4 有効性評価アンケート

有効性評価アンケートは、ゆるいつながりの実現とPEBが促進・持続されたかを問

うアンケートである。

ゆるいつながりの実現に関する質問では、ゆるいつながりを構成する要素である、

「場所・行動共有感覚を感じられること」と「強制感・ストレス無くコミュニケーショ

ンをとれること」を実現できていたかを尋ねた。

PEBの促進・持続に関する質問では、「今まで行ったことの無かったPEBを行うよ

うになった」「今まで実行していたPEBを行う頻度が増えた」「実験期間中、新たに行

うようになったPEBや実行頻度が増えたPEBを続けることができた」かを、「そう思

う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」「あまりそう思わない」「そう思わない」の

リカートスケール法を用いた 5段階尺度で尋ねた。

PEBが促進・持続された理由を問う質問では、ゆるいつながりに関わる理由や 4章

のシステムの有効性評価実験から分かった理由を選択肢として挙げ、実験協力者に当

てはまるものをすべて選んでもらい、その中で最も影響を受けたものから 3つ順位を

つけてもらった。本実験で実施した有効性評価アンケートを附録 Jに記載する。

5.2.6.5 追加アンケート

追加アンケートは、有効性評価アンケートで「強制感・ストレス無くコミュニケー

ションをとれること」を実現できていなかった実験協力者に対して実施した。追加ア

ンケートでは、どのような時に強制感やストレスを感じたのかを尋ねた。本実験で実

施した追加アンケートを付録Kに記載する。

5.2.6.6 環境意識を問うアンケート

4章のシステムの有効性評価実験では、システム運用期間中に、実験協力者 2人と

も、システムから推薦されていないPEBを行う、環境に関する本を読むなど、環境へ

の意識が向上していると考えられる行動を行うようになった。そこで、本システムを

用いることで、行動のみでなく環境への意識も向上するのかを調べるため、環境意識

を問うアンケートを行った。質問内容は環境にやさしいライフスタイル実態調査から

引用した [7]。回答は、「とてもそう思う」「どちらかというとそう思う」「どちらとも言

えない」「どちらかというとそう思わない」「全くそう思わない」のリカートスケール

法を用いた 5段階尺度で尋ねた。本研究で実施した環境意識を問うアンケートは附録
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11.522.533.544.55
システム運用開始前 １週間後 ２週間後 ３週間後 １ヵ月後

実験協力者Y1実験協力者Y2実験協力者Y3実験協力者Y4実験協力者Y5点数化したPEB実行頻度の平均
図 5.7: 20代グループの PEB実行頻度変化

Lに記載する。

5.3 コミュニケーション評価実験の結果

本節では、PEB実行頻度アンケートの結果を示し、その後、システムの利用ログ、有

効性評価アンケートの結果、環境意識を問うアンケートの結果を示す。

5.3.1 PEB実行頻度アンケートの結果

基本推薦 PEBの PEB実行頻度の平均の変化について 20代グループのものを図 5.7

に、50代グループのものを図 5.8に示す。集計方法は 4章で述べた方法と同じである。

なお、システム運用期間中に一度でも機会が無かったと答えた PEBを省いて PEB実

行頻度の平均を計算した。そのため、一度でも機会が無かったと答えたPEBを省いた

基本推薦PEBの個数は実験協力者ごとに異なる。表 5.2に、実験協力者ごとの一度で

も機会が無かったと答えた PEBを省いた基本推薦 PEBの個数を示す。

今回の実験協力者らのほとんどは、PEB実行頻度がシステム運用開始前から高く、

システム運用期間を通して著しく PEB実行頻度が上昇した実験協力者はいなかった。
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11.522.533.544.55
システム運用開始前 １週間後 ２週間後 ３週間後 １ヵ月後

実験協力者E1実験協力者E2実験協力者E3実験協力者E4実験協力者E5点数化したPEB実行頻度の平均
図 5.8: 50代グループの PEB実行頻度変化

表 5.2: 一度でも機会が無かったと答えた PEBを除いた基本推薦 PEBの個数
実験協力者 基本推薦 PEB の

個数

Y1 50

Y2 36

Y3 34

Y4 20

Y5 33

E1 44

E2 42

E3 48

E4 41

E5 45
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050010001500200025003000350040004500
Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 E1 E2 E3 E4 E5システムからPEBを推薦された回数 場所ボタンを押した回数更新ボタンを押した回数 実験協力者

回数
50代グループ20代グループ

図 5.9: 実験協力者ごとの PEBを推薦された回数

5.3.2 システムの利用ログ

図 5.9に、PEBが推薦された回数である、システム運用期間中に (i)システムから自

動的に PEBが推薦された回数、(ii)場所ボタンを押した回数、(iii)更新ボタンを押し

た回数を実験協力者ごとに示す。50代グループの方が 20代グループより場所ボタンや

更新ボタンを多く押しており、PEBが頻繁に推薦されていた。

一日ごとの (i)システムから自動的にPEBが推薦された回数、(ii)場所ボタンを押し

た回数、(iii)更新ボタンを押した回数について 20代グループのものを図 5.10に、50代

グループのものを図 5.11に示す。50代グループの方が、一日に推薦される PEBの頻

度が高く、どちらのグループともに毎日 PEBが推薦され続けていた。

図 5.12に実験協力者ごとの足跡、コメント付き足跡、つぶやきを残した回数を示す。

50代グループの方が 20代グループより多くの足跡・つぶやきを残していた。一日ごと

の足跡、コメント付き足跡、つぶやきを残した回数について、20代グループのものを

図 5.13に、50代グループのものを図 5.14に示す。20代グループは、システム運用期間

中に毎日足跡・つぶやきを残していたが、システムを導入してから日数が経つごとに、

コメント付きの足跡やつぶやきを残す回数が減ってきた。一方、50代グループは、コ

メント付きの足跡とつぶやきは個数があまり減少することなく毎日継続的に残されて

いたが、システムの運用を開始してから日数が経つごとに、足跡だけを残す回数が減
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回数

システム運用開始からの経過日数
図 5.10: 20代グループの一日ごとの PEBを推薦された回数
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回数

システム運用開始からの経過日数
図 5.11: 50代グループの一日ごとの PEBを推薦された回数
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Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 E1 E2 E3 E4 E5足跡 コメント付き足跡 つぶやき実験協力者

回数
50代グループ20代グループ

図 5.12: 実験協力者ごとの足跡・つぶやきを残した回数

少した。

5.3.3 有効性評価アンケートの結果

PEBが促進・持続されたかを問うアンケートの結果を表 5.3に示す。「そう思う」「や

やそう思う」を「○」、「どちらともいえない」を「△」、「そう思わない」「あまりそう

思わない」を「×」で表した。なお、有効性評価アンケートの結果の詳細については

付録Mに記載する。
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図 5.13: 20代グループの足跡・つぶやきを残した回数
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30足跡 コメント付き足跡 つぶやきシステム運用開始からの経過日数
回数

図 5.14: 50代グループの足跡・つぶやきを残した回数
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表 5.3: PEB持続・促進アンケートの結果
コミュニティ 実験協力者 新しい PEB を

行うようになっ

た

今まで行ってい

た PEB の実行

頻度が上昇した

新たに行うよう

になった PEB

が持続した

Y1 △ ○ ○

Y2 △ ○ ×

20代グループ Y3 × △ ×

Y4 ○ ○ ○

Y5 × × ×

E1 × × ×

E2 ○ ○ ○

50代グループ E3 × × ×

E4 ○ ○ ○

E5 ○ ○ ○
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5.3.4 環境意識を問うアンケート結果

システム運用開始前とシステム運用終了後に行った環境意識を問うアンケート結果

について 20代グループのものを図 5.15、50代グループのものを図 5.16に示す。環境

意識はリカートスケール法を用いて、「とてもそう思う」「どちらかというとそう思う」

「どちらとも言えない」「どちらかというとそう思わない」「全くそう思わない」の 5段

階尺度での回答を求め、「全くそう思わない」が 1点、「とてもそう思う」が 5点となる

ように点数化した。システム運用開始前から、ほとんどの実験協力者の環境意識は高

かった。システム運用前とシステム運用終了後の環境意識について、対をなすデータ

の片側 t検定を行った結果、実験協力者Y1、E3は 1%水準の有意な上昇がみられ、実

験協力者Y3、Y4、E1は 5%水準の有意傾向で減少がみられ、実験協力者Y2は 1%水

準の有意な減少がみられた。

11.522.533.544.55
システム運用開始前 システム運用終了後

実験協力者Y1実験協力者Y2実験協力者Y3実験協力者Y4実験協力者Y5点数化した環境意識
図 5.15: 20代グループの環境意識変化

11.522.533.544.55
システム運用開始前 システム運用終了後

実験協力者E1実験協力者E2実験協力者E3実験協力者E4実験協力者E5点数化した環境意識
図 5.16: 50代グループの環境意識変化
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5.4 ゆるいつながりの実現に関する考察

本節では、ゆるいつながりの構成要素である「場所・行動共有感覚を感じられるこ

と」「強制感・ストレスの無いコミュニケーションをとれること」を実現できたかを有

効性評価アンケートの結果から考察する。

5.4.1 場所・行動共有感覚を感じられること

表 5.4に、場所・行動共有感覚を感じたかを尋ねたアンケートの結果を示す。表 5.5

に「そう思う」「ややそう思う」と答えた実験協力者の回答の理由を示す。表 5.4から、

10名中 5名が場所・行動共有感覚を感じていた。さらに、その 5名全員が、場所・行

動共有感覚を感じた理由は同じ場所で他のメンバーがどんな行動をしているのか表示

されたからと答えていた。このことから、コミュニティメンバの行動を表示すること

は、場所・行動共有感覚を感じさせることにある程度有効であると考えられる。

表 5.4: 場所・行動共有感覚アンケートの結果

アンケート項目：他のメンバーが同じ場所で PEBを行っていると感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 1 1 0 3 0

50代グループ 1 2 0 1 1

表 5.6に、場所・行動共有感覚を感じなかった実験協力者に対して、行動共有感覚

を感じたかを尋ねたアンケート結果を示す。表 5.6から、場所・行動共有感覚を感じな

かった実験協力者でも、場所の共有感覚は感じなかったものの、行動共有感覚は感じ

ていたことが分かった。

実験協力者のうち半数が場所・行動共有感覚を感じなかった理由として以下の 2つが

考えられる。1つ目の理由として、本実験で使用したシステムでは、Blueoothステー

ションを用いていないため、携帯情報端末の画面上のボタンをタッチするだけでその

場に行かなくてもその場のタイムラインを見ることができたためと考えられる。4章の

システムの有効性評価実験で使用したシステムでは、実験協力者 2人共が、場所・行

動共有感覚を感じていた。4章のシステムの有効性評価実験で使用したシステムでは、
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表 5.5: 場所・行動共有感覚を感じた理由
回答人数

場所・行動共有感覚を感じた理由の項目 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

同じ場所で他のコミュニティメンバがどんな行動をしているのか表

示されたから

2 3

自分が実行できる機会のあるPEBを他のコミュニティメンバが行っ

ていたから

1 1

他のコミュニティメンバの行ったPEBやつぶやきはいずれタイムラ

インから消えてしまうから

1 0

その他 0 0

表 5.6: 行動共有感覚アンケートの結果

アンケート項目：他の人が PEBを行っていると感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 2 1 0 0 0

50代グループ 0 1 1 0 0
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実験協力者は Bluetoothステーションが設置されているリビングに行かなければ、リ

ビングのタイムラインを見ることができなかった。そのため、現実のリビングにいる

時に、リビングのタイムラインが表示されることが、場所・行動共有感覚を感じさせ

ることに有効だった可能性がある。

2つ目の理由として、文字で他のメンバーの行動を表示するだけでは、場所・行動共

有感覚を感じさせることに不十分な可能性がある。文字だけの提示情報では、実験協

力者は画面上に表示された文字からサイバースペース上の同じ場所で皆がPEBを行っ

ていることをイメージしづらい。そのため、文字で他のメンバーの行動を表示する以

外の提示方法を考える必要がある。

以上のことか本実験のシステムでは場所・行動共有感覚を実現できたとは言い難い。

5.4.2 強制感・ストレスの無いコミュニケーションをとれること

自分から他者へ発信する時と、他者から発信されたものに応答する時に、他者との

コミュニケーションに対して強制感やストレスを感じる可能性がある。そのため、発

信時と応答時に強制感やストレスを感じることが無かったかを以下で考察する。

5.4.2.1 他者からの反応を気にしないコミュニケーションであること

表 5.7に、PEBを行ったことやつぶやきを送信する時に、相手のことを気にして送

る内容を考えなければならないストレスを感じたかを尋ねたアンケートの結果を示す。

「ややそう思う」と答えた実験協力者 E1に対して、自分の残した足跡・つぶやきの中

で、どの足跡・つぶやきに対してそう思ったのか、相手のことを気にして送る内容を

考えなければならないストレスを感じたが足跡・つぶやきを残さなかったことがあっ

たかを尋ねた。その結果、実験協力者E1は、自分が足跡・つぶやきを残した時にスト

レスを感じたことはなく、ストレスを感じたが足跡・つぶやきを残さなかったことも

ないと答えた。この結果から、実験協力者E1は、いつストレスを感じたのかを覚えて

おらず、自分の中のイメージでストレスを感じたと思い、有効性評価アンケートに答

えていたと考えられる。

表 5.8に、PEBを行ったことやつぶやきを送信する時に、他のメンバーからの反応

を期待していたかを尋ねたアンケート結果を示す。「ややそう思う」と答えた実験協力

者が 2名いたが、反応が無いことがストレスに感じていない可能性がある。そのため

「ややそう思う」と答えた実験協力者Y5、E4に対して、他のコミュニティメンバから
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表 5.7: 送る内容を考えなければならないストレスを問うアンケートの結果

アンケート項目：PEBを行ったことやつぶやきを送信する時に
相手のことを気にして送る内容を考えなければならないストレスを感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 0 0 2 3

50代グループ 0 1 0 2 2

表 5.8: 反応の期待を問うアンケートの結果

アンケート項目：PEBを行ったことやつぶやきを送信する時に
他のコミュニティメンバからの反応を期待していた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 1 1 1 2

50代グループ 0 1 1 1 2

反応が無いことがストレスに感じたかを尋ねたアンケート結果を表 5.9に示す。表 5.9

から両者とも、反応の無いことをストレスに感じていないことが分かった。

以上のことから、ほとんどの実験協力者に対して、他者からの反応を気にしないコ

ミュニケーションであることを実現できたと考えられる。

5.4.2.2 反応義務の無いコミュニケーションであること

他者から発信されたものに応答する場合に強制感を感じなかったかを調べるために、

他のコミュニティメンバの行ったPEBやつぶやきに対してなにかつぶやかなければな

らないと感じたかを尋ねたアンケートの結果を表 5.10に示す。

「ややそう思う」と答えた実験協力者Y1、Y5、E2に対して、自分の残した足跡・つ

ぶやきの中で、どの足跡・つぶやきに対してそう思ったのかと、他のコミュニティメン

バの行った PEBやつぶやきに対して、なにかつぶやかなければならないと感じたが、

つぶやきを残さなかったことがあるかを尋ねた。実験協力者Y5は自分が残した足跡・

つぶやきの中で、反応義務を感じた足跡・つぶやきは無かった。実験協力者Y1、E2は、
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表 5.9: 反応を期待するストレスを問うアンケートの結果

アンケート項目：他のコミュニティメンバから反応が無いことがストレスに感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ (Y5) 0 0 1 0 0

50代グループ (E4) 0 0 0 1 0

「本当にそうですね」や「うちは焼きそばでした」など、他のコミュニティメンバの足

跡・つぶやきに同意した時や料理の内容の足跡・つぶやきがあった時に反応義務を感

じていたことが分かった。実験協力者Y1、E2が他のメンバーの行ったPEBやつぶや

きに対してなにかつぶやかなければならないと感じた足跡・つぶやきを附録Nに示す。

一方、実験協力者Y1、Y5は他のコミュニティメンバの行ったPEBやつぶやきに対

して、なにかつぶやかなければならないと感じたが、つぶやきを残さなかったことが

あると答えた。そこで、どのような足跡・つぶやきに対して反応義務を感じたのかを

自由記述にて尋ねた。実験協力者 Y1は、「気まぐれです。自分がちょっと気になった

り、以前自分のつぶやきに対してつぶやいてくれた人に対してしていました」と答え、

実験協力者Y5は、「あいさつだったり共感できるような内容に対して」と答えていた。

図 5.13から 20代のグループはコメント付きの足跡やつぶやきをほとんど残しておら

ず、会話エージェントは、コミュニティ全体で一日ある一定数以上の足跡・つぶやき

が残されるように設定してあるため、システム運用期間中に残されたコメント付きの

足跡やつぶやきのほとんどは会話エージェントが残したものである。そのため、会話

エージェントが残す足跡・つぶやきは、ユーザが強制感を感じさせないような足跡・つ

ぶやきにする必要があると考えられる。

表 5.11に、自分の行ったPEBやつぶやきに対して他のコミュニティメンバのつぶや

きがあった際にさらになにかつぶやかなければならないと感じたかを尋ねたアンケー

ト結果を示す。「そう思う」「ややそう思う」と答えた実験協力者はいなかった。

以上のことから、ほとんどの実験協力者に対して、反応義務の無いコミュニケーショ

ンであることを実現できたと考えられる。
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表 5.10: 反応しなければならない強制感を問うアンケートの結果

アンケート項目：他のコミュニティメンバの行った PEBやつぶやきに対して
なにかつぶやかなければならないと感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 2 0 1 2

50代グループ 0 1 1 2 1

表 5.11: 反応の反応をしなければならない強制感を問うアンケートの結果

アンケート項目：自分の行った PEBやつぶやきに対して
他のメンバーのつぶやきがあった際に

さらになにかつぶやかなければならないと感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 0 2 1 2

50代グループ 0 0 1 2 2

5.4.3 ゆるいつながりの実現のまとめ

表 5.12は、5.4.1、5.4.2の結果を実験協力者ごとにまとめた表である。「そう思う」

「ややそう思う」を「○」、「どちらとも言えない」を「△」、「そう思わない」「あまり

そう思わない」を「×」とした。なお、表 5.12では、他者からの反応を気にしないコ

ミュニケーションであることに関する質問と、反応義務の無いコミュニケーションで

あることに関する質問は、逆転項目として扱った。また、行動共有感覚に関する質問

は、場所・行動共有感覚を感じた実験協力者には行っていないため、「-」とした。
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表
5.
12
:
ゆ
る
い
つ
な
が
り
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う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
概
要

場
所
・
行
動
共
有
感
覚

他
者
か
ら
の
反
応
を
気
に
し
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

反
応
義
務
の
無
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

実
験
協
力
者

場
所
・
行
動
共
有

感
覚

行
動
共
有
感
覚

送
る
内
容
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ス
ト
レ
ス

反
応
を
期
待
す
る

ス
ト
レ
ス

反
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
強
制
感

反
応
の
反
応
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
強
制
感

Y
1

○
-

○
○

×
○

Y
2

×
○

○
△

○
△

20
代
グ
ル
ー
プ

Y
3

×
○

○
○

○
○

Y
4

○
-

○
○

○
○

Y
5

×
○

○
△

×
△

E
1

×
△

×
○

○
○

E
2

○
-

○
△

×
○

50
代
グ
ル
ー
プ

E
3

×
○

○
○

△
○

E
4

○
-

○
△

○
○

E
5

○
-

○
○

○
△
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表 5.12から、ゆるいつながりの構成要素である、「場所・行動共有感覚を感じられる

こと」と「強制感・ストレス無くコミュニケーションをとれること」のどちらとも実

現できた実験協力者は実験協力者Y4、E4、E5の 3名だった。ただし、「どちらとも言

えない」は実現できたとみなした。

5.5 ゆるいつながりのPEB促進・持続への関係の評価

本節では、ゆるいつながりの構成要素である「場所・行動共有感覚を感じられるこ

と」と「強制感・ストレス無くコミュニケーションをとれること」のPEB促進・持続

への関係を評価する。

5.5.1 PEB促進・持続の実現

本項では、システム運用期間中に PEBが促進・持続されたかを PEB実行頻度アン

ケートにて考察する。本研究では、以下の条件のどちらとも満たしていたときにPEB

促進・持続が実現できたとみなす。

• システム運用 1ヵ月後の点数化したPEB実行頻度の平均がシステム運用前の点数

化した PEB実行頻度の平均に比べ有意に上昇している

• 点数化した PEB実行頻度の平均がシステム運用期間中に有意に減少していない

上記の条件を満たしているかを確認するために、本実験で行ったPEB実行頻度アン

ケートの結果のすべての組み合わせで対をなすデータの片側 t検定を行った。ただし、

実験協力者Y4は、システム運用開始 1週間後から 2週間後まで、旅行に行っており、

家にいなかった。そのため、他の実験協力者に比べて、一度でも機会が無かったと答

えたPEBを省いた基本推薦PEBの個数が少ないので、実験協力者Y4は検定から省い

た。検定結果として、表 5.13に p値を示す。*は 5%水準の有意傾向で上昇が認められ

たことを、*−は 5%水準の有意傾向で減少が認められたことを、**は 1%水準の有意な

上昇が認められたことを、*なしは有意な差が認められなかったことを示す。※は点数

化した PEB実行頻度の平均が等しいため、t検定が行えなかったことを示す。

表 5.13から、上記の条件のどちらとも満たしていた実験協力者は実験協力者Y1、E2、

E3、E4の 4名だった。実験協力者Y3はシステム運用 3週間後とシステム運用 1ヵ月後

で 5%水準の有意傾向で減少が認められ、実験協力者 E1はシステム運用前とシステム
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運用 1週間後で 5%水準の有意傾向で減少が認められた。実験協力者Y2、Y5は、有意

な減少がみられなかったが、すべての組み合わせで有意な上昇もみられなかった。実

験協力者E5は、システム運用前とシステム運用 1ヶ月後でPEB実行頻度の上昇がみら

れるものの、有意な差は認められなかった。しかし、すべての組み合わせで有意な減

少がみられず、システム運用 1週間後とシステム運用 1カ月後で 1%水準の有意な上昇

がみられ、システム運用 2週間後とシステム運用 1カ月後、システム運用 3週間後とシ

ステム運用 1カ月後で 5%水準の有意傾向で上昇がみられた。このことから、より長期

間システムを運用するとシステム運用開始前のPEB実行頻度と有意な差がみられる可

能性がある。さらに、有効性評価アンケートQ4.1、Q4.3、Q4.5にて、実験協力者 E5

に PEBが促進・持続されたかと思うかを尋ねたところ、「PEBが促進・持続された」

と答えていた。そのため、実験協力者 E5は PEBが促進・持続されたとみなす。

以上より、PEBが促進・持続された実験協力者は 9名中、実験協力者Y1、E2、E3、

E4、E5の 5名だった。
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5.5.2 ゆるいつながりのPEB促進・持続への寄与

5.5.2.1 場所・行動共有感覚のPEB促進・持続への寄与

表 5.14に場所・行動共有感覚を感じた実験協力者とPEBが促進・持続した実験協力

者を示す。場所・行動共有感覚を感じた場合とPEBが促進・持続した場合を「○」、場

所・行動共有感覚を感じなかった場合とPEBが促進・持続しなかった場合を「×」と

した。

表 5.14から、PEBが促進・持続している実験協力者 5名のうち 4名が場所・行動共

有感覚を感じていたことが分かる。このことから場所・行動共有感覚がPEB促進・持

続に有効であると考えられる。

表 5.14: 場所・行動共有感覚を感じた実験協力者、PEBが促進・持続された実験子協

力者

コミュニティ 実験協力者 場所・行動共有感覚 PEB促進・持続

Y1 ○ ○

20代グループ Y2 × ×

Y3 × ×

Y5 × ×

E1 × ×

E2 ○ ○

50代グループ E3 × ○

E4 ○ ○

E5 ○ ○

5.5.2.2 強制感・ストレスの無いコミュニケーションのPEB促進・持続への寄与

他者とのコミュニケーションに強制感・ストレスが無いことが、PEB促進・持続に直

接的に寄与するとは考えづらい。そこで、強制感・ストレスの無いコミュニケーション

のシステムの継続利用への寄与について考察する。有効性評価アンケートQ5.1にて、

「システムを使い続けられる要因はなんですか」と尋ね、該当するシステムを使い続け

られる要因をすべて選んでもらった結果を表 5.15に示す。さらに、システムを使い続

けられる一番の要因を選んでもらった結果を表 5.16に示す。

表 5.15から、「つぶやく時に他のメンバーのことを気にしなくても良い」を理由に
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挙げた実験協力者が 20代グループと 50代グループ共に 1名ずついた。また、「他のコ

ミュニティメンバのPEBを行ったことやつぶやきに対して反応しなくても良い」を理

由に挙げた実験協力者が 20代グループと 50代グループ共に 2名ずついた。しかし、表

5.16から上記の理由を一番に挙げた実験協力者は一人もいなかった。

このことから、強制感・ストレスの無いコミュニケーションは、システムの継続利用

に大きく寄与するものでは無いが、システムの継続利用にある程度有効であると考え

られる。そして、システムを継続的に利用することにより、PEBが推薦され続け、他

者からの影響を受け続けることにより、PEB促進・持続につながると考えられる。し

かし、他者とのコミュニケーションに対して強制感やストレスを感じないことを心地

よいと感じるかどうかは実験協力者によって個人差があると考えられる。さらに、表

5.15からシステムを使い続けられた要因として強制感・ストレスの無いコミュニケー

ションを挙げていない実験協力者がいたことから、他者との密なコミュニケーション

を求めている実験協力者には、強制感・ストレスの無いコミュニケーションがシステ

ムの継続利用に有効ではない可能性がある。

表 5.15: システムを使い続けられる要因を問うアンケートの結果
回答人数

システムを使い続けられる要因の項目 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

推薦される PEBに興味がある 1 2

時間になると新しい PEBが表示されるのが面白い 3 2

他のコミュニティメンバも使い続けている 1 2

他のコミュニティメンバとのコミュニケーションが面白い 0 3

つぶやく時に他のコミュニティメンバのことを気にしなくても良い 1 1

他のコミュニティメンバのPEBを行ったことやつぶやきに対して反

応しなくても良い

2 2

他のコミュニティメンバの足跡やつぶやきが気になる 0 1

システムが使いやすいから 1 1

システムを使うよう依頼されたから 3 2

その他 0 1
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表 5.16: システムを使い続けられる一番の要因を問うアンケートの結果
回答人数

システムを使い続けられる一番の要因の項目 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

推薦される PEBに興味がある 1 2

時間になると新しい PEBが表示されるのが面白い 1 2

他のコミュニティメンバも使い続けている 1 0

他のコミュニティメンバとのコミュニケーションが面白い 0 0

つぶやく時に他のコミュニティメンバのことを気にしなくても良い 0 0

他のコミュニティメンバのPEBを行ったことやつぶやきに対して反

応しなくても良い

0 0

他のコミュニティメンバの足跡やつぶやきが気になる 0 0

システムが使いやすいから 1 0

システムを使うよう依頼されたから 1 1

その他 0 1

5.5.3 ゆるいつながりのPEB促進・持続への寄与のまとめ

本システムにより PEBが促進・持続された実験協力者は 9名中 5名だった。

また、前項により、ゆるいつながりの構成要素の「場所・行動共有感覚を感じられ

ること」が PEB促進・持続に有効であることが分かった。

また、ゆるいつながりの構成要素の「強制感・ストレスが無いコミュニケーション

をとれること」は、システムの継続利用にある程度有効であり、システムの継続利用

を通じて、PEBを促進・持続させることができると考えられる。
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第 6 章 結論

本研究の最終的な目標は、スマートフォンと SNSを用いて、PEBを促進・持続させ

ることができるサイバースペース上のコミュニティを築き上げることである。

そこで、本研究では (i)PEBを実行したことをサイバースペース上で伝え合うゆるく

つながったコミュニティである PEB足跡コミュニケーション場の提案、(ii)ゆるくつ

ながったコミュニティを実現するための携帯情報端末を用いた情報システムの設計と

実現、(iii)ゆるいつながりの PEB促進・持続への有効性評価を目的とした。

以下、本研究の流れをまとめる。まず、社会的促進と社会的インパクト理論の効果

により、PEBを促進・持続させることができ、コミュニティ内での他者とのコミュニ

ケーションにストレス・強制感を無くすことで、コミュニティへの継続参加を促すこと

ができると考え、ゆるくつながったコミュニティである「PEB足跡コミュニケーショ

ン場」を提案した。次に、ゆるくつながったコミュニティを実現するための情報シス

テム「PEB足跡コミュニケーション場システム」を設計し、携帯情報端末を用いて実

現した。その後、PEB足跡コミュニケーション場システムのPEB促進・持続への効果

を評価するために、システムの有効性評価実験とコミュニケーション評価実験を実施

した。まず、システムの有効性評価実験では、システムの要求仕様の確認などシステ

ムの基本的な部分を評価するために、実験協力者以外のコミュニティメンバを実験者

が演じるなど、実験条件を統制し実験を行った。その結果、システムの要求仕様やシ

ステムの目的を実現でき、PEB足跡コミュニケーション場システムの PEB促進・持

続への有効性を示すことができた。さらに、システムの要求仕様やシステムの目的の

実現など、システムの基本的な部分を評価できた。しかし、実験協力者以外のコミュ

ニティメンバを実験者が演じていたため、実験者以外の人間同士のコミュニケーショ

ンが無く、実際の運用法とは異なる。そこで、実験者以外の人間同士のコミュニケー

ションがある場合でのゆるいつながりの PEB促進・持続への効果を評価するために、

コミュニケーション評価実験を行った。コミュニケーション評価実験の結果、ゆるいつ

ながりの構成要素の「場所・行動共有感覚を感じられること」がPEB促進・持続に有

効であることが分かった。また、ゆるいつながりの構成要素の「強制感・ストレスが無

いコミュニケーションをとれること」は、システムの継続利用にある程度有効であり、

システムの継続利用を通じて、PEBが推薦され続け、また、他のコミュニティメンバ
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から影響を受け続け、間接的にPEB促進・持続に影響していることが分かった。しか

し、コミュニケーション評価実験で使用したシステムでは、実験協力者の半数にしか

場所・行動共有感覚を感じさせることができなかったので、今後の課題として、場所・

行動共有状態の提示方法を考える必要がある。

我々は産業革命以降、化石燃料などのエネルギーを大量に消費している。そのため、

個人個人がより一層PEBを実行していく必要があるが、豊かな生活に慣れてしまった

昨今の日常生活の行動を変えることは難しい。本研究ではこのような変えることが難

しい人々の行動を変えるためのサイバースペース上におけるコミュニティの可能性を示

した。中でも、ゆるくつながったコミュニティのPEB促進・持続への有効性を示した。

しかし、本研究の最終的な目標であるスマートフォンと SNSを用いたPEBを促進・

持続させることができるサイバースペース上のコミュニティを築き上げるためには、ス

マートフォンのみで気付きの付与を実現することが望ましいが、本研究で使用したシ

ステムは、スマートフォンの他にBluetoothステーションを使用しており、現時点では

一般に広めることが難しい。そのため、スマートフォンのみで気付きの付与を実現す

る方法を考える必要がある。スマートフォンのみで気付きの付与を実現した後、シス

テムを一般に公開することによって多くのユーザにシステムを利用してもらい、適切

なコミュニティメンバの人数などの、スマートフォンと SNSを用いたPEBを促進・持

続させることができるサイバースペース上のコミュニティを運用する場合の課題を抽

出する必要がある。
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す。修士 2回生の趙躍さん、金宏哲さんがいなければ、僕はほとんどの日を学生部屋

で 1人で寂しく研究を進めることになっていました。お二人に感謝致します。

修士論文の校正にご協力いただいた修士 1回生の北村尊義君、小野義人君、藤原央

樹君に感謝致します。

2年間に渡る研究室生活を支えて下さった、修士 1回生の満智遠君、伊藤達理君、河

野翔君、学部 4回生の松田宅司君に感謝致します。

2年間に渡る研究室生活で様々な知見を与えて下さった、博士課程後期の宮城和音さ

ん、OBの土屋勝也さん、藤野秀則さんに感謝致します。

様々な方々に御支援、御助力していただきたおかげで、本論文を執筆することがで

きました。協力していただいたすべての方々に、ここに御礼申し上げます。

最後に、いつも研究の邪、、、研究に関する討論に参加頂いた修士 2回生の青山周平

君に感謝致します。あと、ノルウェーのお土産であの本を買ってくる度胸に感服致し

ました。あの本を参考文献として載せてもよろしいでしょうか [?]。

95



参 考 文 献

[1] 資源エネルギー庁: エネルギー白書 2010,http://www.enecho.meti.go.jp/

topics/hakusho/2010/2.pdf (2011年 2月 9日現在).

[2] 経済産業省資源エネルギー庁：日本のエネルギー2009, http://www.enecho.meti.

go.jp/topics/energy-in-japan/energy2009html/index.htm (2011年 2月 9日

現在).

[3] 日本エネルギー経済研究所：エネルギー・経済統計要覧 (2010).

[4] 井上隆,長谷川善明：全国規模アンケートによる住宅内エネルギー消費の実態に関

する研究 : 世帯特性の影響と世帯間のばらつきに関する考察 その 1,日本建築学会

環境系論文集, Vol.583, pp.23-28(2004).

[5] 国立社会保障・人口問題研究所：日本の世帯数の将来推計 (2008).

[6] 総 務 省：国 勢 調 査,http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=

000001007704?cycode=0 (2011年 2月 9日現在).

[7] 環境省: 環境にやさしいライフスタイル実態調査 2009, http://www.env.go.jp/

policy/kihon keikaku/lifestyle/h2206 01.html(2011年 2月 9日現在).

[8] 諏訪博彦,山本仁志,岡田勇,太田敏澄: 環境配慮行動を促す環境教育プログラム開発

のためのパスモデルの構築,日本社会情報学会学会誌,Vol.18, No.1, pp.59-70(2006).

[9] 東京電力：CO2ダイエット宣言, http://www.co2diet.jp/sengen top.html (2011

年 2月 9日現在).

[10] 島根県地球温暖化対策協議委員会：しまね CO2 ダイエット作戦, http://www.

shimane-co2.jp/ (2011年 2月 9日現在).

[11] 伊野みどり, 渡辺順子: 女子学生の健康度に関する認識 The recognition on health-

iness by female students, 東京家政学院大学紀要,Vol. 22, pp.31-36(1982).

96



[12] 末永俊朗, 安藤清志, 大島尚: 社会的促進の研究―歴史・現状・展望―, 心理学評論,

Vol.24，pp.423-457(1981).

[13] 通山和裕, 西尾信彦: 公共空間における周囲の第三者とのコミュニケーション支援

のための自己プレゼンス, マルチメディア・分散・協調とモバイル (DICOMO2007)

シンポジウム, pp.1305 -1313(2007).

[14] 広瀬幸雄: 環境と消費の社会心理学, 名古屋大学出版会 (1997).

[15] 諏訪博彦, 山本仁志, 岡田勇, 太田敏澄: 社会的ジレンマに基づく環境行くプログラ

ムの提案, 日本社会情報学会第 21回全国大会研究発表論文集, pp.107-110(2006).

[16] Schwarz,S.H.: Normative influences on altruism. In L. Berkowita(Ed),Advances

in experimental social psychology, New York: Academic Press, Vol.10, pp.222-

280(1977).

[17] 藤井聡: 社会的ジレンマのための処方箋：都市・交通・環境問題のための心理学,

ナカニシヤ出版 (2003).

[18] Do The Green Thing: http://www.dothegreenthing.com/ (2011年 2月 9日現

在).

[19] Google マップ: http://maps.google.co.jp/ (2011年 2月 9日現在).

[20] 土屋勝也: 個人の消費・社会生活に関する価値観を考慮した環境配慮行動推薦手法

の提案, エネルギー科学研究科平成 21年度修士論文 (2009).

[21] 上松大輝, 沼晃介, 濱崎雅弘, 大向一輝, 武田英明: タグ付けされた場所に基づいた

コミュニケーション支援, 人工知能学会全国大会 2005(2005).

[22] 郡山和彦, 戸松綾, 小泉麻理子, 大澤公美子, 奥出直人: Limonect: 離れて暮らす家

族のアンビエントコミュニケーション, INTERACTION 2007(2007).

[23] 日本社会心理学学会: 社会心理学事典,pp. 216-217 (2009).

[24] Zajonc, R. B.: Social facilitation, Science, 149, pp. 269-274 (1965).

[25] 日本社会心理学学会: 社会心理学事典,pp. 318-319 (2009).

97



[26] mixi, http://mixi.jp/ (2011年 2月 9日現在).

[27] ITmedia News: 「mixi疲れ」を心理学から考える, http://www.itmedia.co.jp/

news/articles/0607/21/news061.html (2011年 2月 9日現在).

[28] 高橋利枝: 子供・若者と情報通信メディアに関する国際比較研究（継続）-若者と

ソーシャルネットワーキングサイト（SNS）に関するエスノグラフィーから-, 電気

通信普及財団研究調査報告書第 24号, pp.21-31(2009).

[29] 村本由紀子: 集合と集合状態との曖昧な境界：早朝の公園で見出される多様なアイ

デンティティ, 社会心理学研究, 第 12巻第 2号, pp. 112-124 (1996).

[30] 日本社会心理学学会: 社会心理学事典, pp.318-319 (2009).

[31] 通山和裕・西尾信彦: 公共空間における周囲の第三者とのコミュニケーション支援

のための自己プレゼンス,マルチメディア・分散・協調とモバイル (DICOMO2007)

シンポジウム, pp.1305 -1313 (2007).

[32] 津田大介: Twitter社会論-新たなリアルタイム・ウェブの潮流-, 洋泉社 (2009).

[33] Twitter, http://twitter.com/ (2011年 2月 9日現在).

[34] 財団法人 省エネルギーセンター: 家庭の省エネ大辞典, http://www.eccj.or.jp/

dict/index.html (2011年 2月 9日現在).

[35] さくらインターネット: http://www.sakura.ad.jp/ (2011年 2月 9日現在).

[36] 青柳西蔵: 原子力発電所におけるヒヤリハット活動促進手法の提案と実践, エネル

ギー科学研究科平成 21年度修士論文 (2009).

[37] Robin S. Sharma, 北澤 和彦: 3週間続ければ一生が変わる―あなたを変える 101

の英知, 海竜社 (2006).

[38] 吉田善紀,吉池佑太,岡田美智男: 群れをなす Sociable Trash Box 子どもたちとの

緩やかな共同性を 生み出すインタラクション空間のデザイン,情報処理学会,イン

タラクション 2009 (2009).

[39] 平成 17 年国勢調査, http://www.e-stat.go.jp/estat/html/NewList/

000001007251/NewList-000001007251.html (2011年 2月 9日現在).

98



[40] Yi Bing Tan: Persuasive Technology in Motivating Household Energy Conserva-

tion , Business Aspects of the Internet of Things, Seminar of Advanced Topics,

FS2009, pp. 52 - 58 (2009).

[41] 楽天リサーチ株式会社, 株式会社三菱総合研究所: 第 24 回携帯電話コンテン

ツ／サービス利用者調査, http://internet.watch.impress.co.jp/cda/parts/

image for link/44480-20105-3-1.html (2011年 2月 9日現在).

[42] 節約術 365, http://setsuyaku.money.goo.ne.jp/ (2011年 2月 9日現在).

99



付録 A 基本推薦PEB

付録Aでは、本文 3.5で述べた基本推薦PEBを表A.1～表A.18に示す。なお、基本

推薦PEBの詳細については、推薦するPEBは家庭の省エネ大辞典 [34]や土屋の研究 [20]

などを参考にした。
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表
A
.1
:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

家
電
の
電
源
や
照
明
な
ど

を
す
べ
て
消
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玄
関

帰
っ
て
き
た
ら
、
家
の
家
電
や
照
明
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
出
か
け
る
際
に
は
家
の

中
の
家
電
や
照
明
な
ど
す
べ
て
消
し
ま
し
ょ
う
。
誰
も
家
に
い
な
い
の
に
電
気
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
と
か
も
っ
た
い
な
い

で
す
よ
ね
。
防
犯
の
た
め
電
気
を
つ
け
て
で
ら
れ
る
と
い
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
防
犯
用
の
電

気
や
家
電
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
消
し
て
出
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

移
動
の
際
は
な
る
べ
く
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

実
は
家
庭
か
ら
の

C
O
2
排
出
量
よ
り
も
、
運
輸
に
お
け
る

C
O
2
排
出
量
が
多
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
自
動
車
を
使
わ

な
い
と
い
う
の
が
、
最
も
強
力
な
エ
コ
活
動
の
一
つ
で
す
。
自
家
用
車
や
飛
行
機
の
利
用
を
、
電
車
や
バ
ス
に
シ
フ
ト

し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
が
無
理
な
ら
、
週
に
一
度
は
公
共
交
通
機
関
を
使
う
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
で
す
。
1
人
を

1
ｋ
ｍ

運
ぶ
の
に
排
出
さ
れ
る

C
O
2
を
比
べ
る
と
、
自
家
用
乗
用
車
は
、
2
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

43
本
分
の

C
O
2

を
排
出
し
ま
す
。
し
か
し
鉄
道
は
、
2
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

5
本
分
の

C
O
2
し
か
排
出
し
な
い
の
で
す
。
通

勤
や
通
学
で
、
歩
け
る
距
離
な
ら
徒
歩
、
平
地
な
ら
自
転
車
、
使
え
る
な
ら
公
共
交
通
機
関
と
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

少
し
の
移
動
で
し
た
ら
、

自
転
車
か
徒
歩
で
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
と
い
っ
た
移
動
に
自
動
車
な
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
も
し
、
少
し
の
移
動
な
の
で
あ

れ
ば
、
自
転
車
で
徒
歩
で
行
く
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
一
番
エ
コ
な
乗
り
物
は
自
転
車

で
す
。
ど
ん
な
に
走
っ
て
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
運
動
は
健
康
に
良
い
で
す
ね
。

自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
の

で
し
た
ら
、
ふ
ん
わ
り
ア

ク
セ
ル

e
ス
タ
ー
ト
を
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

e
ス
タ
ー
ト
と
は
、
自
動
車
発
進
時
に

5
秒
間
で

2
0k

m
/h
程
度
に
加
速
す
る
こ
と
で
す
。
少
し
、

ゆ
っ
く
り
す
る
だ
け
で
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
、
普
通
の
発
進
に
く
ら
べ
燃
料
消
費
が
約

1
0
％
節
約
で
き
ま
る
の
で

す
。
焦
っ
て
い
る
と
、
つ
い
つ
い
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
す
ぎ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
早
め
に
出
発
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
発
進
時
に

5
秒
間
の
省
エ
ネ
意
識
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
間
で
約

98
60
円
の
節
約

に
な
り
ま
す
。
原
油
換
算
す
る
と
年
間
で

7
4
.6
3
L
の
削
減
に
な
り
、
C
O
2
は

1
94

.0
k
g
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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表
A
.2
:
基
本
推
薦

P
E
B
(2
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
の

で
し
た
ら
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

玄
関

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
と
は
、
停
車
時
に
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
こ
と
で
す
。
実
は
こ
れ
が
燃
料
消
費
を
削
減
す
る

と
て
も
有
効
な
手
段
な
の
で
す
。
待
ち
合
わ
せ
や
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
、
ま
た
信
号
待
ち
の
ほ
ん
の
少
し
の
間
で
も
、

い
っ
た
ん
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
こ
と
で
省
エ
ネ
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
短
時
間
の
停
車
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
し

て
も
、
本
当
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
あ
る
の
と
い
っ
た
疑
問
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
時
の
燃
料

消
費
量
は
、
約

5
秒
間
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
い
た
時
の
燃
料
削
減
量
と
同
じ
程
度
で
す
。
つ
ま
り
、
5
秒
以
上
信
号
で

停
止
す
る
場
合
は
効
果
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
る

違
法
駐
車
や
迷
惑
駐
車
を

や
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

運
転
マ
ナ
ー
に
関
す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
省
エ
ネ
行
動
に
通
じ
ま
す
。
迷
惑
駐
車
渋
滞
の
原
因
に
な
り
、
環
境
破
壊
の

引
き
金
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
急
発
進
・
急
加
速
は
事
故
の
も
と
で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
に
も
負
担
を
か

け
ま
す
。
空
ぶ
か
し
は
歩
行
者
へ
の
迷
惑
で
あ
る
と
同
時
に
、
燃
料
の
無
駄
使
い
、
大
気
汚
染
の
も
と
で
す
。
マ
ナ
ー

違
反
を
し
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
省
エ
ネ
の
達
人
な
の
で
す
。

車
を
買
わ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
の
購
入
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

も
し
、
車
を
買
わ
れ
る
予
定
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
を
選
択
肢
に
あ
げ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
プ
リ
ウ
ス
を
例
に
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
プ
リ
ウ
ス
と
同
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
車
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
素
材
製

造
か
ら
車
両
製
造
、
走
行
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
に
排
出
さ
れ
る

C
O
2
排
出
量
を
約

4
割
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
0
年

4
月

1
日
か
ら
は
電
気
自
動
車
ア
イ
ミ
ー
ブ
が
個
人
向
け
販
売
も
開
始
し
ま

し
た
。
走
行
時
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
無
く
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
単
価
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

1/
3
か
ら

1/
4
に
抑

え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

買
い
物
に
は
買
い
物
袋
を

持
参
し
、
レ
ジ
袋
や
過
剰

包
装
を
断
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

私
た
ち
が
一
年
に
使
う
レ
ジ
袋
の
量
は
約

3
0
0
枚
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
の
レ
ジ
袋
を
作
る
に
は
原
油

4．
2

リ
ッ
ト
ル
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
レ
ジ
袋
は
ゴ
ミ
袋
や
野
菜
の
保
存
に
利
用
で
き
ま
す
し
、
包
装
紙
は
再
包

装
な
ど
に
便
利
で
す
か
ら
、
店
舗
で
レ
ジ
袋
や
包
装
紙
を
も
ら
う
こ
と
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
要
領
に
余
裕
の
あ
る
鞄
を
持
っ
て
い
る
時
、
あ
る
い
は
本
一
冊
や
ジ
ュ
ー
ス

1
本
を
買
っ
た
時
な

ど
、
レ
ジ
袋
が
な
く
て
も
問
題
な
い
と
き
は
き
っ
と
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
ら
ぜ
ひ
宣
言
し
て
み
ま
し
ょ

う
。「
袋
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
。
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表
A
.3
:
基
本
推
薦

P
E
B
(3
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

日
用
品
を
買
う
際
に
は
、

環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の

を
買
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

物
を
買
う
際
に
は
グ
リ
ー
ン
購
入
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
グ
リ
ー
ン
購
入
と
は
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
購
入
す
る
際
に
、
環
境
を
考
慮
し
て
、
必
要
性
を
よ
く
考
え
、
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
だ
け
少
な
い
も
の
を

選
ん
で
購
入
す
る
こ
と
で
す
。
グ
リ
ー
ン
購
入
は
、
消
費
生
活
な
ど
購
入
者
自
身
の
活
動
を
環
境
に
や
さ
し
い
も
の
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
供
給
側
の
企
業
に
環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
の
開
発
を
促
す
こ
と
で
、
経
済
活
動
全
体
を
変
え
て

い
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

で
と
れ
る
食
材
を
購
入
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
概
念
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
、
各
国
で
消
費
さ
れ
る
食
糧
の
重
量
に
生
産
地
と

消
費
地
の
間
の
距
離
を
か
け
た
値
で
、
遠
く
か
ら
運
ん
で
く
る
ほ
ど
値
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
フ
ー

ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
二
位
の
韓
国
に
三
倍
差
を
つ
け
て
世
界
一
位
で
す
。
最
近
は
、
多
く
の
ス
ー
パ
ー
で
商
品
に
原
産
国

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
野
菜
を
選
ぶ
こ
と
は
エ
コ
に
も
貢
献
で
き
る
と
知
っ
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

特
に
、
地
元
産
で
し
か
も
安
い
野
菜
は
旬
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
栄
養
価
も
鮮
度
も
高
い
で
す
。
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
献
立
を
た
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
電
製
品
を
購
入
す
る
際

は
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い

製
品
を
選
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

家
電
の
省
エ
ネ
は
、
エ
コ
と
い
う
意
味
合
い
以
外
に
も
、
電
気
代
の
節
約
と
い
う
現
実
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
含
ん
で
い
ま

す
。
例
え
、
普
通
の
家
電
よ
り

1
万
円
高
く
て
も
、
電
気
代
が
年
間

20
00
円
節
約
で
き
る
な
ら
、
5
年
で
も
と
が
と
れ

ま
す
ね
。
省
エ
ネ
性
能
を
知
る
に
は
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
を
見
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
で
す
。
緑
の
ラ
ベ
ル
が
表
示
さ
れ

て
い
る
家
電
は
、
国
の
設
定
し
た
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
家
電
量
販
店
に
行
か
れ
た
際

は
ぜ
ひ
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
用
に
な
っ
た
も
の
は
、

知
人
に
譲
る
、
ま
た
は
、

バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
ま
わ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玄
関

お
古
を
使
う
、
使
っ
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
、「
そ
の
ま
ま
再
度
使
う
リ
ユ
ー
ス
」「
使
う
量
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス
」
と

い
う
意
味
を
踏
ん
で
お
り
、
大
変
エ
コ
度
の
高
い
エ
コ
活
動
で
す
。
バ
ザ
ー
の
情
報
は
回
覧
板
や
広
報
の
ほ
か
、
ネ
ッ

ト
で
告
知
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
す
る
機
会
に
巡
り
合
え
な
い
人
は
、
ヤ

フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
買
す
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
リ
ユ
ー
ス
に
な
り
ま
す
ね
。
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表
A
.4
:
基
本
推
薦

P
E
B
(4
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

外
出
時
に
は
、
水
筒
な
ど

の
再
利
用
可
能
な
容
器
を

利
用
し
、
使
い
捨
て
の
容

器
の
使
用
を
控
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

玄
関

エ
コ
活
動
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
効
果
が
高
い
の
は
リ
デ
ュ
ー
ス
、
つ
ま
り
余
分
に
使
わ
な
い
こ
と
で
す
。
マ
イ
水
筒
、
マ

イ
カ
ッ
プ
、
マ
イ
箸
な
ど
を
使
う
こ
と
で
使
い
捨
て
商
品
の
使
用
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。
飲
食
店
の
一
部
で
は
、
マ
イ
食

器
持
ち
込
み

O
K
だ
っ
た
り
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
や
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
の
よ
う
に
持
ち
込
む
こ
と
で
割
引
し
て
く
れ

る
所
も
あ
り
ま
す
。
持
ち
込
み
可
能
な
お
店
で
は
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

地
球
環
境
保
護
の
た
め
の

N
P
O
に
参
加
し
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
と
、
と
て
も
敷
居
が
高
い
も
の
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
と
同
じ
よ
う

な
も
の
で
、
興
味
が
あ
る
も
の
に
参
加
し
て
い
れ
ば
い
い
、
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。「
環
境

N
P
O
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
検
索
す
る
こ
と
で
多
く
の

N
P
O
の

H
P
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
例
え
ば
京
都
で
は
、
全
国
的
に
も
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
環
境

N
P
O
が
市
内
で
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
市
民
，
事
業
者
と
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
組
織
で
あ
る
「
京

(み
や
こ
)
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

2
1
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
特
色
あ
る
取
組
を
進
め
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

自
分
の
所
属
す
る
自
治

体
な
ど
に
エ
コ
活
動
の
実

地
を
提
案
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

国
や
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
エ
コ
活
動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
は
多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
富
山
県
で
は

全
域
で
レ
ジ
袋
配
布
を
止
め
て
、
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
し
、
三
原
市
は
白
熱
灯
削
減
の
た
め
に
電

球
型
蛍
光
灯
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
あ
な
た
の
街
で
は
こ
う
い
っ
た
特
別
な
エ
コ
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す

か
？
自
分
で
案
を
思
い
つ
く
な
ら
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
他
の
街
の
施
策
を
良
い
と
思
っ
た
ら
、
同

じ
も
の
を
検
討
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
も
い
い
で
す
。
ま
ず
は
行
動
す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
自
治
体
や
ま
た
自
分

の
職
場
な
ど
に
も
エ
コ
活
動
の
実
地
を
提
案
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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表
A
.5
:
基
本
推
薦

P
E
B
(5
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

地
球
環
境
保
護
を
目
的
と

し
た
募
金
活
動
に
募
金
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

千
円
、
一
万
円
と
募
金
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
少
額
の
募
金
で
も
多
く
の
人
が
行
え
ば
、
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
で
き
る
手
軽
な
募
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
募
金

b
ox
は
ロ
ー
ソ
ン
の
レ
ジ
横
に

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
つ
り
の
小
銭
を
募
金
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
で
す
。
ま
た
、
手
軽
な
環
境
募
金
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
う
ク
リ
ッ
ク
募
金
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
、
別
の
団
体
が
あ
な
た
の
代
わ
り
に
募
金
し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
コ
ス
モ
石
油
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
企
業
が
環
境
保
護
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
冷
房
時
の
室
温
は

2
8

度
を
目
安
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

一
般
的
な
日
本
の
家
庭
で
は
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
電
力
消
費
が
も
っ
と
も
多
く
、
全
体
の

25
％
で
す
。
電
気
代
が
年
間

1
0
万
円
な
ら
、
2
5
0
0
0
円
が
冷
暖
房
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
冷
暖
房
の
エ
コ
を
行
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
エ

ア
コ
ン
は

1
℃
設
定
温
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と
で
、
1
0
％
電
気
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
室
外
機
の
吸
排
気
口
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
と
、
効
率
が
落
ち
る
の
で
、
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
暖
房
時
の
室
温
は

2
0

度
を
目
安
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

一
般
的
な
日
本
の
家
庭
で
は
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
電
力
消
費
が
も
っ
と
も
多
く
、
全
体
の

25
％
で
す
。
電
気
代
が
年
間

1
0
万
円
な
ら
、
2
5
0
0
0
円
が
冷
暖
房
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
冷
暖
房
の
エ
コ
を
行
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
エ

ア
コ
ン
は

1
℃
設
定
温
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と
で
、
1
1
％
電
気
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
室
外
機
の
吸
排
気
口
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
と
、
効
率
が
落
ち
る
の
で
、
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冷
房
・
暖
房
は
必
要
な
と

き
だ
け
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

一
般
的
な
日
本
の
家
庭
で
は
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
電
力
消
費
が
も
っ
と
も
多
く
、
全
体
の

25
％
で
す
。
電
気
代
が
年
間

1
0
万
円
な
ら
、
2
5
0
0
0
円
が
冷
暖
房
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
冷
暖
房
の
エ
コ
を
行
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
エ

ア
コ
ン
は

1
℃
設
定
温
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と
で
、
1
0
％
電
気
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
室
外
機
の
吸
排
気
口
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
と
、
効
率
が
落
ち
る
の
で
、
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
房
を
使
う
際
に
は
扇
風

機
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
体
感
温
度
が
下
が
る
た
め
、
設
定
温
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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表
A
.6
:
基
本
推
薦

P
E
B
(6
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー

を
こ
ま
め
に
清
掃
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
と
、
冷
暖
房
の
効
率
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
し
て

い
る
エ
ア
コ
ン
（
2
.2
k
W
）
と
フ
ィ
ル
タ
ー
を
清
掃
し
た
場
合
を
比
較
す
る
と
、
年
間
で
電
気

31
.9
5k

W
h
の
省
エ
ネ

に
な
り
、
約

7
0
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
原
油
換
算
す
る
と

8
.0
5
L
が
削
減
で
き
、
C
O
2
が

14
．
5k

g
の
削
減
に
な

り
ま
す
。

”エ
ア
コ
ン
を
買
い
換
え

る
際
は
、
環
境
負
荷
の
小

さ
い
も
の
を
購
入
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

夏
と
冬
、
家
電
の
中
で
一
番
を
食
う
の
は
エ
ア
コ
ン
な
の
で
す
。
家
庭
の
消
費
電
力
の
約

25
％
を
占
め
て
い
る
の
で
、

冷
暖
房
の
エ
コ
を
行
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
も
し
、
エ
ア
コ
ン
の
買
い
替
え
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の
を
購
入
す
る
よ
う
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
エ
ア
コ
ン
の
買
い
替
え
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
た
ら
、
と
っ
て
も
便
利
な
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
環
境
省
が
作
っ
た
・・
・
そ
の
名
も
「
省
エ
ネ
製
品
買
換
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
」
し
ん
き
ゅ
う
さ
ん

h
tt
p
:/
/
sh
in
k
y
u
sa
n
.c
o
m
/
in
d
ex
.h
tm

l「
一
休
さ
ん
」
な
ら
ぬ
「
し
ん
き
ゅ
う
さ
ん
」
が

出
て
来
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
案
内
や
、
照
明
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
を
省
エ
ネ
製
品
に
買
い
換
え
る

時
の
基
礎
知
識
、
商
品
を
選
ぶ
時
の
基
準
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

”
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

時
は
設
定
温
度
を
低
め
に

す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

一
般
的
な
日
本
の
家
庭
で
は
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
電
力
消
費
が
も
っ
と
も
多
く
、
全
体
の

25
％
で
す
。
電
気
代
が
年
間

1
0
万
円
な
ら
、
2
5
0
0
0
円
が
冷
暖
房
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
冷
暖
房
の
エ
コ
を
行
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
エ

ア
コ
ン
は

1
℃
設
定
温
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と
で
、
1
0
％
電
気
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
室
外
機
の
吸
排
気
口
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
と
、
効
率
が
落
ち
る
の
で
、
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
際

は
、
必
要
な
時
だ
け
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

一
般
的
な
日
本
の
家
庭
で
は
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
電
力
消
費
が
も
っ
と
も
多
く
、
全
体
の

25
％
で
す
。
電
気
代
が
年
間

1
0
万
円
な
ら
、
2
5
0
0
0
円
が
冷
暖
房
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
冷
暖
房
の
エ
コ
を
行
う
こ
と
の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
エ

ア
コ
ン
は

1
℃
設
定
温
度
を
控
え
め
に
す
る
こ
と
で
、
1
0
％
電
気
代
が
安
く
な
り
ま
す
。
室
外
機
の
吸
排
気
口
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
と
、
効
率
が
落
ち
る
の
で
、
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

A7



表
A
.7
:
基
本
推
薦

P
E
B
(7
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

照
明
を
蛍
光
灯
な
ど
の
よ

り
省
エ
ネ
な
も
の
に
変
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

白
熱
灯
の
明
か
り
を
好
む
人
も
多
い
で
す
が
、
最
近
の
蛍
光
灯
は
白
熱
色
に
近
い
色
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛍
光
灯
の
エ
コ
性
能
自
体
は
白
熱
灯
よ
り
か
な
り
い
い
で
す
し
、
経
済
的
に
も
お
得
な
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
最

新
の
蛍
光
灯
と
白
熱
灯
の
コ
ス
ト
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
4
か
月
で
元
が
取
れ
、
年
間
で
約

30
00
円
の
差
が
つ
く
そ

う
で
す
。
な
お
、
ま
だ
商
品
化
が
始
ま
っ
た
ば
っ
か
り
の

L
E
D
照
明
や
、
商
品
開
発
中
の
有
機

E
L
照
明
な
ど
、
ど
ん

ど
ん
新
し
く
て
エ
コ
な
照
明
が
で
て
き
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
お
試
し
下
さ
い
。

電
気
製
品
を
使
わ
な
い
と

き
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ

ラ
グ
を
抜
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

家
電
製
品
の
う
ち
、
電
源
を
入
れ
て
な
い
状
態
で
も
少
量
の
電
力
を
消
費
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
待
機
電
力

と
言
い
、
完
全
な
無
駄
で
す
。
代
表
的
な
家
電
は
、
テ
レ
ビ
、
レ
コ
ー
ダ
ー
、
A
C
ア
ダ
プ
タ
な
ど
で
す
。
使
わ
な
い
と

き
の
プ
ラ
グ
は
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
延
長
コ
ー
ド
や
集
中
コ
ン
セ
ン
ト
の
中
に
は
待
機
電
力
を
止
め
ら
れ
る
エ
コ

タ
ッ
プ
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

部
屋
に
誰
も
い
な
い
時
は

電
気
を
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

家
庭
の
消
費
電
力
の
ウ
エ
イ
ト
で
照
明
は
全
体
の

1
6
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
廊
下

や
ト
イ
レ
の
照
明
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
す
ぐ
戻
る
の
な
ら
、
戻
っ
て
き
て
か
ら
ま
た
電
気

を
点
け
る
よ
う
に
、
ま
た
使
う
予
定
の
部
屋
な
ら
、
ま
た
使
う
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
電
気
を
点
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
2
，
3
分
の
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
っ
た

1
分
で
も
、
そ
れ
が

3
56
日
積
み
重
な
れ
ば

35
6

分
（
約

6
時
間
）
の
電
気
の
無
駄
！
部
屋
を
出
る
と
き
は
電
気
を
消
す
！
習
慣
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

テ
レ
ビ
を
見
な
い
時
は
テ

レ
ビ
を
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

テ
レ
ビ
は
な
ん
と
な
く
Ｂ
Ｇ
Ｍ
代
わ
り
に
つ
け
て
し
ま
う
、
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
見
て
い
な
い
と
き
は
テ
レ
ビ

を
消
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
代
わ
り
な
ら
、
テ
レ
ビ
よ
り
も
消
費
電
力
の
少
な
い
ラ
ジ
オ
が
お
す
す
め
で
す
。

テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
は
画

面
を
明
る
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
：
2
5
イ
ン
チ
）
の
音
量
を
最
適
（
最
大
→
中
央
）
に
調
節
し
た
場
合
、
年
間
で
電
気

29
．
89
ｋ

W
ｈ
の
省
エ
ネ
に
な
り
、
約

6
6
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
画
面
は
静
電
気
で
ホ
コ
リ
が
付
き
や
す
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
き
れ
い
に
掃
除
し
て
か
ら
明
る
さ
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
画
面
の
モ
ー
ド
は
メ
ー
カ
ー
が
推
奨

す
る
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
調
節
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A8



表
A
.8
:
基
本
推
薦

P
E
B
(8
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

テ
レ
ビ
を
消
す
と
き
は
主

電
源
を

O
F
F
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

長
時
間
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
テ
レ
ビ
本
体
の
主
電
源
ボ
タ
ン
を
切
る
こ
と
で
、
待
機
電
力
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
庭
一
世
帯
あ
た
り
の
待
機
時
消
費
電
力
量
は
平
均
で

3
08

k
W

h
/年
で
あ
り
、
全
消
費
電
力
量
の

7.
3
％
に
相

当
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
平
成

1
7
年
度
待
機
時
消
費
電
力
調
査
報
告
書
」
よ
り
、
テ
レ
ビ
の
待
機
時
電
力
量
は
そ
の

5.
0

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
待
機
電
力
を
す
べ
て
削
減
で
き
た
場
合
、
年
間
で
電
気

15
.4
k
W

h
の
省
エ
ネ
と
な
る
た

め
、
約

3
40
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
買
い
換
え
る
と

き
は
、
よ
り
省
エ
ネ
の
商

品
を
購
入
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

テ
レ
ビ
を
買
い
替
え
る
と
き
は
、
消
費
電
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
家

電
量
販
店
に
行
く
と
テ
レ
ビ
に
は
省
エ
ネ
性
能
を
記
し
て
あ
る
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
が
は
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ラ
ベ
ル
に
は
、
省
エ
ネ
基
準
達
成
度
に
加
え
て
、
年
間
電
力
消
費
量
と
お
お
よ
そ
の
電
気
代
を
も
示
し
ま
し
た
。
20
08

年
型
の
液
晶
テ
レ
ビ
は

1
9
9
7
年
型
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
と
比
べ
て
約

4
0
％
省
エ
ネ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
販
売
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
で
も
省
エ
ネ
基
準
の
達
成
率

2
32
％
と

10
3
％
で
は
、
年
間
電
気
代
が
約

23
80
円
も
違

う
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
と

き
は
電
源
を
切
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
時
に
電
源
を
切
る
よ
う
に
し
る
と
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
の
場
合
、
1
日

1
時
間
使
う
時
間
を
短

く
す
れ
ば
、
年
間
で
約

3
2
k
W

h
の
省
エ
ネ
に
な
り
、
約

13
k
g
の

C
O
2
削
減
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
リ
ー
ン

セ
ー
バ
に
関
し
て
で
す
が
、
実
は
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
も
消
費
電
力
は
下
が
ら
な
い
の
で
す
。
長
時
間
パ

ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い
時
は
電
源
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
ポ
ッ
ト
を
長
時
間
使

用
し
な
い
時
は
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

ポ
ッ
ト
に
満
タ
ン
の
水

2
．
2
L
を
入
れ
沸
騰
さ
せ
、
1．

2L
を
使
用
後
、
6
時
間
保
温
状
態
に
し
た
場
合
と
、
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
保
温
し
な
い
で
再
沸
騰
さ
せ
た
場
合
を
比
較
す
る
と
、
長
時
間
使
用
し
な
い
時
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
こ
と
で
、
年

間
約

23
60
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
原
油
換
算
す
る
と
、
27
．
0
8L
の
削
減
に
な
り
、
C
O
2
で
じ
ゃ
48
．
7
ｋ
ｇ
の
削

減
に
な
り
ま
す
。
長
時
間
使
用
し
な
い
と
き
は
、
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
機
を
か
け
る
と
き

は
、
部
屋
を
片
付
け
て
か

ら
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

部
屋
を
片
付
け
て
か
ら
、
掃
除
機
を
か
け
る
と
、
掃
除
機
を
使
っ
て
い
る
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。
掃
除
機
を
か
け
る

と
き
は
、
部
屋
を
片
付
け
て
か
ら
か
け
る
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。
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表
A
.9
:
基
本
推
薦

P
E
B
(9
)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

掃
除
機
を
か
け
る
と
き

は
、
部
屋
を
片
付
け
て
か

ら
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

部
屋
を
片
付
け
て
か
ら
、
掃
除
機
を
か
け
る
と
、
掃
除
機
を
使
っ
て
い
る
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。
掃
除
機
を
か
け
る

と
き
は
、
部
屋
を
片
付
け
て
か
ら
か
け
る
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
機
の
集
め
塵
バ
ッ
ク

は
適
宜
取
り
替
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

掃
除
機
の
集
塵
バ
ッ
ク
が
い
っ
ぱ
い
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
掃
除
機
の
集
塵
バ
ッ
ク
は
適
宜
取
り
替
え

る
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。

物
が
壊
れ
た
時
は
、
自
分

で
直
し
た
り
、
修
理
に
出

す
な
ど
し
て
、
長
く
使
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

モ
ノ
を
大
事
に
使
い
、
簡
単
に
捨
て
な
い
と
い
う
の
は
、
エ
コ
の
基
本
で
す
。
家
電
な
ど
専
門
知
識
が
な
い
と
ど
う
し

よ
う
も
な
い
モ
ノ
は
と
も
か
く
、
ち
ょ
っ
と
手
入
れ
を
し
て
直
せ
る
も
の
は
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
靴
下
の
穴
を
つ
く

ろ
っ
た
り
、
家
具
の
取
っ
手
を
付
け
替
え
た
り
く
ら
い
は
特
別
な
修
理
用
品
が
な
く
て
も
十
分
可
能
で
す
ね
。
た
だ
し
、

修
理
中
の
ケ
ガ
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
力
で
は
修
理
で
き
な
く
て
も
、
お
店
に
持
っ
て
い
く
こ
と
で

修
理
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
鍵
屋
さ
ん
が
靴
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
の
で
、
と
き
ど
き
見
か
け
ま
す

ね
。
電
気
量
販
店
に
は
た
い
て
い
修
理
受
付
が
あ
り
、
家
電
や

P
C
の
修
理
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
地
球
温
暖
化
の
実

態
や
環
境
保
護
の
活
動
に

つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

日
本
人
が
石
油
を
一
日
に
何
リ
ッ
ト
ル
使
っ
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
自
分
た
ち
が
ど
れ
く
ら
い
地
球
を
い
じ

め
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
も
は
や
義
務
と
も
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
よ
り
正

確
な
情
報
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
環
境
に
関
す
る
情
報
に
は
ま
だ
あ
や
ふ
や
な
部
分
が
多
い
の
で
す
。

二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
地
球
温
暖
化
の
原
因
か
ど
う
か
で
す
ら
、
ま
だ
断
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
で

す
の
で
、「
変
だ
な
」
と
思
っ
た
こ
と
は
自
分
で
調
べ
る
の
が
一
番
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、
日
本
人
は
一
日
に
約

6
リ
ッ

ト
ル
の
石
油
を
使
っ
て
い
ま
す
。
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表
A
.1
0:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
0)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

部
屋
に
誰
も
い
な
い
時
は

電
気
を
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

家
庭
の
消
費
電
力
の
ウ
エ
イ
ト
で
照
明
は
全
体
の

1
6
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
廊
下

や
ト
イ
レ
の
照
明
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
す
ぐ
戻
る
の
な
ら
、
戻
っ
て
き
て
か
ら
ま
た
電
気

を
点
け
る
よ
う
に
、
ま
た
使
う
予
定
の
部
屋
な
ら
、
ま
た
使
う
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
電
気
を
点
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
2
，
3
分
の
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
っ
た

1
分
で
も
、
そ
れ
が

3
56
日
積
み
重
な
れ
ば

35
6

分
（
約

6
時
間
）
の
電
気
の
無
駄
！
部
屋
を
出
る
と
き
は
電
気
を
消
す
！
習
慣
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

湯
沸
か
し
器
の
口
火
は
そ

の
都
度
消
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

給
湯
器
の
湯
沸
か
し
器
な
ど
が
あ
る
住
宅
に
て
そ
の
口
火
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
人
は
居
ま
せ
ん
か
？
も
し
居

る
の
で
あ
れ
ば
、
絶
対
に
消
し
た
方
が
い
い
で
す
!!
実
は
、
口
火
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
だ
け
で
も
ガ
ス
料
金
が

ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
給
湯
器
の
口
火
を

1
日
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
だ
け
で
約

3
5
円
も
の
ガ
ス
料
金
が
ム
ダ
に
掛
か
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
年
間
で
計
算
す
る
と
約

12
77
5
円
も
ム
ダ
に
し
て

い
る
っ
て
い
う
事
に
な
り
ま
す
…
月
当
た
り
に
し
て
も
約

1
00

0
円
以
上
の
ム
ダ
で
す
。
非
常
に
勿
体
無
い
で
す
よ
ね
？

洗
剤
、
使
用
済
み
の
油
や

生
ご
み
を
下
水
等
に
流
さ

な
い
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

ふ
つ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
・・
・
。
そ
ん
な
風
に
思
い
が
ち
だ
け
れ
ど
、
意
外
と
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
が
、

地
球
の
中
で
大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ
、
水
環
境
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
で
も
、
台
所
か
ら
の
生
活
排
水
が
、
全

体
の
約

4
0
％
と
か
！
そ
こ
で
、
普
段
の
台
所
で
の
水
の
使
い
方
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
・・
・
例
え
ば
、
20
m
l（
コ
ッ
プ

1/
10
）
の
て
ん
ぷ
ら
油
を
流
せ
ば
、
2
0
0
杯
も
の
水
が
必
要
に
な
り
、
お
わ
ん

1
杯
の
み
そ
汁
を
台
所
の
排
水
溝
に
流

せ
ば
、
魚
が
住
め
る
水
に
戻
す
た
め
に
は
浴
槽
約

5
杯
も
の
き
れ
い
な
水
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

節
水
機
器
の
導
入
に
よ

り
、
日
常
生
活
で
使
用
す

る
水
の
量
を
で
き
る
限
り

節
約
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

仮
に
節
水
コ
マ
を
つ
け
る
と
す
る
と
、
節
水
コ
マ
を
付
け
て
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
毎
分

6
リ
ッ
ト
ル
、
普
通
コ
マ
の
場
合

は
1
2
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
出
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
毎
分

6
リ
ッ
ト
ル
の
節
水
効
果
が
あ
り
、
経
済
的
に
も
費
用
低
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
節
水
コ
マ
の
問
題
点
と
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
や
蛇
口
の
水
圧
が
落
ち
る
た
め
不
快
な
使
用
感

を
伴
う
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
水
の
勢
い
を
維
持
し
な
が
ら
水
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
節
水
コ
マ
も

あ
る
の
で
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
た
だ
し
、
シ
ン
グ
ル
レ
バ
ー
式
の
蛇
口
に
は
使
用
で
き
な
い
の
で
お

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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表
A
.1
1:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
1)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

食
器
洗
い
の
際
は
、
溜
め

洗
い
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

台
所
で
の
節
水
の
ポ
イ
ン
ト
は
溜
め
洗
い
で
す
ね
。
洗
い
桶
は
洗
う
用
、
す
す
ぎ
用
の

2
つ
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
少
な
い

と
つ
い
つ
い
流
し
っ
ぱ
な
し
で
洗
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
洗
う
食
器
が
少
な
い
場
合
は
溜
ま
っ
て
か
ら
洗
う
方
が
節
水

に
な
り
ま
す
。
洗
剤
を
つ
け
す
ぎ
る
と
す
す
ぐ
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
必
要
以
上
に
つ
け
す
ぎ
な
い
こ
と

も
大
切
で
す
ね
。
気
に
な
る
の
は
溜
め
洗
い
で
ど
の
く
ら
い
の
節
約
に
な
る
か
で
す
ね
。
溜
め
洗
い
を
す
る
と

20
リ
ッ

ト
ル
の
水
が
か
か
り
ま
す
が
、
流
し
っ
ぱ
な
し
だ
と

1
1
0
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
差
し
引
き

90
リ
ッ
ト

ル
の
節
水
に
な
り
ま
す
。

食
器
や
鍋
な
ど
は
、
汚
れ

を
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

台
所
で
の
節
水
の
ポ
イ
ン
ト
は
溜
め
洗
い
で
す
ね
。
洗
い
桶
は
洗
う
用
、
す
す
ぎ
用
の

2
つ
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
少
な
い

と
つ
い
つ
い
流
し
っ
ぱ
な
し
で
洗
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
洗
う
食
器
が
少
な
い
場
合
は
溜
ま
っ
て
か
ら
洗
う
方
が
節
水

に
な
り
ま
す
。
洗
剤
を
つ
け
す
ぎ
る
と
す
す
ぐ
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
必
要
以
上
に
つ
け
す
ぎ
な
い
こ
と

も
大
切
で
す
ね
。
気
に
な
る
の
は
溜
め
洗
い
で
ど
の
く
ら
い
の
節
約
に
な
る
か
で
す
ね
。
溜
め
洗
い
を
す
る
と

20
リ
ッ

ト
ル
の
水
が
か
か
り
ま
す
が
、
流
し
っ
ぱ
な
し
だ
と

1
1
0
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
差
し
引
き

90
リ
ッ
ト

ル
の
節
水
に
な
り
ま
す
。

食
器
洗
い
の
湯
の
温
度
を

40
度
か
ら

3
8
度
に
下
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
簡
単
に
出
て
く
る
給
湯
器
は
便
利
で
使
い
や
す
い
で
す
。
し
か
し
、
設
定
温
度
を
た
っ
た
、
2
度
下

げ
る
だ
け
で
環
境
配
慮
行
動
に
な
る
の
で
す
。
一
般
の
家
庭
で
は
普
通

4
0
度
で
設
定
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

38

度
に
す
れ
ば
い
い
だ
け
で
す
。
こ
の
温
度
で
も
食
器
の
汚
れ
落
ち
は
十
分
、
油
汚
れ
も
さ
っ
ぱ
り
落
と
せ
ま
す
。
65
L

の
水
道
水
（
水
温

2
0
℃
）
を
使
い
、
湯
沸
か
し
器
の
設
定
温
度
を

4
0
℃
か
ら

38
℃
に
し
、
一
日

2
回
食
器
洗
い
を

行
っ
た
場
合
、
年
間
約

1
3
6
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
原
油
換
算
す
る
と

1
0.
2
1L
の
削
減
に
な
り
、
C
O
2
換
算
す
る

と
2
0.
0
k
g
の
削
減
に
な
り
ま
す
。（
使
用
期
間
：
冷
房
期
間
を
除
く

25
3
日
）
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表
A
.1
2:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
2)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

水
を
使
う
時
は
、
水
道
を

こ
ま
め
に
止
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

1
分
間
に
水
道
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
も
金
銭
的
な
無
駄
は

1
円
程
度
で
す
。
こ
れ
で
は
無
駄
を
感
じ
る
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
を

2
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

3
本
分
を
無
駄
に
し
て
い
る
、
と
考
え
る
と
と
て

も
も
っ
た
い
な
く
感
じ
ま
せ
ん
か
？
ま
た
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
は
水
を
浄
化
さ
せ
る
の
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
一
緒

に
無
駄
に
し
ま
し
た
。
水
の
流
し
っ
ぱ
な
し
が
一
番
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
食
器
を
洗
う
際
に
、
た
ら
い
に
水
を
た
め

て
洗
い
、
最
後
に
流
す
方
法
が
有
効
で
す
。

冷
蔵
庫
の
中
に
も
の
を
詰

め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

冷
蔵
庫
の
上
段
の
奥
、
野
菜
室
の
下
、
冷
凍
室
の
奥
…
な
に
や
ら
、
何
か
の
化
石
は
出
て
き
ま
せ
ん
か
…
？？
デ
ン
ジ
ャ

ラ
ス
ゾ
ー
ン
で
す
ね
…
。
前
に
前
に
入
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
ね
。
忘
れ
ら
れ
た
も
の
は
奥
の
方
で
化
石
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
、
食
べ
物
を
化
石
に
し
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
も
か
ん
た
ん
な
エ
コ
で
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
が
次
か
ら
次

へ
と
奥
の
も
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
そ
ん
な
に
詰
め
込
ま
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
冷
蔵
庫
は
、
中
の
も
の

が
多
い
ほ
ど
、
保
冷
能
力
が
下
が
り
ま
す
。
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
使
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
簡
単
に
で
き
る
エ

コ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
冷
蔵
庫
は
、
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
こ
と
。
安
い
か
ら
と
言
っ
て
た
く
さ
ん
買
っ
て
き
て
詰
め
込
ん

で
は
、
満
員
電
車
の
よ
う
で
す
よ
。
使
う
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
開
け
閉
め
を
素
早
く
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
温
か
い

ま
ま
入
れ
な
い
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

冷
蔵
庫
を
開
け
て
い
る
時

間
を
少
な
く
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

開
閉
が
多
い
と
冷
気
が
逃
げ
て
無
駄
で
す
。
開
け
て
い
る
間
は
、
庫
内
の
温
度
が
上
が
り
つ
づ
け
余
分
な
電
気
を
消
費

し
て
し
ま
い
ま
す
。
無
駄
は
開
け
閉
め
は
行
わ
ず
、
ド
ア
の
開
閉
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。
他

に
も
、
冷
蔵
庫
で
で
き
る
環
境
配
慮
行
動
と
し
て
、「
で
き
る
だ
け
、
す
き
間
を
あ
け
て
据
え
付
け
る
（
す
き
間
が
少
な

い
と
放
熱
の
効
率
が
悪
く
な
り
、
余
分
な
電
気
を
消
費
し
ま
す
。）
」「
熱
い
も
の
は
、
よ
く
さ
ま
し
て
か
ら
庫
内
に
入
れ

る
（
熱
い
ま
ま
で
は
庫
内
の
温
度
が
上
が
り
、
余
分
な
電
気
を
消
費
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
食
品
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ

し
ま
す
。）
」「
直
射
日
光
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
遠
ざ
け
て
据
え
付
け
る
（
冷
蔵
庫
の
周
囲
温
度
が
高
く
な
る
と
、
余
分
な

電
気
を
消
費
し
ま
す
。）
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

A13



表
A
.1
3:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
3)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
適
切
な

間
隔
で
設
置
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

す
き
間
が
少
な
い
と
放
熱
の
効
率
が
悪
く
な
り
、
余
分
な
電
気
を
消
費
し
て
し
ま
い
ま
す
。
側
面

2c
m
以
上
、
背
面

1
0c
m
以
上
、
上
部

1
0
cm
以
上
が
目
安
で
す
。
説
明
書
に
も
書
い
て
る
の
で
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
適
度
な
隙
間

を
作
っ
て
お
か
な
い
と
、
放
熱
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
冷
蔵
庫
で
で
き
る
環
境
配
慮
行
動
と
し
て
、

「
傷
ん
だ
ド
ア
パ
ッ
キ
ン
グ
は
取
り
替
え
る
。（
傷
ん
で
い
る
す
き
間
か
ら
冷
気
が
漏
れ
て
電
気
の
ム
ダ
使
い
に
な
り
ま

す
。
名
刺
等
の
薄
い
も
の
を
は
さ
ん
で
ズ
リ
落
ち
る
よ
う
で
し
た
ら
、
パ
ッ
キ
ン
グ
を
取
り
替
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。）
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

野
菜
の
下
ご
し
ら
え
に
は

電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

台
所

野
菜
の
下
ご
し
ら
え
に
電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
年
間
約

92
0
円
の
節
約
に
な
り
、
C
O
2
換
算
で
年
間

14
k
g

の
削
減
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
す
る
こ
と
で
料
理
の
手
間
が
省
け
た
り
、
時
間
を
短
縮
で
き
る

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
や
Ｃ
は
水
に
溶
け
や
す
い
性

質
が
あ
り
ま
す
が
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
短
時
間
で
急
速
に
加
熱
が
で
き
、
水
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
素
を
損
な
い
に
く
く
な
り
ま
す
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
う
際
に

は
炎
が
鍋
底
か
ら
は
み
だ

さ
な
い
よ
う
に
調
整
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

台
所

炎
が
な
べ
底
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
で
、
年
間
約

3
70
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
原
油
換
算
す
る

と
、
年
間

2
.3
8
L
の
削
減
に
な
り
、
C
O
2
も
年
間
で

5
.4
k
g
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
水

1L
を
沸
騰
さ
せ
る
と

き
、
強
火
か
ら
中
火
に
し
た
場
合
（
1
日

3
回
））
他
に
も
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
で
き
る
省
エ
ネ
と
し
て
、
鍋
の
水
滴
を
ふ
き

取
っ
て
か
ら
、
コ
ン
ロ
に
か
け
る
と
い
っ
た
環
境
配
慮
行
動
も
あ
り
ま
す
。
底
が
濡
れ
た
ま
ま
だ
と
、
水
を
蒸
発
さ
せ

る
の
に
、
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
る
た
め
で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
は
い
か
か
が
で
し
ょ
う
か
？

食
器
洗
い
乾
燥
機
を
使
用

す
る
と
き
に
は
ま
と
め
洗

い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

知
っ
て
ま
し
た
か
？
食
器
洗
い
乾
燥
機
は
意
外
な
省
エ
ネ
名
人
な
の
で
す
。
ま
と
め
洗
い
と
温
度
調
整
を
適
切
に
行
う

こ
と
で
、
年
間
約

9
，
4
5
0
円
の
節
約
に
な
る
の
で
す
。（
給
湯
機
（
4
0
℃
）
使
用
水
量

6
5L

/回
の
手
洗
い
の
場
合
と
給

水
接
続
タ
イ
プ
で
標
準
モ
ー
ド
を
利
用
し
た
食
器
洗
い
乾
燥
機
の
場
合
と
の
比
較
）
食
器
洗
い
乾
燥
機
は

1
年
で
こ
ん

な
に
差
が
出
て
、
さ
ら
に
家
事
の
時
間
も
節
約
で
き
る
す
ぐ
れ
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
洗
浄
終
了
後
、
扉
を
開
け

て
余
熱
だ
け
で
乾
燥
さ
せ
れ
ば
さ
ら
に
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。
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表
A
.1
4:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
4)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

古
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
さ
れ
る

資
源
ご
み
は
回
収
に
回
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

地
球
環
境
を
考
え
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
埋
立
地
の
残
り
が
少
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
資
源
ご
み
回
収
を
徹

底
し
て
再
資
源
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
増
え
て
い
ま
す
。
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
最
終
処
分
場
は
あ
と

13
年
分

ほ
ど
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
数
字
は
毎
年
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
続

け
て
い
る
証
拠
で
す
ね
。
し
っ
か
り
分
別
し
な
い
と
処
理
業
者
に
負
担
が
か
か
り
、
そ
の
負
担
は
処
理
費
用
と
し
て
自

治
体
を
通
し
て
私
た
ち
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
の
で
、
可
能
な
範
囲
で
分
別
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
分
別
の
仕
方
は
自

治
体
の
案
内
を
見
て
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

小
売
店
が
行
う
ト
レ
イ
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
分

別
回
収
に
協
力
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

台
所

食
品
ト
レ
イ
は
、
鮮
度
保
持
や
取
り
扱
い
や
す
さ
の
点
か
ら
、
小
売
店
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
存
在
と
な
り
年
間

20
0

億
枚
以
上
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
に
な
る
と
か
さ
ば
る
使
い
捨
て
製
品
で
す
。
小
売
店
に
設
置
さ
れ
て
い
る

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
ー
ル
ビ
ン
な
ど
の
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
は
、
販

売
店
に
返
却
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

京
都
市
で
は
，
ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
，
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
環
境
負
荷
の
小
さ
い
リ
ユ
ー
ス
び
ん
（
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び

ん
）
の
利
用
促
進
を
目
指
し
，
平
成

1
6
年

6
月
か
ら
「
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
の
設
置
を
開
始
し
ま
し
た
。（
＊
拠
点

回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
は
，
一
升
び
ん
と
ビ
ー
ル
び
ん
だ
け
を
対
象
と
し
て
回
収
し
ま
し
た
。）
お
近
く
の
拠
点
回
収
協
力
店

を
確
認
す
る
に
は
、
京
都
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
京
都
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
か
た
も
こ
の
よ
う
な

試
み
は
各
地
で
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

生
ご
み
は
水
を
良
く
切
っ

て
ゴ
ミ
に
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
う
ち
、
約

2
5
％
が
生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
重
量
的
に
も
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を
出
す
時
は
、
水
気
を
よ
く
き
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
各
家
庭

の
生
ご
み
か
ら

1
日
コ
ッ
プ

1
杯
分
、
約

1
0
0
cc
の
水
を
き
る
と
…
な
ん
と
総
量
で
、
年
間
約

21
3
ｔ
の
減
量
が
で
き

ま
す
！（

10
0
cc
＝

1
0
0
ｇ
と
し
て
計
算
）
ま
た
、
生
ゴ
ミ
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ゴ
ミ

堆
肥
化
の
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
方
法
は
“
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
”
と
調
べ
て
み
る
と

す
ぐ
に
で
て
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
下
さ
い
。
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表
A
.1
5:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
5)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

部
屋
に
誰
も
い
な
い
時
は

電
気
を
消
す
よ
う
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

家
庭
の
消
費
電
力
の
ウ
エ
イ
ト
で
照
明
は
全
体
の

1
6
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
廊
下

や
ト
イ
レ
の
照
明
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
す
ぐ
戻
る
の
な
ら
、
戻
っ
て
き
て
か
ら
ま
た
電
気

を
点
け
る
よ
う
に
、
ま
た
使
う
予
定
の
部
屋
な
ら
、
ま
た
使
う
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
電
気
を
点
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
2
，
3
分
の
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
っ
た

1
分
で
も
、
そ
れ
が

3
56
日
積
み
重
な
れ
ば

35
6

分
（
約

6
時
間
）
の
電
気
の
無
駄
！
部
屋
を
出
る
と
き
は
電
気
を
消
す
！
習
慣
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

歯
磨
き
、
シ
ャ
ン
プ
ー
時

は
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い
よ
う
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

洗
面
所

45
℃
の
お
湯
を
流
す
時
間
を

1
分
間
短
縮
し
た
場
合
、
年
間
で
ガ
ス
代
水
道
代
を
含
め
、
29
80
円
の
節
約
に
な
り
ま

す
。
歯
を
磨
い
て
い
る
時
や
、
体
を
洗
っ
て
い
る
時
な
ど
、
水
を
使
う
必
要
が
な
い
と
き
は
、
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
い
ち
い
ち
蛇
口
を
ひ
ね
る
の
が
面
倒
で
あ
れ
ば
、
手
元
に
一
時
止
水
ス
イ
ッ
チ
が

付
い
て
い
る
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
利
用
し
て
は
い
か
か
が
で
し
ょ
う
か
？
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
と
は
、
シ
ャ
ワ
ー

の
出
る
穴
の
数
が
少
な
い
た
め
に
水
の
使
用
量
を
少
な
く
す
る
事
が
で
き
る
節
水
グ
ッ
ズ
で
す
が
、
水
圧
は
む
し
ろ
高

く
な
る
た
め
に
快
適
な
使
用
感
で
節
水
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

入
浴
は
間
隔
を
あ
け
ず
に

入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

2
時
間
放
置
に
よ
り
、
4
.5
℃
低
下
し
た
湯
（
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
）
を
一
日
一
回
追
い
だ
き
を
し
な
い
場
合
と
す
る
場
合
を

比
較
す
る
と
、
年
間
で

5
9
2
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
家
族
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、
お
風
呂
に
は
続
け
て
入
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
時
は
、

こ
ま
め
に
止
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

洗
面
所

温
水
シ
ャ
ワ
ー
は
水
道
代
と
ガ
ス
代
の
両
方
が
か
か
る
行
為
で
、
1
分

10
円
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
1
分
短
縮
す
れ
ば
年

間
3
60

0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
ね
。
意
識
し
て
、
時
間
短
縮
す
る
の
が
難
し
い
な
ら
、
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
節
水
シ
ャ

ワ
ー
ヘ
ッ
ド
に
変
え
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
1
日

15
分
シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
な
ら
、
そ
の
う
ち
約

5
分
は
水
を
流

し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
1
日

1
人

5
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
半
年
も
使
え
ば
十
分
も
と
が
取
れ
そ
う
で
す
ね
。
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表
A
.1
6:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
6)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

浴
槽
に
は
フ
タ
を
し
、
お

湯
の
温
度
を
冷
め
に
く
く

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

浴
槽
に
ふ
た
を
し
な
い
と
ど
ん
ど
ん
熱
が
逃
げ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
風
呂
の
お
湯
は

2
時
間
で
だ
い
た
い

3
度

は
下
が
り
ま
す
。
そ
れ
を

1
度
追
い
炊
き
す
る
と
ガ
ス
代
は
約

8
円
も
か
か
る
の
で
す
。
ガ
ス
代
を
節
約
す
る
為
に
も

追
い
炊
き
は
な
る
べ
く
避
け
た
い
で
す
よ
ね
。
お
風
呂
に
入
る
の
に
だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
と
、
最
近
の
優
れ
た
お
風
呂

で
も
温
度
が
下
が
り
、
追
い
炊
き
す
る
必
要
が
で
き
て
き
ま
す
。
最
近
の
お
風
呂
で
、
自
動
温
度
調
節
機
能
が
付
い
て

い
る
も
の
は
、
設
定
し
た
温
度
を
保
と
う
と
す
る
の
で
長
い
時
間
お
風
呂
に
入
ら
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
ガ
ス
代
が
消
費

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
便
利
な
機
能
な
ん
で
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
、
無
駄
使
い
の
元
凶
な
ん
で
す

よ
ね
・・
・
。
お
湯
の
上
に
保
温
シ
ー
ト
を
広
げ
て
、
風
呂
桶
の
フ
タ
を
し
っ
か
り
し
て
お
け
ば
、
2
時
間
で

1
度
し
か
お

湯
の
温
度
が
下
が
り
ま
せ
ん
。
長
い
目
で
見
れ
ば
簡
単
に
元
は
と
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗

濯
な
ど
に
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

洗
面
所

洗
濯
時
に
使
用
す
る
水
は
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
節
水
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
水
温
が
水
道
水

よ
り
高
い
為
、
汚
れ
落
ち
が
良
く
な
る
と
い
っ
た
嬉
し
い
効
果
も
あ
り
ま
す
。（
※
　
残
り
湯
を
使
用
す
る
場
合
、
寝
る

前
に
除
菌
効
果
の
あ
る
洗
剤
を
少
量
残
り
湯
に
入
れ
て
掻
き
混
ぜ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
翌
日
そ
の
ま
ま
残
り
湯
を
使

用
す
る
と
、
バ
イ
菌
が
洗
濯
物
に
付
着
し
て
し
ま
い
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。）

洗
濯
時
に
は
、
洗
剤
を
適

量
使
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

洗
面
所

過
度
な
量
の
洗
剤
利
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
後
洗
剤
を
購
入
さ
れ
る
際
に
は
、
詰
め
替
え
用
の
商
品
を
選
ん

だ
り
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
商
品
を
選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

洗
濯
は
ま
と
め
洗
い
を
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

少
量
の
洗
濯
物
を
毎
日
洗
う
よ
り
も
、
洗
濯
機
の
容
量
に
合
わ
せ
て
、
選
択
回
数
を
、
少
な
く
し
た
ほ
う
が
効
果
的
で

す
。
定
格
容
量
（
洗
濯
脱
水
容
量
：
6
k
g
）
の

4
割
を
入
れ
て
洗
う
場
合
と

8
割
を
入
れ
て
洗
う
場
合
と
の
比
較
を
行
う

と
、
電
気
代
と
水
道
代
を
合
わ
せ
年
間
で

3
9
5
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
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表
A
.1
7:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
7)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

最
初
に
タ
オ
ル
で
髪
を
乾

か
す
な
ど
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー

の
使
用
時
間
を
減
ら
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
短
時
間
の
使
用
で
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
タ
オ
ル
で
よ
く
拭
い
て
か
ら
ド

ラ
イ
ヤ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
に
誰
も
い
な
い
時

は
電
気
を
消
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

ト
イ
レ

家
庭
の
消
費
電
力
の
ウ
エ
イ
ト
で
照
明
は
全
体
の

1
6
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
廊
下

や
ト
イ
レ
の
照
明
が
つ
き
っ
ぱ
な
し
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
す
ぐ
戻
る
の
な
ら
、
戻
っ
て
き
て
か
ら
ま
た
電
気

を
点
け
る
よ
う
に
、
ま
た
使
う
予
定
の
部
屋
な
ら
、
ま
た
使
う
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
電
気
を
点
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
2
，
3
分
の
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
っ
た

1
分
で
も
、
そ
れ
が

3
56
日
積
み
重
な
れ
ば

35
6

分
（
約

6
時
間
）
の
電
気
の
無
駄
！
部
屋
を
出
る
と
き
は
電
気
を
消
す
！
習
慣
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

使
わ
な
い
時
は
ふ
た
を
し

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

温
水
便
座
が
貯
湯
式
の
場
合
、
蓋
を
占
め
た
場
合
と
あ
け
っ
ぱ
な
し
の
場
合
と
を
比
較
す
る
と
、
年
間
で

34
.9
0k

W
h

の
省
エ
ネ
に
な
り
、
約

7
7
0
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
原
油
換
算
す
る
と

8
.7
9
L
の
削
減
と
な
り
、
C
O
2
を

15
．

8
k
g
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貯
湯
式
と
は
、
タ
ン
ク
の
中
の
水
ヒ
ー
タ
で
温
め
る
方
式
で
、
一
度
に
た
っ
ぷ
り

の
水
で
洗
浄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
お
湯
を
た
っ
ぷ
り
保
温
す
る
た
め
の
電
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

便
座
暖
房
の
温
度
を
低
め

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

便
座
温
の
設
定
温
度
を
一
段
階
下
げ
る
と
、
年
間
で
電
気

2
6.
4
0k

W
h
の
省
エ
ネ
に
な
り
、
約

58
0
円
の
節
約
に
な
り

ま
す
。
原
油
換
算
す
る
と

6
.6
5
L
が
削
減
で
き
、
C
O
2
が

1
2.
0
k
g
の
削
減
に
な
り
ま
す
。
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表
A
.1
8:
基
本
推
薦

P
E
B
(1
8)

基
本
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

基
本
推
薦

P
E
B
の
詳
細

洗
浄
水
の
温
度
を
低
め
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

洗
浄
水
の
温
度
を
低
め
に
す
る
こ
と
で
、
年
間
で
電
気

1
3.
8
0k

W
h
の
省
エ
ネ
に
な
り
、
約

30
0
円
の
節
約
に
な
り
ま

す
。
原
油
換
算
す
る
と

3
.4
8
L
が
削
減
で
き
、
C
O
2
が

6.
3
k
g
の
削
減
に
な
り
ま
す
。（
中
→
弱
）

寒
い
季
節
以
外
は
、
温
水

洗
浄
便
座
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

一
年
間
便
座
暖
房
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
、
洗
浄
水
の
温
度
を
高
く
設
定
し
て
い
た
り
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

寒
い
季
節
の
時
だ
け
電
源
を
入
れ
て
お
く
な
ど
、
必
要
な
時
だ
け
使
う
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
を
流
す
と
き
に
大

小
を
使
い
分
け
る
な
ど
節

水
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

ト
イ
レ
も
水
を
多
く
使
う
場
所
で
す
。
ト
イ
レ
を
流
す
と
き
に
大
小
を
使
い
分
け
た
り
、
タ
ン
ク
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

入
れ
る
な
ど
が
ト
イ
レ
で
行
う
こ
と
の
で
き
る
節
水
行
動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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付録 B 追加推薦PEB

付録Bでは、本文 3.5で述べた追加推薦PEBを表B.1～表B.14に示す。なお、追加

推薦 PEBの詳細については、推薦する PEBは節約術 365[42]や土屋の研究 [20]などを

参考にした。
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表
B
.1
:
追
加
推
薦

P
E
B
(1
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

タ
イ
ヤ
を
買
い
替
え
る
時

は
、
エ
コ
タ
イ
ヤ
に
切
り

替
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

エ
コ
タ
イ
ヤ
は
、
路
面
と
の
摩
擦
抵
抗
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
燃
費
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば

エ
コ
タ
イ
ヤ
を
使
う
と
、
燃
費
を
約

5
％
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1ヶ
月
の
ガ
ソ
リ
ン
代
が

10
00
0
円
の
場
合
、

約
5
00
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
間
で
は
約

6
0
0
0
円
節
約
で
き
ま
す
。

車
に
無
駄
な
荷
物
は
載
せ

な
い
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玄
関

使
う
予
定
が
無
い
荷
物
の
「
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
」
や
「
ゴ
ル
フ
の
道
具
」
等
を
積
載
し
て
通
勤
や
日
常
の
足
に
車
を
使
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
必
要
の
無
い
荷
物
を
積
ん
で
走
る
こ
と
は
「
燃
費
悪
化
の
大
き
な
原
因
」
に
も
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
無
駄
な
荷
物
は
載
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
カ
ッ
プ
や
マ
イ
箸
を

持
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

飲
食
店
の
一
部
で
は
マ
イ
食
器
持
ち
込
み

O
K
だ
っ
た
り
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
持
ち
込
む
こ
と
で
割
引
し
て

く
れ
る
所
も
あ
り
ま
す
。
持
ち
込
み
可
能
な
お
店
で
は
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
職
場
で
毎
日
紙
コ
ッ
プ

を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
マ
イ
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

車
の
洗
車
に
お
風
呂
の
残

り
湯
を
使
う
よ
う
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

車
の
洗
車
に
は
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ホ
ー
ス
で
洗
車
を
す
る
と
約

24
0
リ
ッ
ト
ル
の

水
を
使
用
し
ま
す
が
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
え
ば

3
0
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
風
呂
の
残

り
湯
を
使
う
こ
と
で
、
洗
車
に
使
う
水
の
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野
菜
を
購
入
す
る
と
き

は
、
地
元
の
野
菜
に
購
入

す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玄
関

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
概
念
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
、
各
国
で
消
費
さ
れ
る
食
糧
の
重
量
に
生
産
地
と

消
費
地
の
間
の
距
離
を
か
け
た
値
で
、
遠
く
か
ら
運
ん
で
く
る
ほ
ど
値
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
フ
ー

ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
二
位
の
韓
国
に
三
倍
差
を
つ
け
て
世
界
一
位
で
す
。
最
近
は
、
多
く
の
ス
ー
パ
ー
で
商
品
に
原
産
国

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
野
菜
を
選
ぶ
こ
と
は
エ
コ
に
も
貢
献
で
き
る
と
知
っ
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

地
球
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
企
業
の
商
品
を
購
入
す

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
買
い
物
を
す
る
時
に
、
で
き
る
だ
け
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
を
選
ん
で
購
入
す
る
消
費
者
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
企
業
の
環
境
貢
献
度
を
調
べ
る
こ
と
も
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
と
し
て
重
要
で
す
の
で
、
同
時
に
企
業
リ
リ
ー
ス
を
継
続
的
に
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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表
B
.2
:
追
加
推
薦

P
E
B
(2
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

エ
コ
マ
ー
ク
等
の
つ
い
た

商
品
を
積
極
的
に
購
入
す

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

エ
コ
マ
ー
ク
と
は
環
境
保
全
に
役
立
ち
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
商
品
が
認
定
を
受
け
つ
け
る
ラ
ベ
ル
で
、
環
境
に

配
慮
さ
れ
た
商
品
を
選
ぶ
た
め
の
目
安
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
特
に
文
具
な
ど
の
日
用
品
は
、
性
能
や
価
格
、
デ
ザ

イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
エ
コ
性
能
を
求
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

地
球
環
境
保
護
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
単

発
的
に
参
加
す
る
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
か
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ェ
ブ
」
と
い
う
内
閣
府
の

H
P
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
や

W
eb

サ
イ
ト
は
数
多
数
あ
り
ま
す
。

地
域
の
緑
化
活
動
な
ど
の

運
営
を
手
助
け
す
る
よ
う

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

水
俣
市
や
杉
並
区
は
環
境
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
熱
心
な
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
や
県
の
ほ
か
に
、

P
T
A
や
町
内
会
レ
ベ
ル
の
自
治
体
で
も
い
く
つ
か
の
エ
コ
活
動
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
活
動
が
難
し
け
れ
ば
、

町
内
会
の
お
祭
り
の
後
片
付
け
の
よ
う
な
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
も
い
い
で
す
ね
。

地
球
環
境
保
護
に
役
立
つ

金
融
商
品
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

投
資
の
中
に
は
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
優
れ
て
い
る
企
業
や
、
環
境
に
関
連
す
る
事
業
を
行
う
企
業
に
投
資
を
行
い
、

環
境
問
題
解
決
を
応
援
す
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。
投
資
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
地
銀
な
ど
が
預
金
額
に
応

じ
て
銀
行
が
エ
コ
活
動
を
行
う
よ
う
な
定
期
預
金
を
設
定
い
ま
す
の
で
、
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
*た
だ

し
投
資
は
自
己
責
任
で
す
。

掃
除
に
は
、
雑
巾
や
ホ
ウ

キ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

掃
除
機
を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
掃
除
機
に
使
用
し
て
い
た
消
費
電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掃
除
機
の
パ
ワ
ー
を
使
い

分
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

掃
除
機
は
弱
、
中
、
強
な
ど
と
パ
ワ
ー
を
設
定
で
き
ま
す
。
畳
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
弱
で
十
分
で
す
。
絨
毯
な

ど
は
強
に
設
定
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
設
定
を
使
い
分
け
消
費
電
力
を
削
減
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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表
B
.3
:
追
加
推
薦

P
E
B
(3
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

家
族
や
知
人
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う

よ
う
薦
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

自
治
体
な
ど
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
提
案
す
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
身
近
な
人
に
環
境

配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
勧
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

寝
る
と
き
は
エ
ア
コ
ン
を
使
用
せ
ず
湯

た
ん
ぽ
を
使
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

寝
る
時
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
暖
房
器
具
は
使
わ
ず
に
湯
た
ん
ぽ
を
使
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
湯
た

ん
ぽ
を
タ
オ
ル
に
包
ん
で
布
団
の
足
元
に
入
れ
る
と
、
暖
か
く
眠
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
暖
房
代
を
節

約
で
き
ま
す
。

日
中
に
電
気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
電
気
を
ナ
イ
ト
プ
ラ
ン
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

日
中
に
電
気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
深
夜
に
電
気
を
使
う
こ
と
が
多
い
人
な
ら
、
深
夜
電
力
（
例
：
22
～

8
時
東
京
電
力
「
お
ト
ク
な
ナ
イ
ト

1
0
」）
の
方
が
通
常
の
電
気
代
よ
り
も

6
0
％
安
く
な
り
ま
す
。
通
常

の
プ
ラ
ン
で

1
0
0
0
0
円
利
用
し
て
い
た
場
合
、
6
00

0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

買
い
物
は
必
要
性
を
よ
く
考
え
て
衝
動

買
い
は
控
え
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

玄
関

買
お
う
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
本
当
に
必
要
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
、
買
っ
て
も
使
わ
な
い
も
の
な

ら
ば
、
ゴ
ミ
を
増
や
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。
買
い
物
は
必
要
性
を
よ
く
考
え
て
衝
動
買
い
は
控

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
焼
却
時
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生

す
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
製
品
な
ど
の

購
入
は
極
力
控
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

玄
関

塩
化
ビ
ニ
ル
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
生
成
す
る
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
、
物
を
燃
や
す
と
こ
ろ
か
ら
主
に
発
生
し
、
大
気
中
に
出
て
い
き
ま
す
。
大
気
中
の
粒
子
な
ど

に
く
っ
つ
い
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
土
壌
に
落
ち
て
き
た
り
、
川
に
落
ち
て
き
た
り
し
て
土
壌
や
水
を
汚

染
し
ま
す
。

雨
水
を
溜
め
、
植
木
の
水
ま
き
や
洗
車

な
ど
に
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玄
関

溜
め
た
雨
水
を
植
木
の
水
ま
き
や
洗
車
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
で
節
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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表
B
.4
:
追
加
推
薦

P
E
B
(4
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
回
収
日
に
決
め
ら

れ
た
方
法
で
出
す
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玄
関

収
集
日
の
前
日
（
深
夜
）
や
収
集
後
に
ご
み
を
出
す
と
、
犬
・
猫
・
カ
ラ
ス
等
に
散
乱
さ
れ
た
り
、
.
風

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
り
し
て
、
付
近
の
方
々
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
集
日
を
守
っ

て
、
ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
や
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は

や
め
る
よ
う
に
し
ま
せ
ん
か
？

玄
関

タ
バ
コ
の
吸
殻
は
地
上
に
放
置
し
て
も
ほ
と
ん
ど
分
解
さ
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
小
さ
い
も
の
な
の
で
、

鳥
が
つ
い
ば
ん
だ
り
魚
や
亀
が
食
べ
て
窒
息
死
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
の
ボ
タ
ン
で
栓
を
開
閉
す
る
タ
イ
プ
や
ヘ
ッ
ド
の
形
状

を
工
夫
し
て
水
圧
を
保
っ
た
ま
ま
水
量
を
減
ら
す
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
意
識
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
の
時
間

を
短
く
す
る
こ
と
な
く
、
節
水
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
の
お
風
呂
は
朝
か
ら
水
を
張
っ
て
お

く
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

夏
は
早
朝
か
ら
お
風
呂
に
水
を
張
っ
て
お
く
の
が
い
い
で
す
。
夏
の
暑
さ
で
お
風
呂
の
水
の
温
度
が
上
が

る
た
め
、
短
い
時
間
で
お
風
呂
を
沸
か
す
こ
と
が
で
き
、
ガ
ス
の
消
費
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

細
か
い
洗
濯
物
は
手
洗
い
で
済
ま
せ
る

よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

洗
濯
機
で
洗
濯
を
す
る
と
、
1
回
当
り
約

6
0
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使
用
し
ま
す
。
少
量
の
洗
濯
物
は
手
洗
い

で
済
ま
せ
る
こ
と
で
、
水
の
消
費
量
や
消
費
電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洗
濯
は
洗
剤
の
代
わ
り
に
洗
濯
ボ
ー
ル

を
使
う
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

洗
濯
ボ
ー
ル
は
洗
剤
の
代
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
洗
濯
機
の
中
に
水
と
い
っ
し
ょ
に
入
れ

て
洗
濯
す
れ
ば
よ
く
、
洗
剤
や
柔
軟
材
を
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
す
す
ぎ
の
水
も
少
量
で
済
み
ま

す
。

洗
濯
機
、
汚
れ
具
合
に
合
わ
せ
て
コ
ー

ス
選
択
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

洗
濯
物
が
軽
い
汚
れ
で
あ
れ
ば
、
短
時
間
で
洗
濯
が
終
了
す
る
ス
ピ
ー
ド
コ
ー
ス
な
ど
で
洗
濯
す
る
と
よ

い
で
す
。
通
常
の
洗
濯
の
場
合
、
約

4
0
分
か
か
っ
た
も
の
が
、
ス
ピ
ー
ド
コ
ー
ス
な
ど
に
す
る
こ
と
で
約

2
0
分
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
消
費
電
力
を
ス
ピ
ー
ド
コ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
、
消
費
電
力
と
水
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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表
B
.5
:
追
加
推
薦

P
E
B
(5
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

洗
濯
機
の
脱
水
は
途
中
で
や
め
る
よ
う

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

洗
濯
機
の
脱
水
動
作
は
最
後
ま
で
動
か
さ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。
洗
濯
機
の
種
類
に
も
よ
り
ま

す
が
、
脱
水
を
は
じ
め
て
約

3
分
で
停
止
さ
せ
て
、
自
分
で
脱
水
を
行
い
ま
す
。
脱
水
時
間
を

2
分
短
縮

す
る
こ
と
で
、
消
費
電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

洗
濯
物
は
自
然
乾
燥
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

洗
面
所

洗
濯
物
は
乾
燥
機
を
使
用
す
る
よ
り
、
自
然
乾
燥
さ
せ
た
方
が
安
い
で
す
。
乾
燥
機
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
消
費
電
力
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
機
種
を
１
時
間
使
っ
た
ら
、
約

2
0
円
く
ら
い
の
電
気
料
金
に
な
り
ま

す
。
毎
日
使
っ
て
い
た
ら
、
年
間
で
、
7
2
0
0
円
の
電
気
料
金
に
な
り
ま
す
ね
。

車
の
洗
車
に
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う

よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

車
の
洗
車
に
は
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ホ
ー
ス
で
洗
車
を
す
る
と
約

24
0

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使
用
し
ま
す
が
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
え
ば

30
リ
ッ
ト
ル
ほ
ど
で
済
ま
せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う
こ
と
で
、
洗
車
に
使
う
水
の
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
宅
の
家
電
を
よ
り
低
消
費
電
力
な
も

の
に
変
え
ら
れ
る
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん

か
？

洗
面
所

家
電
の
省
エ
ネ
性
能
は
、
エ
コ
度
と
い
う
意
味
合
い
以
外
に
も
、
電
気
代
の
節
約
と
い
う
実
利
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
も
含
ん
で
い
ま
す
。
特
に
だ
い
ぶ
古
く
な
っ
た
も
の
な
ど
は
、
変
え
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
買
い
換
え
る
べ
き
か
判
断
す
る
た
め
に
も
、
是
非
一
度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

掃
除
に
は
、
掃
除
機
で
は
な
く
雑
巾
や

ホ
ウ
キ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

洗
面
所

掃
除
機
を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
掃
除
機
に
使
用
し
て
い
た
消
費
電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掃
除
機
の
パ
ワ
ー
を
使
い
分
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

洗
面
所

掃
除
機
は
弱
、
中
、
強
な
ど
と
パ
ワ
ー
を
設
定
で
き
ま
す
。
畳
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
弱
で
十
分
で

す
。
絨
毯
な
ど
は
強
に
設
定
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
設
定
を
使
い
分
け
消
費
電
力
を
削
減
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
機
は
一
気
に
か
け
る
よ
う
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

掃
除
機
を
か
け
る
時
は
あ
ら
か
じ
め
片
付
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
掃
除
機
の
利
用
時
間
を
減
ら
す
こ

と
で
年
間
約

1
2
0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
C
O
2
は
年
間
約

2
ｋ
ｇ
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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表
B
.6
:
追
加
推
薦

P
E
B
(6
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

家
族
や
知
人
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う

よ
う
薦
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

自
治
体
な
ど
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
提
案
す
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
身
近
な
人
に
環
境

配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
勧
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
は
、
詰
め
替

え
可
能
な
製
品
を
優
先
す
る
よ
う
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

詰
め
替
え
可
能
な
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
製
品
を
使
用
後
に
ゴ
ミ
と
な
る
容
器
の
削

減
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

特
定
フ
ロ
ン
を
使
用
し
て
い
る
カ
ー
エ

ア
コ
ン
を
廃
棄
す
る
と
き
は
業
者
に
依

頼
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

洗
面
所

フ
ロ
ン
は
化
学
的
に
安
定
し
て
い
る
た
め
、
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
と
、
地
上
か
ら
約

10
k
m
の
対
流
圏

内
で
ほ
と
ん
ど
分
解
さ
れ
ず
に
成
層
圏
に
達
し
、
そ
こ
で
短
波
長
の
紫
外
線
に
よ
り
化
学
分
解
さ
れ
塩
素

原
子
を
放
出
し
ま
す
。
こ
の
塩
素
原
子
が
成
層
圏
の
オ
ゾ
ン
を
連
鎖
的
に
破
壊
し
ま
す
。

お
米
は
無
洗
米
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

水
を
節
水
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

お
米
を
研
ぐ
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
無
洗
米
も
便
利
で
す
ね
。
無
洗
米
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
お
米

を
研
ぐ
水
を
節
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
は
ま
め
に
掃
除
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

台
所

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
が
出
る
と
こ
ろ
が
詰
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
効
率
が
悪
く
な
り
、
余
計
に
ガ
ス
を
消
費
し

て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
よ
う
じ
な
ど
を
使
用
し
て
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
ま
め
に
掃
除
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

使
っ
た
ラ
ッ
プ
を
再
利
用
す
る
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

使
っ
た
ラ
ッ
プ
は
捨
て
ず
に
丁
寧
に
洗
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
上
手
に
使
え
ば

2
、

3
回
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
ゴ
ミ
の
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

少
し
の
お
湯
を
沸
か
す
時
は
電
子
レ
ン

ジ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

1
杯
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
時
な
ど
、
や
か
ん
で
お
湯
を
沸
か
す
と
時
間
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
ガ
ス
代
も

か
か
り
ま
す
。
電
子
レ
ン
ジ
（
6
0
0
Ｗ
）
で
あ
れ
ば
、
短
時
間
で
温
め
る
こ
と
が
で
き
、
1
回
当
り
約

2.
9

円
で
済
み
ま
す
。
や
か
ん
で

1
.8
リ
ッ
ト
ル
分
の
お
湯
を
沸
か
す
と
、
約

3.
4
円
に
な
る
た
め
、
電
子
レ
ン

ジ
で
温
め
る
こ
と
で
約

0
.5
円
節
約
に
な
り
、
早
く
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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表
B
.7
:
追
加
推
薦

P
E
B
(7
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

食
材
の
廃
棄
を
少
な
く
す

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

わ
ざ
わ
ざ
外
国
で
食
材
を
買
い
つ
け
て
、
海
を
渡
り
山
を
越
え
て
運
び
、
調
理
し
た
あ
げ
く
食
べ
ず
に
捨
て
る
。
も
っ

た
い
な
い
の
極
み
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
食
材
の
廃
棄
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
食
べ
き
れ
る

サ
イ
ズ
の
食
料
を
買
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

廃
油
で
石
け
ん
を
作
る
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

廃
油
を
使
っ
て
石
け
ん
を
作
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
作
り
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
1
個

1
0
0
円
の
石
鹸
を
月
に

2
個
買
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
月
々
約

2
00
円
、
年
間
約

2,
40
0
円
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

”
沸
か
し
た
お
湯
は
魔
法

瓶
で
保
温
す
る
よ
う
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

沸
か
し
た
お
湯
を
電
気
ポ
ッ
ト
で
保
温
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
電
気
代
が
か
か
る
た
め
、
魔
法
瓶
を
使
用
し
て
保
温

す
る
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
消
費
電
力

1
5
W
の
電
気
ポ
ッ
ト
で

1
日

8
時
間
保
温
し
て
い
た
も
の
を
魔
法
瓶
で
保
温
す
る

こ
と
に
し
た
場
合
、
月
々
約

8
3
円
、
年
間
約

9
9
6
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

油
は
捨
て
ず
に
再
利
用
す

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

揚
げ
物
で
使
う
食
用
油
は
、
1
度
だ
け
で
な
く
、
2
度
、
3
度
と
利
用
で
き
ま
す
。
40

0
ｇ
（
25
0
円
）
の
食
用
油
を
月

1

本
、
再
利
用
し
た
場
合
、
月
々
2
5
0
円
、
年
間

3
0
0
0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
使
用
す
る
油
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

揚
げ
物
の
油
き
り
に
古
紙

を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

台
所

揚
げ
物
の
油
き
り
の
時
、
い
ら
な
く
な
っ
た
新
聞
紙
や
必
要
の
な
い
古
紙
な
ど
の
上
に
ク
ッ
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を

1
枚

引
く
こ
と
で
、
下
に
あ
る
紙
が
油
を
吸
収
し
て
く
れ
ま
す
。
月

1
つ
使
っ
て
い
た
ク
ッ
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー

25
0
円
が
、

2
ヶ
月
に

1
つ
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
間

1
5
0
0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冷
蔵
庫
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
は

距
離
を
離
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

冷
蔵
庫
の
種
類
に
よ
り
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
は
周
囲
の
温
度
が

5
度
上
昇
す
る
だ
け
で
電
気
代
が
約

15
～
20
％
も
上
昇
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
近
く
に
置
く
こ
と
で
、
温
度
が
上
昇
し
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
と
冷
蔵
庫
の
距
離
は
離
れ
た
場
所
に
置
く
と
電
気
代
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冷
蔵
庫
の
開
け
閉
め
を
減

ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

冷
蔵
庫
を
開
け
る
と
、
冷
蔵
庫
内
の
温
度
が
上
昇
し
て
し
ま
う
た
め
、
電
気
を
消
費
し
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、

入
っ
て
い
る
も
の
の
場
所
を
把
握
し
、
必
要
な
時
以
外
は
冷
蔵
を
開
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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表
B
.8
:
追
加
推
薦

P
E
B
(8
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

職
場
や
飲
食
店
に
マ
イ
カ
ッ
プ
や
マ
イ

箸
を
持
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

台
所

飲
食
店
の
一
部
で
は
マ
イ
食
器
持
ち
込
み

O
K
だ
っ
た
り
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
持
ち
込
む
こ
と

で
割
引
し
て
く
れ
る
所
も
あ
り
ま
す
。
持
ち
込
み
可
能
な
お
店
で
は
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

職
場
で
毎
日
紙
コ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
マ
イ
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

野
菜
を
購
入
す
る
と
き
は
、
海
外
産
の

野
菜
で
は
な
く
地
元
の
野
菜
に
購
入
す

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
概
念
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
、
各
国
で
消
費
さ
れ
る
食
糧
の
重
量

に
生
産
地
と
消
費
地
の
間
の
距
離
を
か
け
た
値
で
、
遠
く
か
ら
運
ん
で
く
る
ほ
ど
値
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
の
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
二
位
の
韓
国
に
三
倍
差
を
つ
け
て
世
界
一
位
で
す
。
最
近
は
、
多

く
の
ス
ー
パ
ー
で
商
品
に
原
産
国
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
野
菜
を
選
ぶ
こ
と
は
エ
コ
に
も

貢
献
で
き
る
と
知
っ
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

自
宅
の
家
電
を
よ
り
低
消
費
電
力
な
も

の
に
変
え
ら
れ
る
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん

か
？

台
所

家
電
の
省
エ
ネ
性
能
は
、
エ
コ
度
と
い
う
意
味
合
い
以
外
に
も
、
電
気
代
の
節
約
と
い
う
実
利
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
も
含
ん
で
い
ま
す
。
特
に
だ
い
ぶ
古
く
な
っ
た
も
の
な
ど
は
、
変
え
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
買
い
換
え
る
べ
き
か
判
断
す
る
た
め
に
も
、
是
非
一
度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

掃
除
に
は
、
掃
除
機
で
は
な
く
雑
巾
や

ホ
ウ
キ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

台
所

掃
除
機
を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
掃
除
機
に
使
用
し
て
い
た
消
費
電
力
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掃
除
機
の
パ
ワ
ー
を
使
い
分
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

台
所

掃
除
機
は
弱
、
中
、
強
な
ど
と
パ
ワ
ー
を
設
定
で
き
ま
す
。
畳
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
弱
で
十
分
で

す
。
絨
毯
な
ど
は
強
に
設
定
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
設
定
を
使
い
分
け
消
費
電
力
を
削
減
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
や
知
人
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う

よ
う
薦
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

自
治
体
な
ど
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
提
案
す
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
身
近
な
人
に
環
境

配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
勧
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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表
B
.9
:
追
加
推
薦

P
E
B
(9
)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

寝
る
と
き
は
エ
ア
コ
ン
を
使
用
せ
ず
湯

た
ん
ぽ
を
使
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

寝
る
時
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
暖
房
器
具
は
使
わ
ず
に
湯
た
ん
ぽ
を
使
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
湯
た

ん
ぽ
を
タ
オ
ル
に
包
ん
で
布
団
の
足
元
に
入
れ
る
と
、
暖
か
く
眠
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
暖
房
代
を
節

約
で
き
ま
す
。

日
中
に
電
気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
電
気
を
ナ
イ
ト
プ
ラ
ン
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

日
中
に
電
気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
深
夜
に
電
気
を
使
う
こ
と
が
多
い
人
な
ら
、
深
夜
電
力
（
例
：
22
～

8
時
東
京
電
力
「
お
ト
ク
な
ナ
イ
ト

1
0
」）
の
方
が
通
常
の
電
気
代
よ
り
も

6
0
％
安
く
な
り
ま
す
。
通
常

の
プ
ラ
ン
で

1
0
0
0
0
円
利
用
し
て
い
た
場
合
、
6
00

0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ビ
ー
ル
の
飲
み
残
し
を
拭
き
掃
除
用
洗

剤
の
代
わ
り
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
所

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
と
、
飲
み
残
し
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
。
飲
み
残
し
の
ビ
ー
ル
は
、
拭
き
掃
除
専
用
の
洗
剤
代
わ
り
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ら
な

い
雑
巾
や
布
な
ど
に
ビ
ー
ル
を
つ
け
て
拭
き
、
水
拭
き
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
す
。
ビ
ー
ル
の
ア
ル
コ
ー

ル
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
し
つ
こ
い
油
汚
れ
を
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
時
は
カ
ー
テ
ン

を
閉
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
こ
と
で
、
冷
房
時
に
窓
か
ら
直
射
日
光
の
侵
入
を
さ
え
ぎ
り
、
室
温
の
上
昇
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
暖
房
時
に
は
室
温
が
下
が
る
こ
と
を
防
い
で
く
れ
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
夏
場
に
冷
房
温
度
を

1
度
上
げ
、
冬
場
に
暖
房

温
度
を

1
度
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
間
約

1
00

0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
引
き
出
し
な
ど
に
し
て

再
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

残
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
捨
て
ず
に
、
収
納
家
具
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
家
具
店
で
収
納

家
具
を
買
う
必
要
も
な
く
な
り
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
様
に
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
や
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
も

で
き
て
楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ち
ょ
っ
と
席
を
離
れ
る

と
き
は
ス
タ
ン
バ
イ
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
に
関
し
て
で
す
が
、
実
は
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
も
消
費
電
力
は
下
が
ら

な
い
の
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ち
ょ
っ
と
席
を
離
れ
る
と
き
は
ス
タ
ン
バ
イ
に
し
ま
し
ょ
う
。
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表
B
.1
0:
追
加
推
薦

P
E
B
(1
0)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

パ
ソ
コ
ン
を
１
時
間
以
上
使
わ
な
い
の

で
あ
れ
ば
休
止
（
ま
た
は
ス
リ
ー
プ
）
に

す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
に
関
し
て
で
す
が
、
実
は
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
も
消
費
電
力
は
下
が
ら

な
い
の
で
す
。
１
時
間
以
上
使
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
休
止
（
ま
た
は
ス
リ
ー
プ
）
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
や
金
属
部
分
の
分

離
な
ど
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

ご
み
を
減
ら
す
活
動
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
他
、
埋
め
立
て
地
の
利
用
を

減
ら
す
と
い
う
観
点
か
ら
も
有
効
で
す
。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
子
機
器
か
ら
は
、
貴
金
属
や

貴
重
な
物
質
が
回
収
で
き
ま
す
。
回
収

B
O
X
は
家
電
量
販
店
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

不
用
な
も
の
を
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

な
ど
の
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
使
う

こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
立
派
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
は

不
用
な
品
物
で
も
、
全
国
何
万
人
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
誰
か
が
き
っ
と
欲
し
が
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
は

Y
a
h
o
o
!オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
最
大
手
の
サ
イ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
場
の
冷
房
は
エ
ア
コ
ン
の
羽
根
を
上

向
き
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

冷
気
は
下
に
集
ま
り
や
す
い
の
で
部
屋
を
効
率
的
に
冷
や
す
た
め
に
は
、
羽
は
上
向
き
に
す
る
の
が
良
い

で
す
。
効
率
よ
く
部
屋
を
冷
や
す
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使
わ
な
い
リ
モ
コ
ン
は
電
池
を
抜
く
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

使
用
頻
度
の
低
い
リ
モ
コ
ン
や
懐
中
電
灯
に
入
っ
て
い
る
電
池
は
、
抜
い
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
電

池
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
い
る
だ
け
で
、
電
池
は
早
く
放
電
し
て
し
ま
い
ま
す
。
既
に
使
用
し
て
い
る
リ

モ
コ
ン
な
ど
か
ら
、
電
池
を
外
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
余
分
な
電
池
を
購
入
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
と

も
に
、
効
率
よ
く
電
池
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
宅
で
使
う
電
気
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
用
い
て
発
電
し
て
も
ら
う
た
め

に
グ
リ
ー
ン
証
書
を
購
入
す
る
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

グ
リ
ー
ン
証
書
と
は
、
割
高
な
電
気
料
金
を
支
払
う
こ
と
で
、
電
力
会
社
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用

い
た
発
電
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
証
明
書
で
す
。
家
庭
用
は

5
0k

W
h
/3

00
0
円
程
度
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
グ
リ
ー
ン
証
明
書
が
一
枚
く
ら
い
手
元
に
あ
る
と
エ
コ
活
動
へ
の
参
加
を
実
感
で
き
ま
す

し
、
お
子
さ
ん
へ
の
環
境
教
育
や
、
話
の
種
に
も
な
り
ま
す
ね
。
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表
B
.1
1:
追
加
推
薦

P
E
B
(1
1)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

不
要
な
書
籍
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
売
却
す
る
よ
う
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

１
度
読
ん
で
も
う
読
ま
な
い
本
な
ど
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
最
近
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
書
籍
を
購
入
し

た
後
は
す
ぐ
に
読
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
す
れ
ば
、
高
い
値
段
で
売
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
1
5
0
0
円
で
買
っ
た
新
書
を

8
0
0
円
で
売
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

8
00
円
節
約
で
き
ま
す
。

不
要
な
書
籍
は
古
本
屋
で
売
却
す
る
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

読
ま
な
く
な
っ
た
書
籍
は
古
本
屋
に
売
却
す
れ
ば
お
金
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
本
が
置
い
て
あ
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
他
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

節
電
タ
ッ
プ
を
使
う
よ
う
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

電
化
製
品
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
挿
し
て
い
る
だ
け
で
待
機
電
力
が
消
費
さ
れ
る
た
め
、
電
気
代
が
余
計
に
か

か
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
な
ど
全
て
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
だ
け
で
、

待
機
電
力
代
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
節
電
タ
ッ
プ
を
使
用
す
る
こ
と
で
消
費
電
力
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

太
陽
光
や
風
力
な
ど
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
で
金
銭
的
に
元
を
取
る
の
は
現
状
で
は
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
２
年
ほ

ど
で
製
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
回
る
だ
け
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
ん
で
く
れ
る
の
で
、
そ
の
後
は
自

動
で
エ
コ
活
動
を
し
て
く
れ
る
優
れ
も
の
で
す
。

片
面
刷
り
の
紙
を
メ
モ
用
紙
に
使
う
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

片
面
刷
り
の
紙
は
、
メ
モ
用
紙
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
メ
モ
用
紙
を
買
わ
ず
に
済
み
ま
す
。
古
紙
を

再
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
月
に

1
00
円
の
メ
モ
用
紙
を

1
冊
買
っ
て
い
た
場
合
、
年
間

12
00
円

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
企
業
の
環
境
報
告
書
を
読
ん
で

そ
の
企
業
の
環
境
活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

環
境
報
告
書
と
は
、
企
業
が
自
分
た
ち
の
環
境
保
護
活
動
、
あ
る
い
は
環
境
負
荷
低
減
の
た
め
の
取
り
組

み
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。
電
力
会
社
や
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
会
社
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
使
う
企

業
は
環
境
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
し
、
親
戚
や
知
人
の
企
業
の
環
境
活
動
を
知
っ

た
り
教
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
環
境
学
習
の
観
点
か
ら
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。
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表
B
.1
2:
追
加
推
薦

P
E
B
(1
2)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

地
球
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
企
業
の
商
品
を
購
入
す

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

リ
ビ
ン
グ

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
買
い
物
を
す
る
時
に
、
で
き
る
だ
け
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
を
選
ん
で
購
入
す
る
消
費
者
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
企
業
の
環
境
貢
献
度
を
調
べ
る
こ
と
も
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
と
し
て
重
要
で
す
の
で
、
同
時
に
企
業
リ
リ
ー
ス
を
継
続
的
に
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
マ
ー
ク
等
の
つ
い
た

商
品
を
購
入
す
る
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

エ
コ
マ
ー
ク
と
は
環
境
保
全
に
役
立
ち
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
商
品
が
認
定
を
受
け
つ
け
る
ラ
ベ
ル
で
、
環
境
に

配
慮
さ
れ
た
商
品
を
選
ぶ
た
め
の
目
安
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
特
に
文
具
な
ど
の
日
用
品
は
、
性
能
や
価
格
、
デ
ザ

イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
エ
コ
性
能
を
求
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

地
球
環
境
保
護
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
単

発
的
に
参
加
す
る
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
か
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ェ
ブ
」
と
い
う
内
閣
府
の

H
P
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
や

W
eb

サ
イ
ト
は
数
多
数
あ
り
ま
す
。

地
域
の
緑
化
活
動
な
ど
の

運
営
を
手
助
け
す
る
よ
う

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

水
俣
市
や
杉
並
区
は
環
境
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
熱
心
な
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
や
県
の
ほ
か
に
、

P
T
A
や
町
内
会
レ
ベ
ル
の
自
治
体
で
も
い
く
つ
か
の
エ
コ
活
動
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
活
動
が
難
し
け
れ
ば
、

町
内
会
の
お
祭
り
の
後
片
付
け
の
よ
う
な
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
も
い
い
で
す
ね
。

地
球
環
境
保
護
に
役
立
つ

金
融
商
品
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
ビ
ン
グ

投
資
の
中
に
は
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
優
れ
て
い
る
企
業
や
、
環
境
に
関
連
す
る
事
業
を
行
う
企
業
に
投
資
を
行
い
、

環
境
問
題
解
決
を
応
援
す
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。
投
資
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
地
銀
な
ど
が
預
金
額
に
応

じ
て
銀
行
が
エ
コ
活
動
を
行
う
よ
う
な
定
期
預
金
を
設
定
い
ま
す
の
で
、
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
*た
だ

し
投
資
は
自
己
責
任
で
す
。

掃
除
機
の
パ
ワ
ー
を
使
い

分
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

掃
除
機
は
弱
、
中
、
強
な
ど
と
パ
ワ
ー
を
設
定
で
き
ま
す
。
畳
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
弱
で
十
分
で
す
。
絨
毯
な

ど
は
強
に
設
定
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
設
定
を
使
い
分
け
消
費
電
力
を
削
減
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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表
B
.1
3:
追
加
推
薦

P
E
B
(1
3)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

掃
除
機
は
一
気
に
か
け
る
よ
う
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

掃
除
機
を
か
け
る
時
は
あ
ら
か
じ
め
片
付
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
掃
除
機
の
利
用
時
間
を
減
ら
す
こ

と
で
年
間
約

1
2
0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
C
O
2
は
年
間
約

2
ｋ
ｇ
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
族
や
知
人
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う

よ
う
薦
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

自
治
体
な
ど
に
環
境
配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
提
案
す
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
身
近
な
人
に
環
境

配
慮
行
動
を
行
う
よ
う
に
勧
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

寝
る
と
き
は
エ
ア
コ
ン
を
使
用
せ
ず
湯

た
ん
ぽ
を
使
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

寝
る
時
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
暖
房
器
具
は
使
わ
ず
に
湯
た
ん
ぽ
を
使
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
湯
た

ん
ぽ
を
タ
オ
ル
に
包
ん
で
布
団
の
足
元
に
入
れ
る
と
、
暖
か
く
眠
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
暖
房
代
を
節

約
で
き
ま
す
。

日
中
に
電
気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
電
気
を
ナ
イ
ト
プ
ラ
ン
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

日
中
に
電
気
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
深
夜
に
電
気
を
使
う
こ
と
が
多
い
人
な
ら
、
深
夜
電
力
（
例
：
22
～

8
時
東
京
電
力
「
お
ト
ク
な
ナ
イ
ト

1
0
」）
の
方
が
通
常
の
電
気
代
よ
り
も

6
0
％
安
く
な
り
ま
す
。
通
常

の
プ
ラ
ン
で

1
0
0
0
0
円
利
用
し
て
い
た
場
合
、
6
00

0
円
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ビ
ー
ル
の
飲
み
残
し
を
拭
き
掃
除
用
洗

剤
の
代
わ
り
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
と
、
飲
み
残
し
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
。
飲
み
残
し
の
ビ
ー
ル
は
、
拭
き
掃
除
専
用
の
洗
剤
代
わ
り
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ら
な

い
雑
巾
や
布
な
ど
に
ビ
ー
ル
を
つ
け
て
拭
き
、
水
拭
き
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
す
。
ビ
ー
ル
の
ア
ル
コ
ー

ル
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
し
つ
こ
い
油
汚
れ
を
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。

電
球
や
か
さ
を
こ
ま
め
に
掃
除
す
る
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

ラ
ン
プ
や
か
さ
が
汚
れ
る
と
、
明
る
さ
は
極
端
に
低
下
し
ま
す
。
電
球
や
か
さ
を
こ
ま
め
に
お
手
入
れ
し

ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
製
品

は
、
再
生
紙
を
利
用
し
た
製
品
を
優
先

し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
使
用
し
て
ト
イ
レ
に
流
さ
れ
る
と
、
二
度
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
リ
サ

イ
ク
ル
に
適
し
た
貴
重
な
資
源
と
い
わ
れ
る
紙
、
そ
の
原
料
と
な
る
木
材
や
パ
ル
プ
を
、
一
回
し
か
使
え

な
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
再
生
紙
を
利
用
し
た
製
品
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。
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表
B
.1
4:
追
加
推
薦

P
E
B
(1
4)

追
加
推
薦

P
E
B

推
薦
す
る
場
所

追
加
推
薦

P
E
B
の
詳
細

水
漏
れ
の
点
検
を
こ
ま
め
に
行
う
よ
う

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

ト
イ
レ
の
水
漏
れ
な
ど
な
い
で
し
ょ
う
か
？
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
日
常
生
活
に
お
け
る
水
の
節
約
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

地
域
に
お
け
る
集
団
回
収
や
不
要
品
交

換
会
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
参
加

や
協
力
す
る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

地
球
環
境
保
護
の
た
め
の

N
P
O
に
参
加
す
る
な
ど
と
聞
く
と
と
て
も
敷
居
の
高
い
も
の
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
ま
ず
は
地
域
に
お
け
る
集
団
回
収
や
不
要
品
交
換
会
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
参
加
や
協
力
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

地
球
環
境
問
題
と
私
た
ち
の
日
常
生
活

や
事
業
活
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
べ

る
よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

日
本
人
が
石
油
を
一
日
に
何
リ
ッ
ト
ル
使
っ
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
自
分
た
ち
が
ど
れ
く
ら
い

地
球
を
い
じ
め
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
も
は
や
義
務
と
も
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
で

き
る
こ
と
な
ら
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

市
や
環
境
関
連
団
体
な
ど
が
主
催
す
る

環
境
学
習
会
な
ど
へ
参
加
す
る
よ
う
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

環
境
学
習
会
は
様
々
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
で
行
わ
れ
て
い
る
環
境
学
習
会
に
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

グ
ル
ー
プ
で
環
境
学
習
会
を
開
催
す
る

よ
う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ト
イ
レ

自
分
一
人
で
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
環
境
学
習
会
を
開
い
て
み
る
こ
と
は
環
境

学
習
の
観
点
か
ら
は
い
い
こ
と
で
す
。

B15



付録 C システムの有効性評価実験の生活習慣ア

ンケート

付録Cでは、本文 4.3.2.1で述べた生活習慣アンケートを以下に記載する。

C1



 1111 / 3333 

 

            生活習慣を問う事前アンケート 

                          日付： 

                          氏名： 

1. 朝何時頃によく起きますか？ 時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答えくだ

さい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

2. 何時頃によく歯磨きをしますか？ 時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答え

ください。また、一日に二回以上される場合は、それぞれ何時くらいかお答え下さい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

3. 何時頃によく洗面台でシャンプーをしますか？ 時間がバラバラな時は何時くらいが

多いかお答えください。また、しないのであれば「しない」に丸をつけてください。 

 

平日の場合：         休日の場合：            しない 

 

4. 何時頃によくお風呂に入ったり、シャワーを浴びられたりしますか？ 時間がバラバ

ラな時は何時くらいが多いかお答えください。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

5. オール電化のご家庭ですか？ 「はい」「いいえ」のいずれかに丸をつけてください。 

 

はい    いいえ 

 

6. 何時頃によくご飯を作りますか？ 時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答え

ください。また、一日に二食以上作る場合は、それぞれ何時くらいかお答え下さい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                
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7. 食器洗い洗浄機をお持ちですか？ 「はい」「いいえ」のいずれかに丸をつけてくだ

さい。 

 

   はい    いいえ 

 

8. 何時頃によくご飯の後片付けをしますか？ 時間がバラバラな時は何時くらいが多い

かお答えください。また、一日に二回以上片付ける場合は、それぞれ何時くらいかお

答え下さい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

9. 自動車をお持ちですか？ 「はい」「いいえ」のいずれかに丸をつけてください。 

 

   はい    いいえ 

 

10. 仕事に行くのに何時くらいに家を出ますか？ 出勤時間がバラバラな時は何時くらい

が多いかお答えください。仕事をしていない場合は「していない」に丸をつけてくだ

さい。自宅勤務の場合は「自宅勤務」に丸をつけてください。 

 

していない    自宅勤務 

 

11. 何時ごろよく買い物に出かけますか？時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答

えください。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

12. 仕事をしている方にお聞きします。勤務先から何時頃によく帰宅しますか？時間がバ

ラバラな時は何時くらいが多いかお答えください。 

 

                     

 

13. 何時頃にテレビをよく見ますか？時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答えく

ださい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                
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14. パソコンをお持ちですか？「はい」「いいえ」のいずれかに丸をつけてください。 

 

   はい    いいえ 

 

15. 「はい」と答えた方にお聞きします。何時頃にパソコンをよく使いますか？時間がバ

ラバラな時は何時くらいが多いかお答えください。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

16. 電気ポットをお持ちですか？「「はい」「いいえ」のいずれかに丸をつけてください。 

 

   はい    いいえ 

 

17. 「はい」と答えた方にお聞きします。何時頃に電気ポットをよく使用しますか？時間

がバラバラな時は何時くらいが多いかお答えください。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

18. 何時頃によく掃除をしますか？時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答えくだ

さい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                

 

 

19. 何時頃によく洗濯をしますか？時間がバラバラな時は何時くらいが多いかお答えくだ

さい。 

 

平日の場合：           休日の場合：                
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付録 D システムの有効性評価実験のPEB実行

頻度アンケート

付録Dでは、本文 4.3.2.2で述べた PEB実行頻度アンケートを以下に記載する。

D1



 

 

 1111 / 7777 

 

環境配慮行動実行頻度アンケート  

                日付： 

                           氏名： 

     

Ｑ１：ここ１週間の間で以下の環境配慮行動（Pro Environmental Behavior, PEB）の実行頻度について

お答え下さい。当てはまるところに丸をつけてください。PEB を実行できる機会がなかった場合は

「機会がなかった」にチェックをつけてください。 

 

 

 

 

 

• 家を出る時は、家電の電源や照明などをすべ 

て消すようにしている。 

 

• 移動の時は、なるべく公共交通機関を利用す

るようにしている。 

 

• 少しの移動の時は、自転車か徒歩で行くよう 

にしている。 

 

• 自動車の発進時には、ゆっくりアクセルを踏 

むようにしている。 

 

• 自動車に乗る時は、アイドリングストップを 

行うようにしている。 

 

• 違法駐車や迷惑駐車をやめるようにしている。 

 

 

• 買い物には買い物袋を持参するなど、レジ袋 

や過剰包装を断るようにしている。 

 

• 日用品を買う時は、環境負荷の小さいものを 

買うようにしている。 

 

• 自分が住んでいる地域でとれる食材を購入     

するようにしている。 

いつも 

する 

よく 

する 

時々 

する 

あ ま り

しない 

まったく 

しない 

機会が 

なかった 

D2 



 

 

 2222 / 7777 

 

 

 

 

• 不用になったものは、知人に譲る、または、バ 

ザーやフリーマーケット等にまわすようにして 

いる。 

 

• 外出時には、水筒などの再利用可能な容器を利 

用するようにしている。 

 

• 夏の冷房時の室温は２８度を目安にするよう    

にしている。 

 

• 冷房・暖房は必要な時だけつけるようにして 

いる。 

 

• エアコンのフィルターをこまめに掃除するよ

うにしている。 

 

• 家電製品を使わない時は、コンセントからプ    

ラグを抜くようにしている。 

 

• 部屋に誰もいない時は照明を消すようにして    

いる。 

 

• テレビを見ない時は消すようにしている。     

 

 

• テレビを見る時は、画面を明るすぎないよう    

にしている。 

 

• テレビを消す時は、主電源を OFF にするよう

にしている。 

 

• パソコンを使わない時は、電源を切るように    

している。 

 

 

いつも 

する 

よく 

する 

時々 

する 

あ ま り

しない 

まったく 

しない 

機会が 

なかった 

D3 



 

 

 3333 / 7777 

 

 

 

 

• 電気ポットを長時間使用しない時はプラグを    

抜くようにしている。 

 

• 掃除機をかける時は、部屋を片付けてからか 

けるようにしている。 

 

• 掃除機の集塵バックは適宜取り替えるように 

している。 

 

• 物が壊れた時は、自分で直す、または、修理 

に出すなどして、長く使うようにしている。 

 

• 湯沸かし器の口火はその都度消すようにして    

いる。 

 

• 洗剤や使用済みの油や生ごみを下水等に流さ    

ないようにしている。 

 

• 食器洗いをする時は、溜め洗いを行うように 

している。 

 

• 食器や鍋などは、汚れを拭き取ってから洗う    

ようにしている。 

 

• 食器を洗う時は、湯の温度を４０度から３８ 

度に下げるようにしている。 

 

• 食器を洗う時は、水道をこまめに止めるよう 

にしている。      

 

• 冷蔵庫の中にものを詰め込みすぎないように    

している。 

 

• 冷蔵庫を開けている時間を少なくするように    

している。 

いつも 

する 

よく 

する 

時々 

する 

あ ま り

しない 

まったく 

しない 

機会が 

なかった 

D4 



 

 

 4444 / 7777 

 

 

 

 

• 野菜の下ごしらえには電子レンジを使用する    

ようにしている。 

 

• ガスコンロを使う時は、炎が鍋底からはみだ    

さないように調整するようにしている。 

 

• 食器洗い乾燥機を使用する時は、まとめ洗い

をするようにしている。 

 

• 古紙、牛乳パック、ペットボトル、空き缶な    

どリサイクル回収される資源ごみは回収に回

すようにしている。 

 

• 小売店が行うトレイやペットボトルなどの分    

別回収に協力するようにしている。 

 

• ビールビンなどのリターナブルビンは、販売    

店に返却するようにしている。 

 

• 生ごみは水を良く切ってゴミに出すようにし 

ている。  

 

• 歯磨き、シャンプー時は水を流しっぱなしに    

しないようにしている。 

 

• 入浴は間隔を空けずに行うようにしている。    

 

 

• シャワーをこまめに止めるようにしている。     

 

 

• 浴槽には蓋をし、お湯の温度を冷めにくくす

るようにしている。 

 

 

いつも 

する 

よく 

する 

時々 

する 

あ ま り

しない 

まったく 

しない 

機会が 

なかった 
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• お風呂の残り湯は、洗濯などに利用するよう 

にしている。 

 

• 洗剤を適量使用するようにしている。       

 

 

• 洗濯はまとめ洗いを行うようにしている。     

 

 

• 最初にタオルで髪を乾かすなど、ドライヤー    

の使用時間を減らすようにしている。 

 

• トイレを使わない時は便座のふたを閉めるよ

うにしている。 

 

• 便座暖房の温度を低めにするようにしている。   

 

 

• 洗浄水の温度を低めするようにしている。     

 

 

• 寒い季節以外は、温水洗浄便座のスイッチ    

を切るようにしている。 

 

• トイレを流す時は、大小を使い分け、節水す

るようにしている。 

 

• エアコン、テレビ、冷蔵庫、照明以外の家電 

製品を購入する時は、環境負荷の小さいもの 

を購入するようにしている。 

 

 

 

 

 

いつも 

する 

よく 

する 

時々 

する 

あ ま り

しない 

まったく 

しない 

機会が 

なかった 
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Ｑ２：ここ１週間の間で以下の PEB の実行頻度についてお答え下さい。当てはまるところに丸をつけて

ください。 

 

 

 

 

• 地球環境保護のための NPO に参加し活動する

ようにしている。 

 

• 自分の所属する自治体にエコ活動の実地を提    

案するようにしている。 

 

• 書籍やインターネットなどで地球温暖化の実    

態や環境保護の活動について学習するように 

している。 

 

• 地球環境保護を目的とした募金活動に募金を    

するようにしている。 

 

 

Ｑ３：ここ１週間で以下の PEB を実行したかお答えください。「はい」「いいえ」のいずれかに丸をつけ

てください。PEB を実行できる機会がなかった場合は「機会がなかった」にチェックをつけてくだ

さい。 

 

 

• 車を買い換える時は、ハイブリッド自動車な 

どの環境負荷の小さいものを購入した。 

 

 

• エアコンを買い換える時は、環境負荷の小さ 

いものを購入した。 

 

 

• テレビを買い換える時は、環境負荷の小さい 

ものを購入した。 

 

機会が 

なかった 

いつも 

する 

よく 

する 

時々 

する 

あ ま り

しない 

まったく 

しない 

はい いいえ 

はい いいえ 

はい いいえ 
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• 冷蔵庫を買い換える時は、環境負荷の小さい 

ものを購入した。 

 

• 照明を買い換える時は、環境負荷の小さいも

のを購入した。 

 

• 冷蔵庫は壁から適切な間隔で設置した。 

 

 

• 節水コマなどの節水機器を導入した。  

 

ごごごご協力協力協力協力ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    

はい いいえ 

はい いいえ 

はい いいえ 

はい いいえ 

機会が 

なかった 

D8 



付録 E システム有効性評価実験の有効性評価ア

ンケート

付録 Eでは、本文 4.3.2.1で述べた有効性評価アンケーを以下に示す。

E1



 1111 / 7777 

 

                 評価アンケート 

                          日付： 

                          氏名： 

 

本システムに関して、以下の問いにお答えください。あてあまるところに丸をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

Ｑ１．１ 

環境配慮行動（PEB）を行ったことだけを送信

する時の操作方法が簡単だった。 

 

 

Ｑ１．２ 

環境配慮行動を行ったことと一緒につぶやき

を送信する時の操作方法が簡単だった。 

 

 

Ｑ１．３ 

つぶやきだけを送信する時の操作方法が簡単

だった。 

 

 

 

 

 

Ｑ２．１ 

自分のいる場所に応じたタイムラインが表示

されていた。 

例：トイレにいる時はトイレのタイムラインが

表示され、リビングにいる時は、リビングのタ

イムラインが表示された） 

 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 
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Ｑ２．２ 

自分のいる場所と時間に応じて適切な PEB が推 

薦されていた。 

 

 

Ｑ２．３ 

PEB が推薦された時の音や振動に必ず気付いた。 

 

 

 

Ｑ２．４ 

推薦された PEB を見て、PEB を行う機会がある

ことに気付いたことが多かった。 

例：「こんな PEB ができるとか気付かなかった

なぁ」「この PEB するの忘れてたなぁ」などと

思った。 

 

Ｑ２．５ 

画面に表示された他のメンバーの足跡（PEB を

行った履歴）を見て、PEB を行う機会があるこ

とに気付いたことが多かった。 

例：「こんな PEB ができるとか気付かなかった

なぁ」「この PEB するの忘れてたなぁ」などと

思った。 

 

 

 

Ｑ３．１ 

PEB を行ったことやつぶやきを送信する際に、

他のメンバーのことを気にして送る内容を考

えなければならないストレスを感じた。 

例：「こんなこと送りづらいなぁ。やっぱり他

のことを送ろう」「こんなこと送っていいのか

なぁ。内容変えたほうがいいのかな。」など思

い、それがストレスに感じた。 

 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 

E3 



 3333 / 7777 

 

 

 

 

Ｑ３．２ 

他のメンバの反応を期待して、PEB を行ったこ

とやつぶやきを送信していた。 

 

 

次の質問はＱ３．１、Ｑ３．２の２つの質問で、どちらかどちらかどちらかどちらか一方一方一方一方でもでもでもでも「「「「そうそうそうそう思思思思わないわないわないわない」「」「」「」「あまあまあまあま

りそうりそうりそうりそう思思思思わないわないわないわない」」」」と答えられた方のみお答え下さい。 

 

Ｑ３．３ 

「そう思わない」「あまりそう思わない」と思ったのはなぜですか？以下の理由の中で当

てはまるものにすべてチェックをつけてください。 

 

PEB を行ったことだけを送信する時に、画面をワンタッチするだけで送信するこ

とができたから。 

 

PEB を行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必要が無かった

から。 

 

つぶやく際に字数が制限されていたから。 

 

つぶやく内容が独り言だったから。 

 

その他（                               ） 

 

 

 

 

ここからすべての方がお答えください。 

 

Ｑ３．４ 

他のメンバーの行ったPEBやつぶやきに対して、

つぶやかなければならないと感じた。 

 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 
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Ｑ３．５ 

自分の行ったPEBやつぶやきに対して他のメン

バーからのつぶやきがあった際に、さらにつぶ

やかなければならないと感じた。 

 

 

次の質問はＱ３．４、Ｑ３．５の２つの質問でどちらか一方でも、「「「「そうそうそうそう思思思思わないわないわないわない」「」「」「」「あまあまあまあま

りそうりそうりそうりそう思思思思わないわないわないわない」」」」と答えられた方のみお答えください。 

 

Ｑ３．６ 

「そう思わない」「あまりそう思わない」と思ったのはなぜですか？以下の理由の中で当

てはまるものにすべてチェックをつけてください。 

 

他のメンバーの行った PEB やつぶやきはいずれタイムラインから消えてしまう

から。 

 

他のメンバーのつぶやく内容が独り言だったから。 

 

他のメンバーが知らない人だから。 

 

他のメンバーが同世代の人だから。 

 

その他（                               ） 

 

 

 

 

ここからすべての方がお答えください。 

 

 

Ｑ４．１ 

他のメンバーが同じ場所で PEB を行っているか

のように感じた。 

例：リビングで皆がエアコンの設定温度を適切に

していたり、照明をこまめに消しているように感

じた。 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 

E5 



 5555 / 7777 

 

次の質問はＱ４．１の質問で、「「「「そうそうそうそう思思思思うううう」「」「」「」「ややそうややそうややそうややそう思思思思うううう」」」」と答えられた方のみお答えく

ださい。 

 

Ｑ４．２ 

「そう思う」「ややそう思う」と思ったのはなぜですか？以下の理由の中で当てはまるも

のにすべてチェックをつけてください。 

 

同じ場所で他のメンバーがどんな行動をしているのか表示されたから。 

 

自分が実行できる機会のある PEB を他のメンバーが行っていたから。 

 

その他（                             ） 

 

 

 

 

 

次の質問は PEB 実行頻度調査アンケートを基に、実験前に比べ PEB 実行頻度が増加してい

る方にお聞きします。 

 

Ｑ５．１ 

実験前に比べ、PEB 実行頻度が増加した理由はなぜですか？以下の理由の中で当てはまる

ものにすべてチェックをつけてください。 

 

このシステムを使って、PEB を行う機会に気付いたから。 

 

他のメンバーが同じ場所で PEB を行っていると感じたから。 

 

他のメンバーが PEB を行っているのが分かったから。 

 

システムを使い続けられたから。 

 

その他（                               ） 

 

 

 

E6 



 6666 / 7777 

 

ここからすべての方がお答えください。 

 

Ｑ６．１ 

実験期間中システムを使い続けた。 

 

 

次の質問はＱ６．１の質問で、「そう思う」「ややそう思う」と答えられた方のみお答えく

ださい。 

 

Ｑ６．２ 

「そう思う」「ややそう思う」のはなぜですか？以下の理由の中で当てはまるものにすべ

てチェックをつけてください。 

 

推薦される PEB に興味があるから。 

 

場所を移動すると新しい PEB が表示されるのが面白いから。 

 

他のメンバーも使い続けているから。 

 

他のメンバーとのコミュニケーションが面白いから。 

 

他のメンバーとコミュニケーションを取る際に強制感やストレスを感じること

が無かったから。 

 

他のメンバーの足跡やつぶやきが気になるから。 

 

その他（                               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 
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次の質問はＱ６．１の質問で、「そう思わない」「あまりそう思わない」と答えられた方の

みお答えください。 

 

Ｑ６．３ 

「そう思う」「ややそう思う」のはなぜですか？以下の理由の中で当てはまるものにすべ

てチェックをつけてください。 

 

 

推薦される PEB に興味がないから。 

 

他のメンバーの行動に興味が無いから。 

 

家の中で携帯電話を持ち歩くのがめんどうくさいから。 

 

家の中で携帯電話を持ち歩くのを忘れてしまうから。 

 

他のメンバーとのコミュニケーションにストレスを感じたから。 

 

他のメンバーとのコミュニケーションがおもしろく無いから。 

 

他にメンバーに今自分の行っていることを伝えるのが嫌だから。 

 

その他（                               ） 

 

ここからすべての方がお答えください。 

 

 

 

Ｑ７．１ 

日常生活の行動が他のメンバーに伝わることが

プライバシーの面で気になった。 

 

 

 

ごごごご協力協力協力協力ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    

そう 

思う 

そう 

思わない 

やや 

そう思う 

どちら 

とも 

言えない 

あまり 

そう 

思わない 
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付録 F システムのの有効性評価アンケート結果

付録 Fでは、本文 4.4.4で述べた有効性評価アンケートの結果を表 F.1～表 F.4に記

載する。

F1



表
F
.1
:
有
効
性
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(1
)

問
題
番
号

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

Q
１
．
１

環
境
配
慮
行
動
（
P
E
B
）
を
行
っ
た
こ
と
だ
け
を
送

信
す
る
時
の
操
作
方
法
が
簡
単
だ
っ
た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Q
１
．
２

環
境
配
慮
行
動
を
行
っ
た
こ
と
と
一
緒
に
つ
ぶ
や
き

を
送
信
す
る
時
の
操
作
方
法
が
簡
単
だ
っ
た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Q
１
．
３

つ
ぶ
や
き
だ
け
を
送
信
す
る
時
の
操
作
方
法
が
簡
単

だ
っ
た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Q
２
．
１

自
分
の
い
る
場
所
に
応
じ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
表
示

さ
れ
て
い
た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Q
２
．
２

自
分
の
い
る
場
所
と
時
間
に
応
じ
て
適
切
な

P
E
B
が

推
薦
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

Q
２
．
３

P
E
B
が
推
薦
さ
れ
た
時
の
音
や
振
動
に
必
ず
気
付
い

た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Q
２
．
４

推
薦
さ
れ
た

P
E
B
を
見
て
、
P
E
B
を
行
う
機
会
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Q
２
．
５

画
面
に
表
示
さ
れ
た
他
の
メ
ン
バ
ー
の
足
跡
（
P
E
B

を
行
っ
た
履
歴
）
を
見
て
、
P
E
B
を
行
う
機
会
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う
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表
F
.2
:
有
効
性
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(2
)

問
題
番
号

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

Ｑ
３
．
１

P
E
B
を
行
っ
た
こ
と
や
つ
ぶ
や
き
を
送
信
す
る
際
に
、

他
の
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
を
気
に
し
て
送
る
内
容
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
。

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

Ｑ
３
．
２

他
の
メ
ン
バ
の
反
応
を
期
待
し
て
、
P
E
B
を
行
っ
た

こ
と
や
つ
ぶ
や
き
を
送
信
し
て
い
た
。

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

や
や
そ
う
思
う

Ｑ
３
．
３

Ｑ
３
．
１
、
Ｑ
３
．
２
の
質
問
の
ど
ち
ら
か
一
方
で

も
「
そ
う
思
わ
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
と

思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

P
E
B
を
行
っ
た
こ
と
だ
け
を
送
信
す
る
時
に
、
画
面

を
ワ
ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
送
信
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
。

P
E
B
を
行
っ
た
こ
と
だ
け
を
送
信
す
る
時
に
、
画
面

を
ワ
ン
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
送
信
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
。

P
E
B
を
行
っ
た
こ
と
だ
け
を
送
信
す
る
時
に
、
自
分

で
送
る
内
容
を
考
え
る
必
要
が
無
か
っ
た
か
ら
。

P
E
B
を
行
っ
た
こ
と
だ
け
を
送
信
す
る
時
に
、
自
分

で
送
る
内
容
を
考
え
る
必
要
が
無
か
っ
た
か
ら
。

ス
ト
レ
ス
で
は
な
く
つ
な
が
る
楽
し
さ
が
あ
っ
た
。

つ
ぶ
や
く
内
容
が
独
り
言
だ
っ
た
か
ら
。

Ｑ
３
．
４

他
の
メ
ン
バ
ー
の
行
っ
た

P
E
B
や
つ
ぶ
や
き
に
対
し

て
、
つ
ぶ
や
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

そ
う
思
わ
な
い

や
や
そ
う
思
う

Ｑ
３
．
５

自
分
の
行
っ
た

P
E
B
や
つ
ぶ
や
き
に
対
し
て
他
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
の
つ
ぶ
や
き
が
あ
っ
た
際
に
、
さ
ら
に

つ
ぶ
や
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
う

Ｑ
３
．
６

Ｑ
３
．
４
、
Ｑ
３
．
５
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
「
そ
う

思
わ
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
と
思
っ
た
の

は
な
ぜ
で
す
か
？

そ
の
他
（
関
心
の
あ
る
つ
ぶ
や
き
が
多
か
っ
た
。
さ

ら
に
つ
ぶ
や
き
を
続
け
た
い
と
思
う
時
に
つ
ぶ
や
き

を
返
し
て
い
た
。
自
分
自
身
が
忙
し
い
時
は
返
し
て

い
な
い
し
、
時
に
は
簡
単
に
つ
ぶ
や
き
を
返
す
こ
と

で
持
ち
帰
っ
た
仕
事
の
能
率
が
あ
が
っ
た
）
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表
F
.3
:
有
効
性
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(3
)

問
題
番
号

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

Ｑ
４
．
１

他
の
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
場
所
で

P
E
B
を
行
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
う
思
う

そ
う
思
う

Ｑ
４
．
２

Ｑ
４
．
１
で
「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」
と
思
っ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

同
じ
場
所
で
他
の
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
行
動
を
し
て

い
る
の
か
表
示
さ
れ
た
か
ら
。

同
じ
場
所
で
他
の
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
な
行
動
を
し
て

い
る
の
か
表
示
さ
れ
た
か
ら
。

自
分
が
実
行
で
き
る
機
会
の
あ
る

P
E
B
を
他
の
メ

ン
バ
ー
が
行
っ
て
い
た
か
ら
。

自
分
が
実
行
で
き
る
機
会
の
あ
る

P
E
B
を
他
の
メ

ン
バ
ー
が
行
っ
て
い
た
か
ら
。

Ｑ
５
．
１

実
験
前
に
比
べ
、
P
E
B
実
行
頻
度
が
増
加
し
た
理
由

は
な
ぜ
で
す
か
？

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
P
E
B
を
行
う
機
会
に
気

付
い
た
か
ら
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
P
E
B
を
行
う
機
会
に
気

付
い
た
か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
場
所
で

P
E
B
を
行
っ
て
い
る

と
感
じ
た
か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
が

P
E
B
を
行
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ

た
か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
が

P
E
B
を
行
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ

た
か
ら
。

シ
ス
テ
ム
を
使
い
続
け
ら
れ
た
か
ら
。
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表
F
.4
:
有
効
性
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(4
)

問
題
番
号

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

Ｑ
６
．
１

実
験
期
間
中
シ
ス
テ
ム
を
使
い
続
け
た
。

や
や
そ
う
思
う

そ
う
思
う

Ｑ
６
．
２

Ｑ
６
．
１
で
「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

推
薦
さ
れ
る

P
E
B
に
興
味
が
あ
る
か
ら
。

場
所
を
移
動
す
る
と
新
し
い

P
E
B
が
表
示
さ
れ
る

の
が
面
白
い
か
ら
。

場
所
を
移
動
す
る
と
新
し
い

P
E
B
が
表
示
さ
れ
る

の
が
面
白
い
か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
面
白

い
か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
面
白

い
か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際

に
強
制
感
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
無
か
っ
た

か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際

に
強
制
感
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
無
か
っ
た

か
ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
の
足
跡
や
つ
ぶ
や
き
が
気
に
な
る
か

ら
。

他
の
メ
ン
バ
ー
も
使
い
続
け
て
い
る
か
ら
。

Ｑ
６
．
３

Ｑ
６
．
１
で
「
そ
う
思
わ
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ｑ
７
．
１

日
常
生
活
の
行
動
が
他
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
わ
る
こ
と

が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
面
で
気
に
な
っ
た
。

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

そ
う
思
わ
な
い
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付録 G インタビュー結果

付録Gでは、本文 4.4.5で述べたインタビューの結果を表G.1～表G.1に示す。
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表
G
.1
:
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果

(1
)

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

通
信
範
囲
が
被
っ
て
い
た
こ
と
こ
ろ
な

ど
無
か
っ
た
で
す
か
？

無
か
っ
た
。
で
も
、
た
ま
に
玄
関
の
と
こ
ろ
だ
け
、
少
し
角
度

を
変
え
る
と
ト
イ
レ
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

リ
ビ
ン
グ
と
食
堂
の
表
示
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
で
も
、
気

に
な
ら
な
い
く
ら
い
。
め
っ
た
に
な
い
。

自
分
の
い
る
場
所
と
時
間
に
応
じ
て
適

切
な

P
E
B
が
推
薦
さ
れ
て
い
ま
し
た

か
？

は
い
。
食
事
の
時
と
か
。

は
い
。

今
こ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

る
P
E
B
が
推
薦
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ

た
で
す
か
？

ま
っ
た
く
無
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
け
ど
、
気
に
な
る
頻
度
で

は
な
い
で
す
。
ホ
ン
ト
に
数
回
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
ぐ
ら
い
で

す
。

そ
れ
は
感
じ
な
か
っ
た
。

気
付
い
た
ら
画
面
が
変
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
無
か
っ
た
で
す
か
？

い
つ
も
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
泣
い
て
く
れ
る
。
心
地
よ
い
鳴
き
声

が
。
耳
障
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
い
い
音
だ
と
思
っ
た
。

そ
れ
は
記
憶
に
な
い
。

何
度
も
更
新
ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
た
理

由
は
な
ぜ
で
す
か
？

こ
れ
が
最
新
の
つ
ぶ
や
き
か
ど
う
か
の
確
認
の
た
め
に
押
し
て

い
た
。
反
応
の
期
待
か
ら
で
な
く
て
、
時
計
が
止
ま
っ
て
い
る

の
か
と
思
っ
た
時
に
押
し
て
い
た
。
リ
ビ
ン
グ
に
長
い
間
に
い

た
時
と
か
。

相
手
の
こ
と
を
気
に
し
て
送
る
内
容
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
ま
し
た
か
？

い
い
え
。
た
だ
、
書
い
と
ら
れ
る
こ
と
に
、
書
き
た
い
け
ど
、
ど

う
書
い
た
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ
た
。
で
も
ス
ト
レ
ス
で
は
な

い
。
つ
ぶ
や
け
る
と
い
う
の
が
楽
し
か
っ
た
。

ス
ト
レ
ス
に
は
な
ら
な
い
。
気
に
も
し
な
い
。

他
の
メ
ン
バ
の
反
応
を
期
待
し
て
、

P
E
B
を
行
っ
た
こ
と
や
つ
ぶ
や
き
を
送

信
し
て
い
ま
し
た
か
？

そ
も
そ
も
返
事
を
期
待
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
け
ど
。
そ
こ
ま
で
の
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
い
の
か
な
と
思
っ
た
。
ど
こ
か
期
待
し
て
る
け
ど
、
人
に
は

強
制
を
し
た
く
な
い
。

反
応
が
返
っ
て
こ
な
い
と
き
は
、
関
心
が
無
か
っ
た
の
か
な
と

思
う
く
ら
い
。
他
の
人
の
反
応
が
無
く
て
ス
ト
レ
ス
と
は
感
じ

な
い
。
反
応
が
絶
対
欲
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
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表
G
.2
:
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果

(2
)

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

相
手
の
行
っ
た

P
E
B
や
つ
ぶ
や
き
に
対

し
て
、
反
応
し
な
れ
け
れ
ば
な
ら
な
い

強
制
感
を
感
じ
ま
し
た
か
？

内
容
に
関
心
の
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
返
し
は
し
な
い
け
ど
、

ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
心
が
和
ら
ぐ
こ
と
が
あ
っ
た
。
返
し
た
い

と
き
だ
け
返
し
て
る
。
強
制
で
は
な
く
、
自
発
的
に
返
し
て
い

る
。
忙
し
い
時
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
時
は
返
さ
な
く
て
も
、
他

の
人
の
会
話
を
眺
め
て
い
る
と
楽
し
い
。

反
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た

の
は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
？

自
分
の
生
活
に
似
て
い
る
時
、
こ
れ
は
う
れ
し
い
気
付
き
を
教

え
て
も
ら
っ
た
と
思
う
時
。「
自
分
が
料
理
を
作
っ
て
い
る
と
き

皆
も
料
理
作
っ
て
る
ん
だ
。
近
く
に
い
る
ん
だ
」
と
思
っ
て
。
こ

の
献
立
い
た
だ
き
と
か
。

こ
ん
な
こ
と
知
っ
て
る
人
い
ま
せ
ん
か
？
と
い
っ
た
つ
ぶ
や
き

が
あ
っ
た
と
き
。
知
っ
て
た
ら
返
し
て
あ
げ
よ
う
か
な
ぁ
と
思
っ

た
け
ど
、
知
ら
な
か
っ
た
の
で
返
し
て
な
い
。
つ
ぶ
や
か
れ
て

い
る
内
容
が
全
体
に
対
し
て
な
の
で
誰
か
知
っ
て
る
人
が
返
す

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
メ
ン
バ
が
自
分
の

い
る
場
所
で
な
に
か
を
行
っ
て
い
る
か

の
よ
う
な
感
覚
を
感
じ
ま
し
た
か
？

は
い
。

そ
う
思
う
。
自
分
が
リ
ビ
ン
グ
で
な
に
か
し
て
い
る
と
き
他
の

人
が
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
、
僕
も
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

た
。

ど
ん
な
時
同
じ
場
所
で
な
に
か
を
行
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
か
？

「
涼
し
く
な
っ
た
か
ら

2
8
℃
に
し
ま
し
た
。」
「
秋
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
な
い
の
？
」
な
ど
私
も
そ
う
思
っ
た
時
同
じ
場
所
で
誰
か
が

な
に
か
を
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
他
の
人
が
行
う
行
動
を
見
て

私
も
だ
と
思
っ
た
時
、
同
じ
場
所
に
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
機

能
的
な
こ
と
は
特
に
影
響
が
無
い
。
消
え
る
か
ら
今
の
会
話
が
、

「
今
」
の
時
間
と
場
所
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
の
を
よ
り
強
く

感
じ
た
。
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表
G
.3
:
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果

(3
)

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

P
E
B
実
行
頻
度
が
増
加
し
た
理
由
は
推

薦
さ
れ
た
か
ら

P
E
B
を
し
た
の
か
、
他

の
人
も

P
E
B
や
っ
て
い
る
か
ら

P
E
B

を
実
行
し
た
の
で
す
か
？

P
E
B
を
推
薦
さ
れ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
、
し
よ
う
し
て
い
る
と

い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
こ
ろ
で
他
の
人
が
や
っ
て

い
る
の
を
み
て
気
持
ち
が
動
い
た
。
み
ん
な
が
や
っ
て
い
る
こ

と
で
、
最
終
的
な
後
押
し
に
な
っ
た
。
P
E
B
実
行
頻
度
が
下
が

ら
な
か
っ
た
の
も
、
ど
っ
ち
も
が
あ
っ
て
こ
そ
。

P
E
B
を
行
う
機
会
を
頻
繁
に
知
ら
せ
て
も
ら
う
と
、
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
な
ぁ
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
何
度
も
言
わ
れ
る
か

ら
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。
普

段
行
っ
て
い
な
か
っ
た

P
E
B
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
他
の

P
E
B
も
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
。

普
段
行
っ
て
い
な
か
っ
た

P
E
B
を
実
行

し
て
み
て
し
ん
ど
い
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

普
段
や
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
や
っ

て
み
よ
う
か
な
ぁ
と
思
っ
た
。
難
し
い
も
の
は
や
ろ
う
と
し
て

な
い
。
難
し
い
も
の
は
や
っ
ぱ
で
き
ん
わ
な
ぁ
と
思
っ
て
、
手

を
だ
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
辺
は
で
き
る
か
な
と
思
っ
た
も
の
は

や
っ
て
み
た
。
何
度
も
言
わ
れ
る
か
ら
や
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

P
E
B
を
続
け
ら
れ
る
理
由
は
な
ぜ
で
す

か
？

何
度
も
言
わ
れ
た
上
に
、
み
ん
な
も
や
っ
と
る
ん
な
る
と
思
っ

た
ら
、
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
。
何
度
も

P
E
B
を
知
ら
せ

て
も
ら
う
こ
と
と
、
グ
ル
ー
プ
で
皆
も
や
っ
て
い
る
か
ら
。
一

人
だ
け
だ
っ
た
ら
め
ん
ど
く
さ
い
な
ぁ
と
思
う
。
み
ん
な
も
や
っ

と
ん
な
る
と
思
っ
た
ら
続
け
ら
れ
る
。

G4



表
G
.4
:
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果

(4
)

質
問

実
験
協
力
者

F
実
験
協
力
者

M

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
続
け
た
理
由
は
、

P
E
B
が
推
薦
さ
れ
る
の
が
面
白
い
か

ら
?他
の
人
の
足
跡
や
つ
ぶ
や
き
が
気
に

な
る
か
ら
？
他
の
人
が
使
い
続
け
て
る

か
ら
？

仕
事
行
く
以
外
は
使
っ
た
。
使
え
な
い
時
間
が
物
理
的
に
あ
た

か
ら
や
や
そ
う
思
う
に
し
た
。
ご
く
最
近
で
は
、
他
の
メ
ン
バ
ー

の
つ
ぶ
や
き
が
気
に
な
る
か
ら
。
帰
っ
た
ら
、
み
ん
な
の
が
見

た
い
か
ら
家
中
を
回
る
。
最
初
の
方
は
、
場
所
を
移
動
す
る
こ

と
で
次
々
に
で
て
く
る

P
E
B
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。
強
制
感

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
っ
て
い
る
の
？
と
思
っ
た
。
あ
っ
た

ら
続
け
て
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

一
番
の
理
由
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
お
も
し
ろ
い
か
ら
。
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
く
て
、
自
分
の
反
応
し
た
い
と
き
だ
け
反
応

す
れ
ば
い
い
の
で
楽
で
続
け
ら
れ
る
。
音
と
あ
れ
で
や
る
か
ら

見
て
み
よ
う
か
な
と
思
う
。

ひ
と
つ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
だ
っ
た
ら
ど

う
思
い
ま
す
か
？
　

つ
ぶ
や
き
が
多
す
ぎ
て
、
い
ち
い
ち
目
を
通
す
の
が
め
ん
ど
く

さ
い
。
部
屋
ご
と
に
わ
か
れ
て
い
て
手
頃
。
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付録 H コミュニケーション評価実験の生活習慣

アンケート

付録Hでは、本文 5.2.6.2で述べた生活習慣アンケートの画面例を以下に示す。
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付録 I コミュニケーション評価実験のPEB実行

頻度アンケート

付録 Iでは、本文 5.2.6.3で述べた PEB実行頻度アンケートの画面例を以下に示す。
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付録 J コミュニケーション評価実験の有効性評

価アンケート

付録 Jでは、本文 5.3.3で述べた有効性評価アンケートのの画面例を以下に示す。
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付録 K 追加アンケート

付録Kでは、本文 5.2.6.5で述べた追加アンケートを次ページに示す。

K1



 

1 

 

追加アンケートのお願い 

                  年   月   日 

  

           氏名               

 

このアンケートは、先日回答していただいたシステム評価アンケートの中で、「他のメン

バーの行った PEB やつぶやきに対して、なにかつぶやかなければならないと感じた。」と

回答された方が対象です。 

 

以下の質問にお答え下さい。 

 

Ｑ１ 

貴方が残したつぶやきの中で、他のメンバーの行った PEBやつぶやきに対して、なに

かつぶやかなければならないと感じたつぶやきはどれですか？ 

当てはまる貴方のつぶやきのすべてに、チェックをチェックボックスの中に付けてく

ださい。 

 

（＊貴方が残したつぶやきには色が付いており、他の文字と字体を変えています） 

 

Ｑ２ 

他のメンバーの行った PEBやつぶやきに対して、なにかつぶやかなければならないと

感じたが、つぶやきを残さなかったことはありますか？ 

あてはまる方に丸をつけて下さい。 

 

はい                いいえ 

 

 

Ｑ３ 

Ｑ２にて、「はい」に丸をつけられた方にお聞きします。 

他のメンバーの行った PEBやつぶやきに対して、なにかつぶやかなければならないと

感じたのは、他のメンバーのどのようなつぶやきに対してですか？ 
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1 

 

追加アンケートのお願い 

                  年   月   日 

  

           氏名               

 

このアンケートは、先日回答していただいたシステム評価アンケートの中で、「PEBを行

ったことやつぶやきを送信する際に、相手のことを気にして送る内容を考えなければなら

ないストレスを感じた。」と回答された方が対象です。 

 

以下の質問にお答え下さい。 

 

Ｑ１ 

貴方が残したつぶやきの中で、PEBを行ったことやつぶやきを送信する際に、相手の

ことを気にして送る内容を考えなければならないストレスを感じたつぶやきはどれです

か？ 

当てはまる貴方のつぶやきのすべてに、チェックをチェックボックスの中に付けてく

ださい。 

 

（＊貴方が残したつぶやきには色が付いており、他の文字と字体を変えています） 

 

Ｑ２ 

相手のことを気にして送る内容を考えなければならないストレスを感じ、途中でつぶ

やきを送信することを辞めたことがありますか？ 

あてはまる方に丸をつけて下さい。 

 

はい                いいえ 

 

Ｑ３ 

Ｑ２にて、「はい」に丸をつけられた方にお聞きします。 

どのような時に、相手のことを気にして送る内容を考えなければならないストレスを感

じましたか？ 
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付録 L 環境意識を問うアンケート

付録Lでは、本文 5.2.6.4で述べた環境意識を問うアンケートの画面例を以下に示す。

L1



付録 M コミュニケーション評価実験の有効性評

価アンケート結果

付録Mでは、本文 5.2.6.4で述べた有効性評価アンケートの結果を以下に示す。

Q1.1：自分の行った PEBやつぶやきに対して
他のメンバーのつぶやきがあった際に

さらになにかつぶやかなければならないと感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 0 2 1 2

50代グループ 0 0 1 2 2

Q1.2：Q1.1で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

画面をワンタッチするだけで、送信することができたから。 4 3

PEBを行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必

要が無かったから。

5 0

つぶやく際に字数が制限されていたから。 0 0

つぶやく内容が独り言だったから。 2 2

つぶやく内容を深く考えなくていいから。 2 3

特定の相手に向けて送信できないから。 1 2

PEBを行ったことやつぶやきがタイムラインからいずれ消えてしま

うから。

1 1

その他 1 0
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Q1.2：Q1.1で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

画面をワンタッチするだけで、送信することができたから。 1 2

PEBを行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必

要が無かったから。

1 0

つぶやく際に字数が制限されていたから。 0 0

つぶやく内容が独り言だったから。 1 0

つぶやく内容を深く考えなくていいから。 0 1

特定の相手に向けて送信できないから。 0 0

PEBを行ったことやつぶやきがタイムラインからいずれ消えてしま

うから。

1 1

その他 1 0

Q1.3：PEBを行ったことやつぶやきを送信する時に
他のメンバーからの反応を期待していた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 1 1 1 2

50代グループ 0 1 1 1 2
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Q1.4：Q1.3で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

画面をワンタッチするだけで、送信することができたから。 0 2

PEBを行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必

要が無かったから。

0 1

つぶやく際に字数が制限されていたから。 0 0

つぶやく内容が独り言だったから。 3 2

つぶやく内容を深く考えなくていいから。 0 1

特定の相手に向けて送信できないから。 2 1

PEBをおこなったことやつぶやきがタイムラインからいずれ消えて

しまうから。

2 0

その他 0 0

Q1.4：Q1.3で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

画面をワンタッチするだけで、送信することができたから。 0 1

PEBを行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必

要が無かったから。

0 0

つぶやく際に字数が制限されていたから。 0 0

つぶやく内容が独り言だったから。 2 2

つぶやく内容を深く考えなくていいから。 0 0

特定の相手に向けて送信できないから。 1 0

PEBをおこなったことやつぶやきがタイムラインからいずれ消えて

しまうから。

0 0

その他 0 0
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Q1.5：Q1.3で「ややそう思う」「そう思う」と答えた方にお聞きします。
他のメンバーから反応が無いことがストレスに感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ (Y5) 0 0 1 0 0

50代グループ (E4) 0 0 0 1 0

Q1.6：Q1.5で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

画面をワンタッチするだけで、送信することができたから。 0 0

PEBを行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必

要が無かったから。

0 0

つぶやく際に字数が制限されていたから。 0 0

つぶやく内容が独り言だったから。 0 0

つぶやく内容を深く考えなくていいから。 0 1

特定の相手に向けて送信できないから。 0 1

PEBをおこなったことやつぶやきがタイムラインからいずれ消えて

しまうから。

0 1

その他 0 0
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Q1.6：Q1.5で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

画面をワンタッチするだけで、送信することができたから。 0 0

PEBを行ったことだけを送信する時に、自分で送る内容を考える必

要が無かったから。

0 0

つぶやく際に字数が制限されていたから。 0 0

つぶやく内容が独り言だったから。 0 0

つぶやく内容を深く考えなくていいから。 0 0

特定の相手に向けて送信できないから。 0 0

PEBをおこなったことやつぶやきがタイムラインからいずれ消えて

しまうから。

0 1

その他 0 0

Q2.1：他のメンバーの行った PEBやつぶやきに対して
なにかつぶやかなければならないと感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 2 0 1 2

50代グループ 0 1 1 2 1
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Q2.2：Q2.1で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

他のメンバーの行った PEBやつぶやきはいずれタイムラインから

消えてしまうから。

0 1

特定の相手に向けて送信できないから。 1 1

他のメンバーのつぶやく内容が独り言だったから。 1 2

他のメンバーが知らない人だから。 3 2

他のメンバーが同世代の人だから。 0 0

お互いが他者の PEBを行ったことやつぶやきに対してつぶやき合

う深いコミュニケーションでは無いと思ったから。

1 2

他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやく時は、自発的だか

ら。

0 1

めんどくさい時や忙しい時はつぶやかなくてもよいと思うから。 0 1

他のメンバーも他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやいて

いないから。

1 0

その他 0 0
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Q2.2：Q2.1で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

他のメンバーの行った PEBやつぶやきはいずれタイムラインから

消えてしまうから。

0 0

特定の相手に向けて送信できないから。 0 0

他のメンバーのつぶやく内容が独り言だったから。 1 1

他のメンバーが知らない人だから。 1 1

他のメンバーが同世代の人だから。 0 0

お互いが他者の PEBを行ったことやつぶやきに対してつぶやき合

う深いコミュニケーションでは無いと思ったから。

1 0

他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやく時は、自発的だか

ら。

0 0

めんどくさい時や忙しい時はつぶやかなくてもよいと思うから。 0 1

他のメンバーも他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやいて

いないから。

0 0

その他 0 0

Q2.3：自分の行った PEBやつぶやきに対して
他のメンバーのつぶやきがあった際に

さらになにかつぶやかなければならないと感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 0 2 1 2

50代グループ 0 0 1 2 2
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Q2.4：Q2.3で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

他のメンバーの行った PEBやつぶやきはいずれタイムラインから

消えてしまうから。

0 1

特定の相手に向けて送信できないから。 1 1

他のメンバーのつぶやく内容が独り言だったから。 1 1

他のメンバーが知らない人だから。 3 1

他のメンバーが同世代の人だから。 0 0

お互いが他者の PEBを行ったことやつぶやきに対してつぶやき合

う深いコミュニケーションでは無いと思ったから。

0 4

他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやく時は、自発的だか

ら。

1 2

めんどくさい時や忙しい時はつぶやかなくてもよいと思うから。 1 2

他のメンバーも他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやいて

いないから。

1 0

その他 0 0
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Q2.4：Q2.3で「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

他のメンバーの行った PEBやつぶやきはいずれタイムラインから

消えてしまうから。

0 0

特定の相手に向けて送信できないから。 1 1

他のメンバーのつぶやく内容が独り言だったから。 0 0

他のメンバーが知らない人だから。 1 0

他のメンバーが同世代の人だから。 0 0

お互いが他者の PEBを行ったことやつぶやきに対してつぶやき合

う深いコミュニケーションでは無いと思ったから。

0 1

他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやく時は、自発的だか

ら。

0 1

めんどくさい時や忙しい時はつぶやかなくてもよいと思うから。 0 1

他のメンバーも他者の行った PEBやつぶやきに対してつぶやいて

いないから。

1 0

その他 0 0

Q3.1：他のメンバーが同じ場所で PEBを行っているかのように感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 1 1 0 3 0

50代グループ 1 2 0 1 1
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Q3.2：Q3.1で「そう思う」「ややそうそう思う」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

同じ場所で他のメンバーがどんな行動をしているのか表示されたか

ら。

2 3

自分が実行できる機会のある PEBを他のメンバーが行っていたか

ら。

1 1

他のメンバーの行った PEBやつぶやきはいずれタイムラインから

消えてしまうから。

1 0

その他 0 0

Q3.2：Q3.1で「そう思う」「ややそう思う」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

同じ場所で他のメンバーがどんな行動をしているのか表示されたか

ら。

2 2

自分が実行できる機会のある PEBを他のメンバーが行っていたか

ら。

0 1

他のメンバーの行った PEBやつぶやきはいずれタイムラインから

消えてしまうから。

0 0

その他 0 0
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Q3.3：アンケート項目：他の人が PEBを行っていると感じた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 2 1 0 0 0

50代グループ 0 1 1 0 0

Q4.1：今まで行ったことの無かった PEBを行うようになった

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 0 1 2 0 2

50代グループ 1 2 0 2 0

Q4.2：Q4.1で「そう思う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

このシステムを使って、PEBを行う機会に気付いたから。 2 3

他のメンバーが同じ場所で PEBを行っていると感じたから。 2 1

他のメンバーが PEBを行っていると感じたから。 2 1

その他 0 0
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Q4.2：Q4.1で「そう思う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

このシステムを使って、PEBを行う機会に気付いたから。 2 3

他のメンバーが同じ場所で PEBを行っていると感じたから。 0 0

他のメンバーが PEBを行っていると感じたから。 1 0

その他 0 0

Q4.3：今まで行っていた PEBを行う頻度が増えた。

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 2 1 1 1 0

50代グループ 0 3 0 2 0

Q4.4：Q4.3で「そう思う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

このシステムを使って、PEBを行う機会に気付いたから。 3 3

他のメンバーが同じ場所で PEBを行っていると感じたから。 1 2

他のメンバーが PEBを行っていると感じたから。 2 1

その他 0 0

Q4.4：Q4.3で「そう思う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

このシステムを使って、PEBを行う機会に気付いたから。 3 3

他のメンバーが同じ場所で PEBを行っていると感じたから。 0 0

他のメンバーが PEBを行っていると感じたから。 1 0

その他 0 0
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Q4.5：実験期間中、新たに行うようになった PEBや
実行頻度が増えた PEBを続けることができた

回答人数

コミュニティ そう思う ややそう思

う

どちらとも

言えない

あまりそう

思わない

そう思わな

い

20代グループ 1 1 0 3 0

50代グループ 0 3 0 2 0

Q4.6：Q4.5で「そう思う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」と答えた理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

このシステムを使って、何度も PEBを行う機会に気付かされたか

ら。

2 3

他のメンバーが同じ場所で PEBを続けていると感じたから。 2 1

他のメンバーが PEBを続けていると感じたから。 2 2

その他 0 0

Q4.6：Q4.5で「そう思う」「ややそう思う」「どちらとも言えない」と答えた一番の理由

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

このシステムを使って、何度も PEBを行う機会に気付かされたか

ら。

2 2

他のメンバーが同じ場所で PEBを続けていると感じたから。 0 0

他のメンバーが PEBを続けていると感じたから。 0 1

その他 0 0
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Q5.1：システムを使い続けられる要因

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

推薦される PEBに興味がある。 1 2

時間になると新しい PEBが表示されるのが面白い。 3 2

他のメンバーも使い続けている。 1 2

他のメンバーとのコミュニケーションが面白い。 0 3

つぶやく時に他のメンバーのことを気にしなくても良い。 1 1

他のメンバーの PEBを行ったことやつぶやきに対して反応しなく

ても良い。

2 2

他のメンバーの足跡やつぶやきが気になる。 0 1

システムが使いやすいから。 1 1

システムを使うよう依頼されたから。 3 2

その他 0 1

Q5.1：システムを使い続けられる一番の要因

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

推薦される PEBに興味がある。 1 2

時間になると新しい PEBが表示されるのが面白い。 1 2

他のメンバーも使い続けている。 1 0

他のメンバーとのコミュニケーションが面白い。 0 0

つぶやく時に他のメンバーのことを気にしなくても良い。 0 0

他のメンバーの PEBを行ったことやつぶやきに対して反応しなく

ても良い。

0 0

他のメンバーの足跡やつぶやきが気になる。 0 0

システムが使いやすいから。 1 0

システムを使うよう依頼されたから。 1 1

その他 0 1
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Q5.2：システムの利用を阻害する要因

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

時間になると自動的に音が鳴るので、システムを使うように強制さ

れていると感じる。

1 2

音が鳴った時に推薦される環境配慮行動が自分の生活サイクルと一

致していない。

1 3

他の SNSやブログを使っているので、新しい SNSを使うのがめん

どうくさい。

1 0

SNSやブログを使うのがめんどうくさい。 1 2

つぶやく時に他のメンバーのことを気にしなければならない。 0 0

他のメンバーの PEBを行ったことやつぶやきに対して反応しなけ

ればならない。

0 0

他のメンバーとのコミュニケーションが面白くない。 0 0

他のメンバーの足跡やつぶやきに興味が無い。 1 0

料理や洗濯を行わないので、PEBを行ったことを伝える機会が少な

い。

3 1

家にいる時間が少ない。 4 2

システムが使いづらいから。 0 0

日常生活の行動を他のメンバーに伝えることが嫌。 0 0

その他 0 1
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Q5.2：システムの利用を阻害する一番の要因

回答人数

理由 20 代グ

ループ

50 代グ

ループ

時間になると自動的に音が鳴るので、システムを使うように強制さ

れていると感じる。

0 0

音が鳴った時に推薦される環境配慮行動が自分の生活サイクルと一

致していない。

1 0

他の SNSやブログを使っているので、新しい SNSを使うのがめん

どうくさい。

0 0

SNSやブログを使うのがめんどうくさい。 0 1

つぶやく時に他のメンバーのことを気にしなければならない。 0 0

他のメンバーの PEBを行ったことやつぶやきに対して反応しなけ

ればならない。

0 0

他のメンバーとのコミュニケーションが面白くない。 0 0

他のメンバーの足跡やつぶやきに興味が無い。 1 0

料理や洗濯を行わないので、PEBを行ったことを伝える機会が少な

い。

0 1

家にいる時間が少ない。 3 2

システムが使いづらいから。 0 0

日常生活の行動を他のメンバーに伝えることが嫌。 0 0

その他 0 1
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付録 N 強制感を感じたコメント・つぶやき

付録Mでは、本文 5.4.2.2で述べた実験協力者Y1、E2が他のコミュニティメンバの

行ったPEBやつぶやきに対してなにかつぶやかなければならないと感じて残したコメ

ント・つぶやきを以下に示す。

実験協力者Y1が他のコミュニティメンバの行った PEBやつぶやきに対して
なにかつぶやかなければならないと感じて残したコメント・つぶやき

場所 コメント・つぶやき

トイレ ラー油でっていうのも珍しいね (;- o -)

実験協力者 E2が他のコミュニティメンバの行った PEBやつぶやきに対して
なにかつぶやかなければならないと感じて残したコメント・つぶやき

場所 コメント・つぶやき

リビング 私も自転車で外出します (´▽｀）ノ

リビング エマワトソンがきれいになってました。ハリポタは別格 (´▽｀）ノ

リビング ううう、今朝は冷え込みます。そろそろストーブを出さなくては。。

リビング エゾエンゴサクさんお大事に。。

玄関 本当にそうですね。

玄関 本当に良いお天気ですね (´▽｀）ノ

玄関 こちらも雨です。寒い。歩いてエコバック持って、お出かけしてきます。

玄関 皆さんのコメント、楽しかったです。ありがとう (´▽｀）ノ

台所 うちは、焼きそばでした～o(´▽ ｀ )o

台所 今日は、湯豆腐メインです。あったまります (´▽｀）ノ

台所 皆さん、美味しそうですね (´▽｀）ノガスの炎を調節しました。

台所 今日のお寿司は残りものの煮込みハンバーグとお寿司、ミスマッチ。
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